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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初代聖女が興おこした祝福の王国・セレンディナ。かの国の第一王女として『彼かの女じよ』が生まれた瞬しゆん間かんに、人々は平へい穏おんの終しゆう焉えんが告げられたのを悟さとった。

　世界は運命を少女に託たくし、行き先の見えない霧きりの中で輪が動き出す。

　生誕から十六年。自らが負った使命のままに、ローゼリンデは聖地フロウハイムへと足を踏ふみ入いれた。




　──直後、躓つまずいた。

（……ええと。どうしましょう）

　磨みがき抜ぬかれた白はく亜あの床ゆかと、精密に織られたタペストリによって神話が語られる壁かべが続く、厳げん粛しゆくな回かい廊ろう。

　人が行いき交かう通路から一本外れた突つき当あたりで、十六、七ほどの少女が一人、蹲うずくまっていた。

　その少女は半はん端ぱに開いた扉とびらの死角に隠かくれるようにして縮こまっており、怪あやしいことこの上ない。

　さらに恰かつ好こうが彼女の不ふ審しんさに輪をかける。フロウハイム大だい神しん殿でんに勤める者とは明らかに違ちがうローブで、フードも深く下ろされていた。

　フードから零こぼれ落おちる白銀の髪かみは艶つややかで手入れが行き届いており、澄すんだ紫むらさきの瞳ひとみは神秘的ですらある。俯うつむいた顔の造作も繊せん細さいで美しい。

　しかしそれらの美点を状じよう況きようがすべて台無しにしている。見つかった途と端たんに「不審者！」と声を上げられても仕方がない状態だ。

　自分の怪しさは理解しているが、彼女には打開する術すべがない。緊きん張ちようのあまりこの場所に逃にげ込こんでから、一歩も動けなくなってしまったからだ。

（どうすれば……。どうすればいいのでしょう……）

　すぐ側に人がいるのだから、声をかけ、助けを求めればいい。少女──ローゼの悩なやみはそれだけで解決する。

　だが、分かっていても実行に移せない理由がローゼにはあった。

　堂どう々どう巡めぐりをする思考に、ローゼの焦あせりは募つのっていく。そうこうしているうちに、頭上に人ひと影かげが差しかかった。ついに行き交う誰だれかに見み咎とがめられたのだ。

「そこの貴女あなた」

「!!」

　厳しい響ひびきをもって発された声に、ローゼはびくんと肩かたを跳はね上げる。おそるおそる顔を上げれば、眉み間けんにしわを寄せた青年の姿が目に入った。

　明ける寸前の清冷な空を思わせる深い藍あいの髪と、顔を出したばかりの太陽のような、金に近い橙だいだいの瞳。顔立ちは上品で甘あまやかだが、どことなく人を拒きよ絶ぜつしている雰ふん囲い気きがあった。暖かみのある色合いの瞳が硬こう質しつで冷ややかに感じられたのは、決して彼かれが掛けている眼鏡めがねのガラス越ごしだったせいではあるまい。

　年は二は十た歳ちに届いていないように見えるが、十代だと言いきるにはためらう落ち着きがある。

（な……、なぜ、今、彼が、ここに……！）

　ローゼは目の前の青年のことを知っていた。

　とはいえ直接の知り合いではない。自分に仕つかえる神騎士の情報として得ているだけだ。

　名前はエルハイネ・クー・クラムセイド。フロウハイム大神殿と密接な協力関係にある、トラウクレール王国の王族筋でもある。

（い、いけない！）

　声をかけてきた人物が誰か分かった途端、ローゼはフードを押さえて顔をさらに深く俯けた。
















（エルハイネもきっと『聖女』の顔を知っている。わたくしがそうだなんて、気付かれてはいけません！）

　神騎士にこんな無ぶ様ざまな聖女の姿を見せるわけにはいかない。

「何をしているんです」

　自分の行動がエルハイネの不審をさらに大きくしたのだとは、ローゼにも分かった。フードを剝はぎ取られ正体を暴あばかれる前にと、慌あわてて口を開く。

「え、え、え……。あ、ぁ」

　口をぱくぱくさせ、ローゼは答えようとした。間ま違ちがいなくしたのである。しかし、喉のどは満足に音を出してくれなかった。

　尋じん常じようではない様子を読み取って、エルハイネは瞳を不審一色から僅わずかに心配を加えて変化させると、ローゼの前に屈かがみ込む。

「失礼」

　そして手を伸のばし、喉に触ふれるか触れないかの位置で止め、しばし視みえない異常を探さぐるように集中し──ややあって手を引いた。

「具合が悪いわけではないようですね。器官の異常も見受けられませんが、話せないのは生来のものですか？」

　ふるふる、とローゼは首を横に振ふる。話せないわけではないのだ。

「こんな所で何をしているんです？　貴女に疚やましいところがないのなら、事情をお聞かせください。貴女が取れる手段で構いませんので」

　エルハイネの声は、あくまでも穏おだやかだった。不審の色は消えていないが、今は心配と半々ぐらいになっている。

「あ、の……、です、ね。わ、わ、わたふひぃっ」

　舌が回らなくて頰ほおの内側の肉を嚙かんだ。痛い。

　口を押おさえて肩を震ふるわせていると、全身が柔やわらかな白光に包まれた。同時に痛みが引いていく。反射的になぞった舌から伝わる感かん触しよくで、傷きず痕あとすら残っていないのが分かった。

　エルハイネが治癒呪紋キユアスペルをかけてくれたのだ。

　それから彼はおもむろに眼鏡を外し、微び笑しようする。表情を緩ゆるめれば冷たい空気は払ふつ拭しよくされ、場に春風のような和なごやかさをもたらした。

「焦る必要はありませんから、どうぞ、気を楽にしてください」

（うぅ……）

　ローゼの怯おびえを見み抜ぬいてだろう、エルハイネは殊こと更さら柔らかな声と口調で語りかける。

　そう、ローゼは喋しやべるのが下へ手ただった。壊かい滅めつ的てきに。

　連れん鎖さして、人と意思の疎そ通つうを図はかるのも苦手だ。上う手まく喋れなくて相手を待たせてしまうのが申し訳なく、そして、怖こわい。

　こうして優やさしくしてもらっても、どこまでも普通にできない自分を思い知るだけ。恥はずかしくて、居いた堪たまれなさに押おし潰つぶされそうになる。

　苦手意識が積み重なり、今では人と相対することさえ怖くなってしまった。

　だが決して、そのままでいいとも思っていない。

　聞く姿勢を見せてくれている相手からまで逃にげてしまっては、改善など夢のまた夢。

（大だい丈じよう夫ぶ、難しいことなどありません。現状を説明するだけなのですから……！）

　心の中で言い聞かせ、ローゼは勇気を振ふり絞しぼった。

　幸いにして、エルハイネはローゼが己の仕つかえる聖女だとは思ってもいない様子。正体を知られないよう切り抜ければ、体てい裁さいの悪さを隠し通せる。

　ごくりと喉を鳴らし、乾かわききった口の中を唾つばで湿しめらせると、いざ口を開く。

「あの、わたくし。ひ、人とお話、ない。いえ、機会、なくて。あまり……すみません」

　紡つむぐべき言葉は頭の中で整える端はしから解けてしまう。発するときには残った欠片かけらを引きとめるのがせいぜいだ。

　文法は大分行方ゆくえ不明だったが、エルハイネは己おのれの脳内で入いれ替かえてくれたらしく、聞き返しもせずにうなずいた。

「よく見ればお召めし物ものは一級の品ですね。この品質の衣服を用意できる立場であるなら、貴女のような方がお一人で出歩くとは考え難にくい。供の方はいらっしゃらないのですか？」

「は、はぐれ、ました……」

　事件が起こったのは、ここ、聖地フロウハイムに着いた直後。好こう奇き心しん旺おう盛せいな侍じ女じよが、飛ひ空くう艇てい発着所に立ち並ぶ店の一つに目を留とめた。ウィンドウに飾かざられた繊細な砂糖細工が、ローゼの心をも摑つかんだのは否定できない。

　ローゼの到とう着ちやくを受けて迎むかえが来るまでの、十数分の空白を使ったささやかな寄り道だった。フロウハイムは世界の中で群を抜いて治安がよく、その中でもさらに警備の行き届いた入国の玄げん関かん口ぐちでの一幕。

　そうそう問題は起こらない。事実、ローゼ以外の人物ならば、それは事件にすらなり得なかっただろう。

　砂糖細工の購こう入にゆうを許可して、侍女が店主と話し出した数秒後。ローゼは後ろから誰かに声をかけられた。

　それでローゼは逃にげ出だしたのだ。

「……え？」

　つっかえながらどうにか経けい緯いを説明し終えたローゼに、さすがにエルハイネも間の抜けた声を上げる。

（無理もありません……）

　その心境は実に真っ当だと、当人であるローゼでも思うのだ。

「ええと、少し整理をしたいんですが。つまり声をかけてきた相手が余よ程ほど威い圧あつ的てきだったとか犯罪者臭漂ただよう様相だったとか、いっそ暴力行こう為いを予感させたりだとか、そういうことですか？」

「い、え。相手の方、み、見てな、ので」

　びっくりして逃げた。それだけである。相手もさぞかし呆ぼう然ぜんとしただろう。

　フロウハイム大神殿には何度か来ているので、案内がなくとも辿たどり着つける。大神殿に着いたら知り合いを探して、侍女を探してもらおう──そう思っていたが。

（無理でした……）

　神殿の皆みなが親切すぎた。不審かつ不慣れな様子のローゼに、どうしたのか、と声をかけてくる人が決して少なくなかったのだ。

　しかも声のかけ方が「お嬢じようさん」から始まる。

（いえ、分かっています。普ふ通つうのことなのです。でも……）

　それではローゼは対応できない。どうしていいかが、本当に分からないのだ。

　……そして、現在の状況に至る。

「……なるほど」

　ややあって、エルハイネは納なつ得とくしたような言葉を発した。今の話でなるほどと言ってもらえる要素がどこかにあっただろうか。

　身に起こった顚てん末まつを正直に話したし、ローゼにとっては切実で真しん剣けんな理由である。だが他の人が聞いたとき納得できるものかどうかといえば、疑われるのもやむなしだと分かっていた。

「貴女の様子を見るに、はぐれた相手をお一人で探し出すのは難しそうですね。──ではまず、先に貴女を目的地に送り届けましょう。それからはぐれた侍女の方にご連れん絡らくします。お名前を聞いてもよろしいですか？」

「あ。ロ、ローゼリンデ、です……」

　うっかり本名を名乗ってしまって、ローゼは慌あわてる。身の上を知られないようにしなくてはと思ったばかりなのに、ついぽろりと本名を名乗ってしまった。

　しかしローゼの狼ろう狽ばいは杞き憂ゆうに終わる。

「おや。聖女と同じ名前なのですね。ああでも、貴女ぐらいの年ねん齢れいの女性ならば多いのかもしれませんが」

「そ、そ、そう……、ですね」

　生誕と同時に、万ばん物ぶつの母である命の宝珠オーブに祝福された、運命の聖女。彼女がローゼリンデと名付けられてから、そんな聖女にあやかろうと、世界中で娘むすめに『ローゼリンデ』と名付ける親が増えたという。

　世の憧あこがれと期待を一身に受けるローゼの現実は、名乗ったにもかかわらず本物と疑われもしない体ていたらくだ。

（やはり、本来のわたくしでは胸を張って聖女とは名乗れません……）

　自分が命の聖女であるローゼリンデだなんて、知られてはいけない。きっとがっかりして、不安にさせてしまう。

　だから今はバレなかったことに安あん堵どするべきだ。至らない己への情けなさは、体の中に押し込める。

「どちらにお送りすればよろしいでしょう？」

「そ、それ、でもでは、ご、ご迷惑では……っ」

　言った通りの気持ちはもちろんあるが、それ以上にローゼはエルハイネの親切に戦せん慄りつした。長くいればいるだけ、気付かれる可能性が高くなってしまう。

　しかしエルハイネはローゼの遠えん慮りよと怖れに、実に優しく柔らかな笑みを返してきた。

「構いませんよ。時間を持て余していたところですから」

「……！」

　エルハイネの言葉に、ローゼは逆に叱しつ責せきされた心地になる。神騎士である彼が今時間を持て余しているのは、他でもないローゼのせいだ。

　フロウハイムに来る途中に遭った飛空艇事故のせいで、予定の変更と遅れが続いている。

　この、ためらう一分一秒が、聖女の到着を待つ皆への迷惑に繫がってしまう。

　そう気付いたローゼは決心し、勢いよく頭を下げて。

「お願いしまぅしゅ」

　見事に嚙んだ。

　……つけた弾はずみを、心の底から後こう悔かいする。

　どんよりとした空気を漂わせて項垂うなだれ、羞しゆう恥ちから頭を上げられないローゼに、エルハイネは何事もなかったかのように手を差し伸べた。

「はい。どうぞ、ご遠えん慮りよなく」

　温かささえ感じる声につられて顔を上げれば、穏やかな微笑ほほえみに迎えられた。おずおずと摑まった手を引かれ、立ち上がる。

（優しい方、なのですね……）

　自分の喋り方が聞きよくないと、ローゼも重々承知していた。しかしエルハイネは嫌いやな顔一つせず、根気強くローゼと相対してくれている。

「ありがとう、ございます。は、話、わたくし。いえ、話が、下へ手たで……」

「問題ありません。貴女が僕ぼくに伝えようとされているのは分かりますし、実際、こうして意思疎通もできているのですから」

「でも、それは、貴方あなたのおかげで」

　人よりはるかに時間のかかるローゼの話を、エルハイネが丁てい寧ねいに拾って向き合ってくれているから、かろうじて成り立っているだけだ。相手の忍にん耐たいに頼たよりきった状態を、それでいいなどと思えるはずがない。

　そんな思考をそつなく言葉にできる自信がなくて、ローゼはただ首を横に振るのが精せいいっぱいだった。彼はローゼがした否定の意図を正しく受け取ったうえで、言葉を継つぐ。

「人には得手不得手があります。貴女にとってのそれは、会話であったというだけです。──けれど貴女は諦あきらめてもいない。苦手と分かっていて、もしかしたら僕が貴女を笑うかもしれないと想像して尚なお、話すことを選んだ。話せないと、首を横に振ってもよかったでしょう」

　噓うそをついてしまえば、恥ずかしい思いをしなくていい。

「──……」

　けれど確かに、ローゼは自分で選んで話したのだ。

　指し摘てきされて初めて気が付き、ローゼは目を瞬まばたいた。

「苦手なことから逃げずに、果か敢かんに挑いどむ。その強さを尊敬します」

　強さを尊敬、だなんて、これほどローゼに不似合いな言葉があるだろうか。

　あまりに意外で、その衝しよう撃げきのままにローゼは俯きがちだった顔を僅かに上向けた。目の前では確固たる意志を湛たたえた美しい橙の瞳が、真まっ直すぐローゼを見つめている。

　どうしたら、そんな風に臆おくせずに顔を上げ、己の力で輝かがやけるのか。

（綺き麗れいな瞳……）

　彼の宿す強い光が移り込んだかのように、ローゼの胸の中にほんの少しの熱が生まれた。なぜなら彼が与あたえてくれた言葉が、ローゼ自身を肯こう定ていしたものだったから。

　ローゼは今日生まれて初めて、自分自身に対しての嬉うれしい評価をもらえたのだ。

「ありがとう、ございます……」

「では、改めて。どちらに向かうつもりだったのか教えていただけますか？」

「はい。聖せい命めい宮きゆうの──」

「ローゼ！」

　エルハイネに答えようとしたところで、耳によく馴な染じんだ声に名を呼ばれ、ローゼは瞬間的に背筋を伸ばした。反射と言っていい速さで体が動く。

『聖女』を呼んだ彼に応えるために。

　息せき切って駆かけてきたのは、金きん髪ぱつに紫むらさきの瞳ひとみをした二十歳前後の大おお柄がらな男性。ローゼの幼おさな馴な染じみであり、フロウハイム神殿騎士団長であるヴィレフだ。彼の役職は、聖女にとって最も近しい守護者であることを示す。

　ヴィレフはローゼの姿を見てほっと表情を緩めると、続いてローゼの隣となりに立つエルハイネに目を向け驚おどろく。だがそれはすぐに安堵へと変わった。

「よかった。お前が保護してくれていたのか」

「偶ぐう然ぜんですけれど。……どうやらお二人は知り合いのようですし、後はヴィレフさんにお任せした方がよさそうですね」

　ヴィレフの言動を見て、エルハイネはローゼの案内を委ゆだねる判断をした。

　もちろん、ローゼに異論はない。おそらくヴィレフも。

「はい。ここまで親身に付き合っていただいたこと、感謝します」

　言った通りの気持ちを込め、ローゼは深く一礼する。頭を下げたためにエルハイネの姿は視界から外れているが、見えずとも彼の戸と惑まどった気配はひしひしと伝わってきた。いきなり美しくなったローゼの滑かつ舌ぜつを不思議に思っているのだろう。

　たどたどしさなど微み塵じんも存在せず、発声、発音、呼吸、拍ひよう子し──すべてが手本にと望まれそうなぐらい完かん璧ぺきだ。

　けれど先さき程ほどまでの口調も、決してふざけてやっていたわけではない。

　ローゼは『自分』の言葉を紡ごうとすると、頭が真っ白になってしまう。でも、『聖女』が語るべき言葉であれば迷わない。

「エル、お前は皆の所に戻もどって支し度たくを進めるよう伝えてくれるか？　すぐに時間だ」

「分かりました。ローゼリンデさんのこと、お願いしますね」

「ああ、任せろ」

　ローゼとヴィレフに会え釈しやくをして、エルハイネはその場から立ち去った。ヴィレフへの信しん頼らいが感じ取れる。

（よかった、気付かれなかった……！）

　自信のなさから始終俯きがちであったのに加え、人の視線が怖くて初めから目ま深ぶかに被っていたフードが幸いし、エルハイネからはローゼの顔が判別し難にくかったはず。きっと大丈夫だ。

　改めて考えるまでもなく、好ましいとは言えない態度である。だがエルハイネはローゼの心情を汲くんでくれたのか、不快さを一切覗のぞかせなかった。

　彼がかけてくれた言葉の一つ一つを思い出しつつ、もう背も見えなくなった方向に目を向けて、心の中で深い感謝を唱える。

（ありがとうございました）

　聖女としてあってはいけない偶然だったけれど、そのおかげでローゼは勇気をもらった。

（今のわたくしを改善したいのは、間違いなくわたくし自身の気持ち。そしてそれを、褒ほめていただけた）

　挫くじけそうになったら、彼の優しい言葉を、強い瞳を心に描えがこう。

　大切な思い出として胸の中にそっと仕し舞まい、ローゼはヴィレフに向き直った。

「わたくしを探していたということは、セラから話を聞いたのですね？」

　置いてきてしまった侍女の名前を出すと、ヴィレフはうなずく。

「ああ。すごく動転していた。買い物をしていた僅かな間に、お前がいなくなってしまったと。一体何があった？」

「心配をかけてしまい、すみませんでした。けれど、理由は話せません」

　話せるはずがない。

　ローゼのきっぱりとした拒絶に、ヴィレフは迷いを見せて一呼吸置いてから、別の問いを口にする。

「問題はないか？」

「はい」

「分かった。お前の判断ならば信じよう」

　揺るぎない信頼を込め、ヴィレフはそこで追つい及きゆうを打ち切ってくれた。

「しかしそれなら、やはり大おお事ごとにせずに正解だったな。侍女も冷静な対応を取ってくれた。さすがセレンディナの、お前の侍女だ」

「彼女自身の研けん鑽さんの賜たま物ものです。貴方の言葉を聞けば、きっとセラも喜んでくれるでしょう。わたくしから伝えておきます」

　自国や身近な人が褒められれば、素す直なおに嬉しい。

　ローゼが微笑と共にそう言えば、ヴィレフも応えて笑えみを見せてくれた。

　ヴィレフとは幼少の頃ころからの付き合いだ。家族と同じぐらいの親しみがある。時間と共に彼と築いてきた絆を誇ほこらしく、そして──申し訳なく感じている。

（信頼を得ているのは、わたくしではない……）

　ローゼは生まれた瞬間から聖女だった。

　周りは皆ローゼを聖女として扱あつかったし、実際に聖女として世界に選ばれたのだから、疑問を覚える余地などない。

　けれど二年前、目の前の相手からとあるきっかけを与えられたローゼの心境は、かつてとは大きく変化している。

（教本通りにいつでも正しく、完璧な『聖女』。でも、本当のわたくしは……）

　聖女らしくあるための型に迷う必要はなかった。多くの文ぶん献けんで先人たちの偉い業ぎようや清せい廉れんな人ひと柄がらが称しよう賛さんされ、手本となる資料には事欠かない。人々の期待がまた、ローゼの背中を押す。真なる聖女として生まれた少女は、伝記が残る歴代の聖女と同じように、優すぐれた人物に違いない、と。

　期待に応えているうちに、ローゼは無事に聖女の中の聖女だと称たたえられるようになった。求められた役目をつつがなくこなし続け、すべてが順調。少なくとも、表面上は。

（けれどそれは、本当にわたくし？　……分からない。そんなわたくしの態度や言葉は、聖女を演じているだけと言われても否定できない……）

「ローゼ？　どうした？」

「！」

　思いがけず聖女ではない自分自身の言葉を発したものだから、つい考え込んでしまった。

（あんなに沢たく山さん、自分の言葉を喋ったのは初めてでした……）

　周りの人々はローゼに理想の聖女を期待する。彼らの前で聖女の偶ぐう像ぞうを脱ぬぐわけにはいかないので、ローゼには自分の気持ちを落ち着いて考える機会さえ少ない。

　今のように。

「いえ、何でもありません。行きましょう」

　ローゼの答えに、つ、とヴィレフの眉まゆが寄せられる。

「……無理はするなよ」
















　自然な動きでヴィレフは手を伸ばし、ローゼの頭を優しく撫なでた。

「お前はいつでも完璧だ。だから心配なんだ。しつこいと思っているかもしれないが、それでも言わせろ。──本当に、無理はするな。もっと頼ってくれていい。俺おれはお前の剣けんである神騎士の長で、何より、お前のことを妹のように思っている」

　若じやく年ねんで騎士団長を務める理由を交えつつ、ヴィレフはもどかしそうにローゼに訴うつたえる。

（貴方が心からわたくしを案じてくれているのは、分かっています）

　世界を命ある者たちが住める大地にしている聖なる力である『輝き力りよく』。そして世界の在り方を護まもるこの力と高い親和性を持ち、力の根源である宝珠に選ばれた聖女と神騎士。

　彼らは選ばれたその瞬間から、世界の安あん寧ねいを護るという大切な役目を負う。聖女と神騎士は聖地フロウハイムに集つどい、国境に縛しばられることなく、宝珠に関わる事案についてあらゆる権利を有するのだ。

　世界を形作る輝力は母なる命を筆頭に、光と闇やみ、そして地水火風の七つの属性を持つ。

　命の宝珠以外の六属性に選ばれた者は、証あかしとして体のどこかに属性を表す紋もん章しようが印しるされ、各おの々おのが司つかさどる属性を冠かんして神騎士と呼ばれる。

　そして六属性を生み出した原初の母である命の宝珠に選ばれた者が聖女、または聖王と呼ばれ、神騎士たちを統とう括かつする立場にあった。

　ローゼはその命の聖女であり、ヴィレフは光の神騎士である。

　神騎士は力の根源である宝珠を、そして命の宝珠に選ばれた聖女を護る役目を担になう。フロウハイム大神殿とは聖女と神騎士の活動拠きよ点てんであり、世界を護るための組織なのだ。

　だがヴィレフがローゼに向ける眼まな差ざしは、役割以上にとても優しい。その想おもいが切実に伝わってくるからこそ、ローゼが返せる言葉も決まっていた。

「大丈夫です、レフ。わたくしは無理などしていません」

　本当だ。ローゼにとって、聖女としての振ふる舞まいは体の芯しんに根付いた自然なものになっている。

　……『自分』を考えたときの方が、分からなくなってしまうぐらい。

　心配をかけたくはなくて、でもどうすればいいのかも分からなくて。

　結局、ローゼは真実とは言いきれない事実を口にする。

「これがわたくしの自然体ですから」

　言いながら、心は惑まどう。

（本当のわたくしとは、何？）

　疑問を抱いだいたあの日から、ローゼは答えを探してずっとさまよっている。
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　ヴィレフと共に聖命宮へと辿り着いたローゼは侍女と再会し謝罪をして、すぐに儀ぎ式しきのための支度へと取りかかった。

　到着が遅れたため忙せわしない進行となってしまうが、これから行われるのは重要な儀式と式典だ。儀式だけならまだしも、各国の貴人が揃そろう式典の予定を違たがえることはできない。

　身を清めたローゼは、聖女としての正装に着替える。彼女が纏まとうのはすべてを生み出した原初の白。それが聖女の聖色だ。

　聖命宮の最さい奥おう、世せ界かい樹じゆの前でその儀式は執とり行おこなわれる。

「準備はいいか？」

「はい」

　扉に手をかけて振り向いたヴィレフに、ローゼは恒こう心しんを崩くずすことなくうなずき返す。平時と変わらないローゼの様子に、ヴィレフは思わずといった苦く笑しようを浮うかべた。

「お前は本当に、いつも落ち着いているな。頼たのもしい」

「生まれたときから授さずけられていた使命の一つを果たすだけですから」

「そうか。では──」

　前に向き直り、ヴィレフは手に力を込めて扉を開く。

　目の前に広がるのは、緑だ。そこだけいきなり森を切り取って収めたかのように、自然が活いき活いきと息づいている。

　中央にそびえ立つ大樹の傍かたわらで、上品な佇たたずまいの中年女性がローゼを待っていた。彼女までの道は真っ直ぐ開かれており、左右合わせて三人の騎士が並んでローゼを出で迎むかえる。

　彼らはヴィレフと同じく宝珠オーブに選ばれた神騎士。聖女継けい承しようの儀式を経て、これから自分たちが戴いただく真の聖女を見つめている。

　真なる命の聖女として、ローゼはこれまで大切に育てられてきた。務め以外では城の外に出ることがない、正しよう真しん正しよう銘めいの箱入りである。

　幼少の頃から光の宝珠に選ばれており、ローゼの代の神騎士長だと見み込こまれていたヴィレフとは昔からの面識があるが、他の神騎士と会ったのは今日が初めてだ。

　これから力を合わせていく同志たちへと、ローゼは順番に目線を送り、途中で微かすかに息を吞んでしまった。

（っ……）

　濃のう藍らんの髪に橙の瞳の青年。エルハイネだ。

　神騎士の装よそおいは各人の能力によって相応ふさわしい形を誂あつらえるので、統一感はあっても同じ物ではない。本人の上品な印象と違わぬ装いには、風の属性を表す紋章が緑で施ほどこされていた。

「──？」

　長く自分一人を見つめる聖女に、エルハイネは不思議そうな顔をする。それは注視される理由が思い付かないからに違いない。

　エルハイネの戸惑いに、ローゼの胸に安堵が広がっていく。

（大丈夫、やはり気付かれていない……！）

　彼は神殿で迷っていた少女とローゼを、同一視していない。

　聖女として振る舞うローゼと素の彼女とでは、滑舌どころか発声からして違う。己の理想とする聖女像に、ローゼの中で迷いがないからだ。

　何事もなかったかのように目線を外し、ローゼは中央の道をヴィレフと共に進む。途中で空あけられていた神騎士の定位置にヴィレフが納まり、ローゼは世界樹の根元──女性の元まで歩み寄る。

「このときを待まち侘わびておりました……」

　ローゼを迎えた穏やかな女性の声には、長くの緊張から解放された疲ひ労ろうが、隠しきれずに滲にじんでいた。

「真なる聖女よ。仮かり初そめにお預かりしていた宝珠をお返しいたします」

　言って、女性は胸の前に手を差し出す。その仕種からは、大切なものを抱かかえる慎しん重ちようさが窺えた。

「聖命の書、解かい呪じゆ」

　女性が口にした鍵かぎ言葉と流した輝力に反応し、手首を飾る腕うで輪わが光こう華かを放つ。封ふう呪じゆが解かれ、一いつ瞬しゆん後には女性の手の中に一冊の本が納まっていた。

「世界を生み出した母、命の宝珠。その今一つの姿であるこの書を、どうぞ、お納めください」

「長きにわたる書の守護役、ご苦労様でした。これより先は、わたくしが命の宝珠を護りましょう」

　ローゼが聖命の書を手にすると、寸前まで書物の形を取っていた力が解き放たれ、球体へと変化する。玲れい瓏ろうな真白の光で部屋を満たすと、宝珠は再びその姿を崩し、ローゼの体内へと納まった。

　正しい場所へと還かえったことを知らせるかのように、ローゼの手ての甲こうに印された命の紋章が、一度だけ白く輝く。

（なんて大きく、力強く、優しい力）

　自分の中で脈打つ純じゆん粋すいな力は、書物が語るどの言葉よりも雄ゆう弁べんだった。ローゼは生命の輝きへの感動に打ち震える。

　それからややあって顔を上げ、居並ぶ神騎士たちへと向き直った。

「継承は終わりました。これよりわたくし、ローゼリンデ・アシエス・セレンディナが聖女として、世界の守護者となります。──我わが身みは聖なる矛ほこ。輝く盾たて。我らが同どう胞ほうに、永と久わの栄光のあらんことを」

　厳おごそかに告げて、ローゼは神騎士たちを見渡す。型通りの進行をこなす粛しゆく々しゆくとした雰囲気の中で、一人だけ動どう揺ようを露あらわにした神騎士がいた。エルハイネだ。

　彼の瞳は、ローゼが世界樹の間に姿を見せたときには存在していなかった驚きよう愕がくを浮かべている。己が見たものが信じられずに混乱している、そんな表情だ。

（え……？）

　エルハイネが見せた驚きは、この場で彼を見付けたローゼが抱いだいた怖おそれそのもの。

　エルハイネの唇くちびるが微かに震えた。さすがに声は拾えなかったが、何を呟いたか想像はつく。

　なぜ、どうして、まさか。そんな疑問の言葉だろう。

（気付かれている……!?）

　なぜかは分からない。けれどエルハイネは今、行き会った迷子の少女とローゼが同一人物だと理解した。

　よりによって神騎士に聖女らしからぬ姿を見られて、気付かれてしまうとは。

　エルハイネから向けられた感情に対してローゼの心に湧き上がったのは、痛つう烈れつな申し訳なさだった。
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　聖女継けい承しようの儀ぎ式しきを終えてからのローゼの日々は、大変に忙いそがしかった。

　お披ひ露ろ目めのための式典をこなし、新たな聖女を一目見ようと大だい神しん殿でんに集つどった民たみに挨あい拶さつをし、各国の王たちと個別に顔見せを済ませる。

　すべての予定を滞とどこおりなく消化して、ようやく一息つけるようになった頃ころ。同じく多た忙ぼうな予定に振ふり回まわされてきた侍じ女じよの一人が、疲ひ労ろうのみっちり詰つまった息を吐はいた。

「お疲つかれ様さまです、ローゼリンデ様。大変な数日間でございましたね」

「ええ。貴女あなたたちもご苦労様でした。忙しかったけれど、すべてが大切なお役目だったのです。順調に取り運べたのは、皆みなの協力があってこそ。ありがとうございました」

「そんな、勿もつ体たいないお言葉です！　当然のことですから！」

　ローゼの謝意に対し、侍女は反射のような速さで謙けん遜そんを口にする。

「貴女の姿勢は美び徳とくです。だからこそ、わたくしはより、感謝をしたいと思います」

　部屋にいる侍女たちへ向け、ローゼは淡あわい微び笑しようを浮うかべた。それはどこまでも透すき通とおって美しい、無む機き質しつなもの。しかし、決して冷たさは感じない。地上をあまねく照らす太陽のように、万ばん人にんに向けられる温ぬくもりで満ちていた。

「世の中に当然など存在しません。わたくしは、そしてわたくしがお会いした方々も皆、貴女たちの誠実な仕事によって支えられ、役目を果たせているのです」

　侍女たちはどれほど時間に追われようとも、果たすべき役目を忠実に、細心の気配りをもって成なし遂とげてくれた。

　仕事なのだからと言われればそうだろう。しかしそれを叶かなえた彼かの女じよたちの誠意を軽かろんじてはならない。

「ローゼリンデ様……！」

　穏おだやかに、だが確固とした強さで言ったローゼに、侍女たちは声を詰まらせる。

「あんなにお忙しかったのに、見ていてくださったんですね」

「聖女様。わたし、これからも精せいいっぱい務めさせていただきます！　どうぞよろしくお願いします！」

「ありがとう。こちらこそ、よろしくお願いします」

「はい！」

　顔を輝かがやかせ元気よくうなずく侍女たちに、ローゼは透とう明めいな微笑ほほえみのまま応じた。

　どうせなら楽しく働いてほしい。誇ほこりをもって仕事ができる環かん境きようを作れているのなら、主あるじとしてとても嬉うれしく思う。彼女たちから仕えるに相応ふさわしいと認められたことも誇らしい。

（でもそれはきっと、本当のわたくしが得られるものではない……）

　どれだけ不ふ甲が斐いないかを痛つう感かんしているからこそ、余計に心が固くなる。

　聖人の偶ぐう像ぞうを見る、彼女たちの期待を裏切りたくない。

　けれど真実は異なるから、不誠実に騙だましているようで気が重い。

　ローゼの中でせめぎ合う二つの感情は、両方とも偽いつわりのない気持ち。ただし勝っているのは臆おく病びようさの方で、ローゼはそこからずっと動けずにいる。

「対外的な務めは一段落つきましたので、聖女の務めを果たして参ります。来客がありましたら、対応をお願いします」

「承知いたしました」

　侍女たちに見送られ、ローゼは執しつ務む室しつの奥おくにある続き部屋へ移動する。

　奥の部屋は全面を白く統一された小部屋。中央にぽつんと椅い子すが置いてあるだけの、素っ気ない空間だ。

　椅子に腰こしかけ、ローゼは一度、深呼吸をする。それから両手を体の前、胸の高さほどの位置に伸のばした。

「聖命の書、解かい呪じゆ」

　唱となえると同時にローゼの手ての甲こうに描えがかれた紋もん章しようが輝き、一いつ瞬しゆん後には手の中に一冊の本が出現する。

　力そのものでしかない宝珠オーブは、本来形を持たない。球体の形も書の姿も仮かり初そめにすぎず、人々の意識によって形成されているだけだ。

（かつての聖女たちは、己おのれの身に宿した宝珠を石板の形で顕けん現げんさせて使っていたと伝えられています。それが今では本であることに、人の歴史を感じますね……）

　悠ゆう久きゆうに連なる時の流れの壮そう大だいさに、ローゼはしばし思いを馳はせる。

　そして同じように世界を次代へと継ぐために、ローゼには果たすべき役目があった。

　静かに目を閉じ、手の平を本の表紙に当てたまま、集中する。

（聞こえる……）

　すべてを生み出し、すべてと繫つながる命の流れが。

　揺ゆらめく炎ほのお。水のせせらぎ。土の鳴めい動どう。輝く光に、安息の闇やみ。

　一つ一つを確かく認にんして、紡つむがれる世界の美しさに綻ほころんだローゼの表情が、ふと陰かげりを帯びた。

（足りない？）

　間ま違ちがいはないかと、慎しん重ちように探さぐる。しかし異常は変わらず存在し続けて、ローゼはそれを認めた。

　命を通じて響ひびいてくるはずの循じゆん環かんに、一つ滞とどこおりを感じる力がある。

（風の流れが淀よどんでいる）

　本から手を離はなし再び身の内に納めると、ローゼは椅子から立ち上がって執務室へと戻もどった。扉とびらを開くなり控ひかえていた神官と視線を合わせ、用件を伝える。

「神しん騎き士し長ちようと、風の神騎士を呼んでください」

「承知いたしました」

　命めいを受けた神官は恭うやうやしく頭を下げ、すぐに部屋を後にした。

　どれほど些さ細さいであろうとも、ローゼは己が感じ取った異常を軽けい視ししようとは思わない。

　なぜなら命の宝珠を身の内に宿せる真の聖女の出現とは、動乱の世の訪おとずれを示しているのだから。
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　時を置かず、ヴィレフはエルハイネを伴ともないローゼの元を訪れた。

　次に会ったとき、果たしてエルハイネがどのような反応をするか──正直、ローゼは内心びくびくしていたが、聖女はうろたえたりなどしない。

　なので当然、ローゼは二人を悠ゆう然ぜんと迎むかえ入いれた。

　同時に他の人たちを下がらせる。これから先の話は、まだ神騎士以外には知られたくなかった。

「来たぞ、ローゼ。エルを呼んだということは、風の宝珠オーブ絡がらみか」

「はい」

　着席の時間も勿もつ体たいないとばかりに、ヴィレフは椅子を引きつつ言葉を発する。隣となりでエルハイネは一礼してから席に着いた。

「けれど待ってください、レフ。わたくしたち、まだ満足に挨あい拶さつさえ交かわしていないのですから」

「そうなのか？」

　本題に入る前にローゼが差さし挟はさんだ内容に、ヴィレフは意外そうな顔をする。

　無理もない。ヴィレフはローゼとエルハイネが儀式前に顔を合わせていた場面に立ち会っているのだ。状じよう況きようを見れば、挨拶は済んでいると判断してもおかしくない。

「ええ。正式な挨拶はまだです」

　あのときのローゼは聖女ですなどと名乗れる状態ではなかったから、本来の立場で言葉を交わすのはこれが初めてだ。

「儀式の日以降も、余よ裕ゆうがありませんでしたからね。──では、改めて。僕ぼくはエルハイネ・クー・クラムセイドと申します。トラウクレール出身の輝き使し族ぞくです。以後、よろしくお願いしますね」

「ローゼリンデ・アシエス・セレンディナです。よろしくお願いします」

　名乗りながら、ローゼはエルハイネの態度に戸と惑まどっていた。今のエルハイネの言動からは、迷子の少女と聖女が同一人物であると、彼かれが悟さとったかどうかが分からない。彼の対応は初めて言葉を交わす聖女と神騎士として、実に普ふ通つうだ。

（気付かれた、と思ったのですが……）

　もう少し別の反応を想像していたから、拍ひよう子し抜ぬけする。

　もしかしたら、儀式の最後でエルハイネが見せた動どう揺ようは、ローゼの件とは別なのかもしれない。

　だとするならそちらの理由も気になるが、まずは不ふ審しんを買わずに済んだことを幸いだと思うべきだろう。

（そう、ですよね。顔ははっきり見られていないはずですし）

　心配が杞き憂ゆうで片付く可能性の方が高くなって、気持ちがぐっと楽になる。

　そうして晴れた気持ちで神騎士二人と向かい合うローゼの前で、エルハイネは何気なく、掛かけていた眼鏡めがねを外す。そういえば先日も話の途と中ちゆうで外していたのを思い出した。

（なぜわざわざ？）

　ローゼの疑問は顔をなぞった目線で通じてしまったらしい。エルハイネは苦く笑しようと共に、やんわりと答えを拒きよ絶ぜつする返事をしてきた。

「ああ、これは視力の問題ではないので、どうぞお気になさらず」

「そうなのですか」

　眼鏡を掛けている人を見れば、初めに連想するのは視力の問題だろうが、それ以外の用よう途との存在を、いかに箱入りとはいえローゼも知っていた。遮しや光こう目的や──近年では装そう飾しよく品ひんの一種として扱あつかわれることがあるとも聞く。

　実用性がないのであれば、掛け続けていて耳が痛くなったとか、そういった類たぐいの理由かもしれない。

　さらりと納なつ得とくしたローゼに、エルハイネはぴくりと眉まゆを動かし付け加える。

「しかし決して、特定の嗜し好こう者しやへ訴うつたえかけようとか、そういう理由ではないとも明言させていただきます」

「聞かれる前に答えてる時点で考えてはいるんだろう、女子ウケ。雰ふん囲い気きも似合うしな、お前は」

「言われることが多い誤解を先にお伝えしただけです」

　ヴィレフの邪じや推すいを受けたエルハイネは、うんざりした様子を隠かくしもせずに答えた。

「ふむ。……だが効果は──」

「ありませんね。ええ、一いつ切さい」

「……そうか」

　低く呟つぶやき、ヴィレフはぽん、とエルハイネの肩かたを優やさしく叩たたく。

「な、何で慰なぐさめられる流れなんですか？　狙ねらってないって言ってるじゃないですか！　別に残念でも無念でもありませんよ!?」

（そんなに力いっぱい否定しなくても……）

　むしろ実はヴィレフの予想が的を射ているのではと思ってしまう。

「ローゼリンデさん。疑いの眼まな差ざしが痛いです」

「あ、いえ。失礼しました」

　エルハイネに意図があってもなくても、眼鏡の有う無むをローゼがどうこう言う筋合いはない。神騎士の名に恥はじない範はん囲いであれば装飾は自由だ。

「これまで出会っていなくとも、好む方がいるのは事実のようです。何にせよ人に好まれる要素をお持ちなのは素す晴ばらしいことだと思います」

「それ、好意の在あり処かを突つき詰つめると眼鏡になるという、悲しい結末になりませんか!?　いや、だから狙ってませんって！」

「それならローゼ、お前はどうだ？　すぐに気にしたぐらいだ、お前にとっても惹ひきがあるのか？」

　眼鏡を外す、というエルハイネの行動に目がいっただけで、特に惹き付けられたというわけではなかった。

　そもそもローゼの中の聖女像は、必要以上に外見を重視したりしない。聖女として適切に答えるべく、内容を少しばかり頭の中で整理する。

「そうですね……」

　ローゼの真面目な様子が予想外だったか、場の空気に吞のまれたようにエルハイネとヴィレフはごくりと唾つばを飲んだ。その彼らにローゼは一つうなずいてから、回答を告げる。

「お似合いだったとは思います。けれど特別に器具に惹かれたということは、やはりありませんね」

「そうか。それはよかった」

「なぜ『よかった』なのです？」

　たとえローゼが眼鏡嗜フ好エ者チだったとしても、聖女の役目に支し障しようはきたさない。疑問を覚えたローゼの首が、僅わずかに傾かしぐ。

「俺おれは多分似合わない」

　ヴィレフが返したのは、よく分からない一言だった。

「そうかもしれませんが……」

　ヴィレフの自己評価にはうなずけたが、前後が上う手まく繫がっていない気がして違い和わ感かんが残る。

「服ふく飾しよく一つで惑まどわされる聖女なんか不安で仕方ないですから、よかったじゃないですか。さあ、下らない話は終わりにして、そろそろ本題に入りましょう」

（話を、締しめ括くくりましたね）

　エルハイネは話を逸そらして落ちをつけ、流れを打ち切った。

　そうやって故こ意いに避さけられた話題である。ローゼもこの場で追つい及きゆうするのはやめておく。

　必要性を感じなかったし、あったとしても、望まない話をさせるのなら相応の場を設けるべきだ。

「では、そうしましょう」

　何より、二人を呼んだのは眼鏡について語り合うためではない。

「風の輝力が命の流れに戻りきらずに、滞っているのを感知しました」

「！」

　聖命の書を通じて感じ取ったそのままを、ローゼは二人に伝えた。

「原因は不明ですが、異常が起こっているのは間違いありません。トラウクレールへ赴おもむき、風の宝珠の様子を確かめようと考えています」

　フロウハイム大神殿は聖女と神騎士の本ほん拠きよだが、所有しているのは命の宝珠のみ。各属性の宝珠は、それぞれ別の管理者に任されている。

　輝力を生み出す源みなもとである宝珠を世界の要所に設置することで、力が隅すみ々ずみまで行いき渡わたるようにと計算されて、その形に落ち着いた。

　宝珠の守護役は国もあるし小部族の集落もある。場合によっては個人が管理することも皆かい無むではない。宝珠の守護者は様々だが、ただ一つ例外のない条件は『敵』の干かん渉しようを退しりぞける力があると、世界中が認めた存在だという点だ。

　そして風の宝珠を護まもっているのは、悠ゆう久きゆうの王国トラウクレール。

　風に祝福され大空を統すべる、鳥類の翼つばさを持つ者たち──『輝使族』が治める国だ。古代から現代に至るまで、制せい空くう権けんの支配力と高い輝力で他国の侵しん略りやくを一度も許さず、世界一の歴史を持つ大国である。

「それで、僕が呼ばれたのですか」

「はい。風の宝珠の話ですし、貴方あなたはトラウクレールの王族に連なる血筋だと聞いていますので」

　こうして面と向かって彼と話すのは初めてだが、資料に書かれた情報は知っていた。

　エルハイネは現国王の弟の子──つまりは甥おいだ。

　自国出身の神騎士がいた方が先方も話をしやすいだろう。宝珠に選ばれた神騎士と守護国に繫がりがあるのは幸いだったと、そうローゼは考えたのだが。

「確かに、現トラウクレール王とはそれなりに近い血けつ縁えん者しやではありますね」

「……？」

　ローゼの言げんを肯こう定ていしたエルハイネの唇くちびるは、微かすかに歪ゆがんでいた。

　表現するのならば『笑えみ』というのが一番正しいが、そうとは呼べない苦さがある。口調にも棘とげを感じた。

（あまり、仲がよくないのでしょうか）

　血族だからといって、仲がいいとは限らない。……悲しいことだが。

　そうであるならばと、ローゼは考えを修正する。

「もし気が進まないのであれば、断っても構いません。様子を見に行くだけですから」

「いいえ。問題ありません。同行させてください」

　ローゼの配はい慮りよに対するエルハイネの答えは早かった。それ以外に存在しない、というぐらいの迷いのなさで断言される。

「……分かりました。そう言ってくれるのなら」

　引ひっ掛かかりは残った。しかし当人が望んだのだ。共に来てもらうために呼んだローゼに否いなはない。

　合意が得られたところで、ヴィレフが顎あごに手を添そえ小さく唸うなる。

「しかし、風か」

「はい」

　三人に驚おどろきはなかった。輝力に関しては並より敏びん感かんな神騎士たちである。ヴィレフやエルハイネも、薄うす々うす感じ取ってはいたのだろう。

　聖女継承儀式の日にローゼが遅おくれた理由も、正まさに風の輝力絡みだった。原因は飛ひ空くう艇ていの不具合で、風の輝力を動力に使う浮ふ遊ゆう石せきが上手く作動しなかったのだ。

　事故としては普通に起こってもおかしくないもの。しかし風の異常を捉とらえた今、それが偶ぐう然ぜんだとは考え難にくい。

（予定通りにフロウハイム入りをしていれば、エルハイネに素のわたくしを見られたりもしなかったでしょうに……）

　思い返すと重たい気持ちになってしまう。

　王女であり聖女であるローゼが使う発着所は、当初賓ひん客かく専用に整備された特設地を使う予定だった。

　しかし立て続けに故障に見み舞まわれたせいで、どう都合をつけても予定通りの到とう着ちやくとはいかなくなってしまったのだ。いざフロウハイムに着こうというときには、空あけられる発着所が一いつ般ぱん客きやく用の中にしかなかった。

　定期運航に迷めい惑わくをかけようとも、他の選せん択たく肢しはない。降りたところで普ふ段だん見かけない砂糖細工に出会ってしまったのも、運命を決めた。

　しかし風の宝珠に異常が起こっているのなら、ローゼが被こうむった悲劇はいっそ必然だ。

　ローゼの前に命の宝珠を守護していた女性は、この異変に気付けなかったわけだが、彼女を責める者はいないだろう。なぜなら彼女はフロウハイムから与あたえられた「役職名」が聖女というだけの、優すぐれた呪じゆ紋もん使いでしかないからだ。

「わたくしはあらゆる兆ちよう候こうに気を配らねばなりません。わたくしが聖女の力を持って生まれた以上は、この時代の災さい厄やくは確定しているのですから」

　神騎士は常に継承されてゆく。その瞬しゆん間かん最も相応しい者が、世界のどこかで必ず宝珠の紋章を得ているのだ。

　しかし、聖女は違ちがう。

　命の宝珠の紋章を宿し、宝珠を体内に抱かかえられる真なる聖女の誕生は、重大な危機が訪れる時代だけだと歴史が伝えている。

　聖女は救世主であり、だからこそ、厄やく災さいの時代への覚かく悟ごを直視させる存在でもあった。

「恐おそれるな、ローゼ。お前の道を護るために、我ら神騎士がいるのだから」

　諸事情があり、水と土の神騎士は聖女継承の儀式への臨りん席せきを欠いている。しかし己の剣けんであり盾たてである近しい同志への信しん頼らいに、ローゼの中でも揺らぎはない。

「ありがとう、レフ。わたくしも世界を──そして貴方たちを、必ず護り抜ぬきます」

　ローゼが重責を嚙かみ締しめていると、エルハイネから嘆たん息そくと共にやや不ふ遜そんな台詞せりふが発された。

「まあ、役目を負ってしまったからには仕方ありません。完かん璧ぺきにこなしてみせましょう」

「……エルハイネ、それは……素晴らしい心構えですが、頑かたくなに完璧を目指すのは心に毒です。あまり思い詰めずにいてください」

「ご心配は不要ですよ。僕は優ゆう秀しゆうですから」

（すごい、ですね。わたくしも一度言ってみたい……）

　さらりと自じ賛さんを口にしたエルハイネに、呆ぼう然ぜんとしてしまう。その自信を分けてほしい。

　そしてすぐにはっとして気を取り直す。

「期待しています。──わたくしからの話は以上です。レフ、手配をお願いできますか？」

「了りよう解かいした。調整が済み次し第だい、連れん絡らくする」

「はい。では、そのように」

　話がまとまると、ヴィレフはすぐに席を立った。エルハイネもそれに続く。──が、そこでふと思い出したかのように動きを止め、ローゼを振ふり返かえる。

「あの、そう言えばこの間の──」

「！」

　ローゼがエルハイネに会ったのは、儀式の日が初めて。そして儀式は滞とどこおりなく済んでいる。

　だからエルハイネがローゼに問いたいと思う「この間の何か」があるならば、それはきっと一つだけ。

　エルハイネの態度から、迷子の少女と聖女が同一人物だと彼は気付かなかったのだと安心していたが、そうではなかったといきなり突つき付けられた。

　不意打ちにローゼの肩は微かに震ふるえ、焦あせりが一気に心を支配していく。

　瞬間的に意識が向いたのは、ヴィレフや、扉の先の控えの間にいる侍女や神官──欺あざむいている人たちへの罪悪感と恐きよう怖ふ。

（今切り出されてしまったら、わたくしはどうすれば……！）

　素の自分を暴かれる予感に怯おびえ、ローゼは軽い混乱に陥おちいりかけていた。打開策など余計に出てこない。

　けれどローゼの動揺はほとんど表には現れなかった。

　聖女が感情に振り回される様など誰だれにも見せてはいけないから、ローゼは十六年間、人前ではどのような種類であれ感情のままに振ふる舞まったことがない。そうするように、できるように、ずっと己を律りつし続けてきた。

　そんな鎧よろわれた心を見み抜ぬいた人はこれまでいなかったのに、エルハイネはローゼの微かすかに大きくした目と一瞬の硬こう直ちよくを読み取り、言葉を切る。

「……いえ。何でもありません。失礼します」

　彼は質問を吞のみ込み、そのままヴィレフを追って部屋を後にした。

（助、かった）

　安あん堵どと感謝で、体に入った力が抜ける。あの僅わずか数十秒で、抜けたと意識できるぐらいに力が入っていたのだ。

　エルハイネはローゼが怖こわがったのだと気が付いた。素と聖女のときの落差に関する疑問を早く解消したかったはずなのに、萎い縮しゆくしたローゼの心を優先してくれたのだ。

　エルハイネに見咎められたとき、ローゼは愕がく然ぜんとした。よりによって、と。

　けれど今湧わき上あがったのは、真逆の感情。

（会ったのが、エルハイネでよかった）

　彼の優しさに感謝する。
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　輝力というエネルギーを科学的に解明する試みが始まってから、幾いく百ひやく年ねんとすぎた。

　力を運用するにあたって何度目かの技術革新が起き、近年では翼を持たない種でも飛空艇という手段で空を駆かける術すべを手に入れられるほどの、目覚ましい発展を遂とげている。

　神騎士専用の小型飛空艇で数時間。それがフロウハイムからトラウクレール王国までの距きよ離りである。

　先方へ入国を申しん請せいし、返信が届いたのがヴィレフとエルハイネに話をした当日。

　翌日の午前中にはもう、ローゼたちは飛空艇の中にいた。

　離り陸りくし安定空域に入ってしばらくして、音おん叉さを機械的に再現した音がローゼの部屋に鳴なり響ひびく。誰かが訪おとないを告げたのだ。

「ローゼリンデ様。エルハイネ様が面会を求めていらっしゃっています」

　侍女により告げられた名前に、どくりとローゼの心臓が大きく脈打つ。

　用件は分かっていた。もう逃にげるわけにはいかない。

「通してください。それと、貴女たちはしばし席を外しておくようお願いします」

「承知いたしました」

　下がった侍女たちと入いれ替かわりに、エルハイネが部屋へと入ってくる。

（今日は、眼鏡をしていますね）

　基準が分からなくて少々不思議に思ったが、あえて訊たずねることでもないだろう。

「直前に失礼します。どうしても貴女と話しておきたかったものですから」

「ええ……。分かります」

　人払いをしたことで、エルハイネも自分がしようとしている質問の内容をローゼが察さつしていると気付いたようだった。

「どうぞ、座すわってください」

「では、お言葉に甘あまえて」

　ローゼが促うながすと、エルハイネはテーブルを挟はさんだ正面に座る。

「僕が伺うかがいたい件はお分かりですね？」

「……さぞかし、奇き妙みように映ったと思います」

　ヴィレフが迎むかえに来て、ローゼはすぐに『聖女』となったから、別の人間とまでは思われていないだろう。だが同一人物なら同一人物で、その不安定さを憂ゆう慮りよするのは当然だ。

「奇き妙みようというか……。ずいぶん無理をしているのでは、とは思いました」

「いえ。無理はしていないのです」

「とてもそうは思えません、と言いたいところですが」

　満足に話ができないほどの人見知りっぷりを演出する理由など、あの場のローゼには存在しない。そちらを素だと考えれば、聖女の振る舞いとはあまりにかけ離はなれている。負担を押して繕つくろった姿なのではと思われる方が自然だ。

　だが、違う。人見知りは間違いなくローゼの素だが、では聖女で在るのが辛つらいかというと、そんなことはないのだ。

　矛む盾じゆんに見えるかもしれないが、紛れもなく真実である。

　拗こじれたローゼの心理を、エルハイネは特に疑う様子もなく肯こう定ていした。

「どうも、事実のようですね」

「わたくしにとって、聖女である自分は自分そのものですから……」

「しかし人と対するのを苦手にしていたのも、貴女の本心でしょう？」

「正しいです」

　的確な見立てにローゼはうなずく。

　見られてしまった以上、ローゼにはもう隠さなければならないものはない。できるのはただ誠実に向き合うことだけだ。

　だから、覚悟を決めて口を開く。

（己の至らなさを神騎士に説明するだけ。聖女として伝えるべき事こと柄がらです。これも務めだと考えて……！）

　自分の言葉で答える必要はない。状況を伝えるだけだと、ローゼは懸けん命めいに言い聞かせる。

「わたくしは、生まれた瞬間から聖女でした」

「知らない者はいないでしょう。貴女の生誕と同時に命の宝珠オーブが輝き、フロウハイムとセレンディナで光の柱が天へと立たち昇のぼったと聞きます。……まあ、当時の僕は二歳さいだったので伝聞ですが」

「では、一いつ緒しよですね。わたくしもそうと聞いただけですから」

　誰の目から見ても明らかに特別な誕生だったから、ローゼが聖女であることを疑う者さえいなかった。ローゼ自身も。

「聖女としての役割を、振る舞いを、ずっと学んできました。けれど、その……。わたくし、聖女とは役目でしかないと言われて、わたくし自身がどうすればいいのかひくぅっ」

　喋しやべっている途中で呼吸の仕方が分からなくなって、変な息の吸い方をしてしまう。奮ふるい立たせるための理り屈くつを必死で考えて言い聞かせてみたが、やはり心を曝さらけ出す恐怖には勝てなかった。

　さらには緊きん張ちようのせいか、しゃっくりが止まらない。

　見かねたらしいエルハイネが席を立ち、隣に移動して背中を擦さすってくれる。

「どうどう。大だい丈じよう夫ぶですよー。はい、落ち着いてー。深呼吸してー」

「すー、はー」

　かけられた言葉に反射的に従ってしまった。背中に触ふれる温もりも優しくて、ローゼは徐じよ々じよに落ち着きを取り戻す。しゃっくりの間かん隔かくも空いてきて、やがて治おさまった。

「ご、ごめんなさい。自分のことを話しているのだと頭に過よぎってしまって……」

　そうならないために言い聞かせたのに、心というものはままならない。

「妙みような拗らせ方をしていますねえ……」

　いっそ感心した様子でエルハイネは呟く。

「聖女が取るべき行いには、迷わないのです。人々の声と歴史書に学び、わたくし自身がこう在ってほしいと願う聖女へと、一心に歩を進めていけばいいのですから」

　人々が理想とする聖女像とローゼの認にん識しきに然さ程ほどの差がなかったために、今の評価に繫つながった、というわけだ。

「……けれど自分の言葉が……上手く、考えられなくて。そんなわたくしを知られるのも怖くて、もう目を合わせるのも怖くて、です、ね……」

「はいはい。深呼吸してー」

「すー、はー」

　意識して呼吸を繰くり返かえせば、先さき程ほどよりも早く効果が表れる。

（有効なのですね、深呼吸……）

　思い返せば、混乱に陥ったときに、こうして「大丈夫」と言ってくれる人はいなかった。ひた隠かくしにして押おし殺ころしてきたのだから当然だが。

「ヴィレフさんも……知らない様子でしたね」

「レフは聖女のわたくしを信じてくれています。今いま更さら……がっかりさせてしまうし、心配させてしまうかもしれない。ここまで築いてきた信頼も、失いたくありません……」

　ヴィレフが信頼を寄せている聖女は虚きよ像ぞうとしてしか存在しないから、これは裏切りなのかもしれない。だがその事実を伝え、素の自分を晒さらして彼と新たに絆きずなを育はぐくむ勇気がローゼにはなかった。

　ヴィレフに対してだけではない。周囲の皆に対しても同じである。

　発しようとしている言葉が自分のものか聖女のものか分からなくて、結局、聖女像の中へと逃げてしまう。

（レフはありのままのわたくしでいいと言ってくれた。でも、限度はあると思うのです）

　聖女の衣ころもを纏まとうローゼは、伝記の偉い人じんをなぞったもの。自分の心さえ覚おぼ束つかないような有あり様さまだとは、きっとヴィレフは考えてもいないだろう。

「うーん。何というか、それなら気の持ちよう一つで解決するはずなんですが」

（気の持ちよう……持ちようとは、どこへ持っていけば……？）

　正しい気の置き場所をぜひ教えてほしい。

「ともあれ、事情は理解しました。そうであるならば貴女の判断は適切だったと言えるでしょう。表層の言動に惑まどわされ、物事の本質を知ろうともせず、無意味な不安に駆られる人は意外と多いですからね」

　惑わされているというかそちらが真実だし、不安が無意味だと断じられるほどローゼは自分を信じていないが、不安に駆られる人が多いという結論部分には全面的に同意する。

　改めて突き付けられれば、つきりと胸は痛む。けれど同時に、繕い続けた偽りを少しだけ許された心地にもなった。ローゼにとってそれは救いだ。

「ですが今のままでは、何かの拍ひよう子しにいつ聖女として着けた仮面が剝はがれ落おちるとも知れません」

「はい」

「状況によっては、望ましくないことになるとお分かりですね？」

「……はい」

　素す直なおに認めるローゼに、エルハイネは安あん堵どしたように微笑する。

「では、改善しましょう。素の貴女で普通に行動できるように、これから僕が協力します」

「え!?」

　いきなりされた提案に、驚きの声が出た。

「このままではよくないと分かっていらっしゃるなら、当然、考えるべきではないですか？」

「そ、そうですが、でも……」

　否定的な言葉を紡ぎかけて、ローゼは詰まる。エルハイネの提案を断る理由の方が思い付かない。

「ご安心ください。きっちり指導して差し上げますよ」

　堂々とした言い様に、ローゼは心に光こう明みようが差すのを感じる。

　どうにかしたい、しなくてはという焦あせりはあれど、具体的な方法がローゼの中には存在せず、どうにもできなかった。

　しかし充じゆう分ぶんな社交性を持つエルハイネの指導なら、とても勉強になる気がする。

「ですが、ご迷惑では……」

「聖女の力になるのは神騎士としての責務です。それに、貴女には正しく聖女らしくしていただかないと……」

「え？」

　後半、低く呟かれた言葉が聞き取れなくて、ローゼは首を傾げた。それではっとしたようにエルハイネは口を噤つぐみ、話を変える。

「貴女の周囲には、常時人の目があると言っても過か言ごんではない。しかし神騎士である僕となら、二人きりの時間を作れるでしょう」

「はい」

　正に今のように。

「もちろん、一人で心と向かい合うのも大切です。しかし同じぐらい、人と話すからこそ見えてくるものがあるのではないでしょうか？」

「そう思います」

　一人で抱かかえ込こみ悩なやんでいた二年間は、一歩も進展しなかった。なのに大神殿でエルハイネと会話をした十数分間で、ローゼは意識できていなかった自分を知れた。しかも、いい方向で。

「もちろん、僕が協力したからといってすぐに結果を得られるとは限りません。しかし何かしらの助けにはなると思います。それを踏ふまえて──いかがですか？」

（ええ、と……）

　迷惑ではない、とエルハイネは言ってくれたし、神騎士としての務めだと言われれば納得もできる。共に戦う聖女がこんな調子では不安だろうし、万が一露ろ見けんしてしまったら、フロウハイムとしても恰かつ好こうがつかない。

　となればあとはローゼの気持ち一つで、彼女の希望は決まっていた。

（わたくしは、自分を変えたい）

　聖女の中の聖女と人が称たたえてくれたとき、仮面を着けたままの自分に引け目を感じるのではなく、ありがとうと受け止めたい。そして裏も表もない姿で人に認めてもらえるような、聖女として相応ふさわしい自分になりたい。

（わたくしを見付けたのがエルハイネでよかったと思ったのは、つい昨日きのうのことではありませんか）

　これは、好こう機きだ。

「では……。よろしくお願いします」

「決まりですね」

「はい」

　こくりとうなずいてから、ローゼはエルハイネを見つめ、心が浮うかび上あがらせた素直な気持ちを口にする。

「聖女継承の儀式の日……。あのわたくしを見たのが貴方でよかった。貴方がかけてくれた言葉が、わたくしはとても嬉しかったのです。遅おそくなりましたが、ありがとうございました」

「大したことではありません。物事の得手不得手など些さ細さいな違いで、個性というだけです。そんなもので引け目を感じる必要などないし、驕おごって他者を見下す輩やからこそ、人じん品ぴん卑いやしく幼よう稚ち極きわまりない」

　当時よりもやや辛しん辣らつに、しかし同じ肯定をした。しかし今日の彼は瞳ひとみを厳しくして見解を付け加える。

「ですがそれが適用されるのは一般の方のみです。聖女という立場のある貴女には、不充分であると言わざるを得ません」

　自分が従うことになる相手に優れた才覚、人格を持っていてほしいと望むのは自然な心理。地位のある人間は、座る椅子に相応しい振る舞いをしなくてはならない。

　そういう意味で、ローゼは間違いなく聖女として欠けていた。

「……はい」

　消しよう沈ちんしたローゼの答えに、エルハイネは厳しくした空気を和やわらげ、続ける。

「ゆっくりやっていきましょう。大丈夫です。これからは僕もいますから」

「頑がん張ばりましゅ……！」

（ま、また嚙んだ!!）

　この舌の固まりっぷり、絶対に改善しなくては。

　正直に言えば、理想の聖女に届く自信は全然ない。しかしこれからは一人で抱え込まなくていいのだ。

　それだけでローゼは心強さを覚え、前向きなやる気が湧き上がってくるのを感じた。

「いろいろと不ふ愉ゆ快かいな見解を述のべたかと思いますが、どうか誤解はなきよう。僕は貴女が聖女であることに、まったく不安などありません」

「……え」

　精神には大分鋭するどく突つき刺ささったが、事実でしかなかったので、ローゼはエルハイネに言われた諸々を不快だとは感じていない。それより、後半の台詞の方に戸惑ってしまう。

「むしろ貴女のような方が聖女で、宝珠への信頼が増しました」

　意外すぎる評価に、ローゼは目を瞬まばたかせる。そんな風に言ってもらえる要素が一切思い当たらない。逆なら納得できるのだが。

「貴女の秘密を僕だけが知っているのは不公平なので、僕の秘密も教えましょう」

「秘密、ですか？」

（協力してもらっているのはわたくしなのですから、無理に公平にしなくても……）

　考えた内容をローゼが口にするよりも、エルハイネが続きを言葉に乗せる方が早かった。

「僕が眼鏡をしている理由は、人の感情が視みえて鬱うつ陶とうしいから、です」

「え!?」

　また予想外の秘密というか、特技が来た。

「輝使族の一部の者に備わっている能力で、想そう眼がんと言います。僕には言葉の真実が視えるんですよ。人が多い所では感情酔よいをするので、その対策に用意したのが特注品の眼鏡というわけです」

「え、え……!?」

（聞いたことはありますが……）

　強い力を持つ輝使族は、奇き跡せきの目を持つと。

（けれどその力を持つ輝使族は、もうずいぶん前に存在しなくなってしまったはず）

「まあ、今や伝説扱いになっているような特性ですからね。信じられないのも無理はありません」

「貴方がその能力を持っていても、おかしくないとは思うのです」

　何しろ、真の聖女として生を受けたローゼがいるぐらいだ。想眼の力を持つ輝使族が今世に必要だと、世界が求めた可能性がある。

「ですが……ごめんなさい。わたくしを勇気付けようとした優しい噓うそである可能性が、頭から離れません」

　心を視たゆえの確信だと言われたら、それこそ自信になる気がした。だからより疑ってしまうのだ。

「……貴女は、そのように思ってくれるのですね」

　他の何を想像したのか、エルハイネは意外そうに呟いて、次に清すが々すがしい微笑を浮かべる。

「確かに、そう受け取られてしまうかもしれません」

　エルハイネはローゼの思考を認めた。そのうえで言葉を継つぐ。

「けれど僕は、貴女の言葉の色がとても好きでしたよ。貴女を護る神騎士であることに、自然と誇りを感じるぐらいには」

「こんな、わたくしでも？」

「もちろんです。世界の守護者となる宣せん誓せいは、とても美しかった」

（そう、なのでしょうか）

　ローゼには感情を視る力などないから、自分が発した言葉がどんな色をしていたかなど分からない。

（でもわたくし、噓を言ったわけではない。それは間違いありません）

　認められた事実を理性が受け入れると、一気に胸の内が温かくなった。

　ほんの少しだけ、思ってもいいだろうか。

（わたくし自身にもきちんと、皆に認めてもらえる聖女らしさがあると……）

「そうそう。貴女が迷子の女性だと分かったのもそのときです。言葉の色から受ける印象が同じでしたので」

「そうでしたか」

　エルハイネがどこで悟ったのかは少し気になっていたので、回答をもらえてすっきりした。

「気の持ちよう一つだと言った理由を納得していただけましたか？」

「！」

　素のローゼが発した言葉も、聖女として発した言葉も同じ性質だったと、そう言われる。

　エルハイネが実際にローゼだと気付いたのだから、それは事実だ。

　ローゼが意図を理解したことに、エルハイネは満足げに目を細める。彼は己の主張の正しさを欠片かけらも疑っていない。だからローゼも、おずおずとではあったがうなずくことができた。

「はい、あの……っ。出ました。勇気。が、頑張ります」

「大変素晴らしい心意気です。けれど無理はしないように。いいですね？」

「はい」

「よろしい」

　素直な生徒がごとき答えに、エルハイネも悪乗りした調子で応じる。

「さて。ずいぶん長く時間をいただいてしまいましたね。僕はこれで失礼します。トラウクレール到着まで、ごゆっくりお過ごしください」

「そうします」

「考えすぎも厳禁ですよ？」

　釘くぎを刺さされてしまった。ローゼが思い詰めやすい性格をしていると察さつしての気き遣づかいだ。与えられた忠告が心ここ地ちよく感じるのは、自分のことを本当に思ってくれているのが分かるから。

「大丈夫です。だって、侍女の皆がいますから」

　自分を聖女として扱う人の前で、ローゼが虚きよ像ぞうを脱ぬぐことはない。心も体もそうやって育ってきてしまった。

「そうでした。それなら安心ですね」

　そしてローゼが繕う聖女に隙すきなどないと、エルハイネも知っている。

「エルハイネ。これから、どうぞよろしくお願いします」

「もちろんです。──こちらこそ、どうぞよろしく」

　退出するエルハイネを見送ると同時に、席を外してもらっていた侍女や神官を呼よび戻もどす。その瞬間から、ローゼはいつも通りの完璧な聖女として存在していた。

　けれどその胸の内では、確かな変化が起こっている。

（わたくしは皆を裏切っている。でも──今はまだ、ほんの少しかもしれないけれど、虚きよ構こうではない真実もあった）

　騙している引け目が僅かなりとも払ふつ拭しよくされたローゼの笑みは、人間味のある柔やわらかさを帯びていた。

　人間の感覚は自覚よりも聡い。変化は部屋の人々にも伝わり、無機質で超ちよう然ぜんと美しかったローゼの周りに、ほんの少しだけ、熱のある色しき彩さいが生まれる。

　それはきっと、芽め吹ぶく若葉の薫かおりを運ぶ風の色。
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　トラウクレールに到着し、地に足を着けたローゼは、ほう、と感かん嘆たんの息をついた。

　今回は予定通りの航行ができたので、使用したのは貴き賓ひん専用の発着所だ。城に近く、町を見み渡わたせる高地にある。訪れた客に自らの国の豊かさを見せ付ける役割も果たすのだろう。

　トラウクレールは自分たちが預かる風の宝珠オーブにあやかって、緑を貴色としている。輝く白しら壁かべに描かれるのは、緑や青で彩さい色しきされた呪じゆ紋もん法ほう印いんだ。呪紋に詳くわしくない者が見れば、町全体に統一感を醸かもし出だす見事な装飾だと感心して終わるだけ。

　しかしそれらは町に張はり巡めぐらされた結界を強固にする装置の一部。昼間の今は目立たないが、夜になれば住民の持つ輝力で呪紋法印の輝く様が浮うき彫ぼりになるはずだ。

「相変わらず、息が詰まるほど正確な町並みだな」

　ローゼの隣で同じように町を見渡していたヴィレフが、あまり嬉しくなさそうな口調で感想を述べる。

　道の幅はば、建物の高さ、色合い。真円の外がい郭かくに納まった、すべてが計算された都──それがトラウクレール王都の姿だ。

　道行く輝使族たちの背に、最大の特とく徴ちようである翼はほとんど見られない。輝使族の翼は半分物質、半分輝力そのものという特とく殊しゆな構造をしていて、体内外に自由に出し入れできるのだという。

　エルハイネもそうだが、輝使族の生活習慣は人族とそう変わらない。日常生活では翼が邪じや魔まになってしまうのと、鋭えい敏びんな神経が集まる繊せん細さいな部位でもあるため、普段は体内に仕し舞まって過ごす人が大半だ。

「他種族の中に奇妙に感じる方がいらっしゃるのは否定できませんね。ただ僕らとしては、決まった法則に守られて正しく並んでいないと、どうにも落ち着かないんですよ」

　ヴィレフの呟きを、エルハイネは気にした風もなく苦笑で受け止める。それから初めての地を一心に眺ながめているローゼを振り向いた。

「ローゼリンデさんがトラウクレールを訪れるのは初めてですよね？　いかがでしょう？」

「芸術的な町並みだと思います。わたくしは好きです」

　ヴィレフとは意見を違たがえたが、ローゼはトラウクレールの規則性を美しいと捉えた。

「そうですか。それはよかった。この傾けい向こうは僕にもあるので、否定されるとなかなか辛いものがあるんですよね」

　冗じよう談だんめかした言い方だったし、事実、自分たちの拘こだわりを他者に強要しようとも思っていまい。しかしローゼの肯定にエルハイネが見せた喜びはきっと本物だ。伝えた気持ちで喜んでくれたことが、ローゼも嬉しい。

「ローゼ。フロウハイムに戻ったらこいつの部屋に行ってみろ。お前には面おも白しろいかもしれん。俺は酔いを感じたが」

「そこまで過か剰じようなのは貴方だけですよ」

「シアも似たような意見だったぞ。壊こわし尽つくしたら気持ちよさそうと言っていたからな」

（シア……。闇の神騎士のアレクシアのことですね）

　銀ぎん髪ぱつに赤い瞳をした、十四、五ほどの少女の姿を思い出す。

「くっ……。アレクシアさんはそちら側ですか。しかし聖女は僕が押おさえました」

「勝負はこれからだな」

「上等です。僕の英知にかけ、貴方に必ず、整然たる美の何たるかを認めさせて差し上げましょう！」

「望むところだ、やってみろ！」

「……あの。それは争う必要があるのですか？　個人の趣しゆ味みでしかないように思います」

　競きそうような雰囲気が腑ふに落ちずに言ってみるが、振り向いた二人は断言してくる。

「これは間違いなく戦いですよ、ローゼリンデさん」

「こいつの部屋だけの話なら、俺だって文句は言わない。だがこいつは俺の執しつ務む室しつにまでケチをつけてくるんだ」

「無む造ぞう作さすぎるんですよ、貴方の部屋は！　予言します。いつか絶対、大事な何かを紛ふん失しつしますよ」

「失なくしたことなどないんだから、いいだろう。大丈夫だ、多分」

「よくないです。それと『今までなかったから大丈夫』は根こん拠きよになりません」

　なるほど、双そう方ほうの主張はよく分かった。

（エルハイネが正しい気がします）

　しかし実物を見てみないと何とも言えないところはある。種族的にエルハイネが過か剰じようすぎる可能性も捨てきれなかった。そしてフロウハイムに着任したばかりのローゼは、ヴィレフの執務室の現状を知らない。

「分かりました。争いの種になっているのなら、わたくしが間に立ちましょう。どちらの言い分に理があるか、わたくしに任せていただけませんか？」

「いいでしょう。トラウクレールの町並みに共感してくださったローゼリンデさんの判断なら、信用できます」

「レフも。もし支し障しようがあるようなら、改善してくれますね？」

「……善ぜん処しよしよう」

　唸うなるような声を出したが、ヴィレフはローゼの仲ちゆう裁さいを受け入れる姿勢を取った。

「心配しなくても、きっちり美意識を育ててあげますから大丈夫ですよ。そうすれば自発的に片付けが捗はかどって、万ばん事じ解決です」

　心なしかげんなりした様子のヴィレフとは対照的に、エルハイネはご機き嫌げんだ。察するに、ヴィレフにも己の部屋が普通よりも雑ざつ多たな状態になっている自覚があるのだと思われる。

「無理だと思うぞ。俺は物がどこにあるか、大体把は握あくできてればいいんじゃないかと考える派だからな」

「何を偉えらそうに言ってるんです!?　それはただのズボラな人です。片付けの習慣ぐらい身につけましょうよ！　将来奥さんに嫌いやがられますよ」

「お前は正反対の理由で嫌がられそうだが」

　こちらはいっそ実際に経験がありそうな表情で、ヴィレフが放った一言に、エルハイネは一瞬詰まった。

「……いいでしょう。どちらがマシか、今すぐ決着をつけましょう」

「二人とも……。そこは『どちらが優れているか』にしませんか？」

　互たがいを理解するためにも、主張が多少ぶつかるのは悪いことだとは思わないが、難度を下げて臨のぞむのは何の予防線なのか。聞いていて悲しい気配が漂ただよったので、ローゼは二人に己を卑ひ下げしないようにと口を挟む。

　すると、ローゼの声にふと思い付いたように、エルハイネが振り返った。

「では、ローゼリンデさん。貴女にお聞きしましょう」

「わ、わたくしですか？」

　いきなり巻き込まれてびっくりする。仕事上の必要があるなら迷わないが、個人の趣味に口を出すのは気が引ける行いだ。

「はい。公平な第三者として貴女にです。片付けられない男と片付けにうるさい男、どちらがマシでしょう！」

「わたくしの意見でいいのですね？」

　ローゼの意見とは、つまり大多数の人がうなずけて、そうでない人も納得ができるような、聖女として正しい答えである。

「できれば、貴女個人の意見を伺ってみたいところですが……」

「！」

　ローゼの言葉に含ふくまれた思考を読んだエルハイネからそんな難題をぶつけられ、ローゼは焦った。

（ええと、それは、わたくし……！）

　どうすれば聖女として以外の考え方ができるのか、分からない。

「──いえ、失礼。とりあえず聖女の見解をお聞きしましょう」

　ローゼが表情を凍こおらせてしまうと、無理を悟ったエルハイネはすぐに切きり替かえてくれた。それにヴィレフの眉が微かすかに寄せられるのを見てしまい、申し訳なさに心の中で謝あやまる。

（レフはいつでも、わたくしの心を聴きこうとしてくれる）

　でも、応えられない。今日もローゼの口は聖女の言葉しか紡がなかった。

「極きよく端たんにすぎると自じ知ちするのなら、お互いの美点を取り入れ、変わってみてはどうでしょうか？　足して二で割れば丁度いい、なんて聞くこともありますし」

「足して……」

「割る……」

　ローゼの折せつ衷ちゆう案あんにエルハイネとヴィレフは互いを見やって──同時にうなずく。

「無理ですね。妥だ協きよう点てんが一つもありません」

「決着は持もち越こしだな」

（二人はなぜ勝負をしているのでしょうか……）

　ヴィレフの執務室については、フロウハイム全体に関わってくる問題なのでローゼにもエルハイネにも関係があるが、今のは個人的な趣味嗜し好こうにすぎない。

　そして何にせよ、二人が自分たちの行きすぎた欠点の改善を放ほう棄きしたのだけは分かった。

　分かったら、少しほっとした。

「ふふ……っ」

　誰にだって至らないところはある。自覚があったって、直すのは難しかったりするのだ。

　ローゼの欠点は聖女として確実に迷惑になってしまうので、改善を諦あきらめるつもりはない。

　しかし必要以上に思い詰めなくてもいいのでは、という気持ちにさせてくれるやり取りだった。自分を、否定しすぎなくていいのだと。

　──きっと、皆そう。

　理想に届かない自分に落らく胆たんしつつ、でも励はげましつつ、日々を生きる。

　今日は過程の一日だ。結果にしなくてもいい。

　そう思えたら気が楽になって、つい笑ってしまった。

「──……」

「え、と。どうかしましたか？　二人とも」

　笑っている途中で、ローゼは自分を注視するエルハイネとヴィレフの視線に気が付く。あまりにまじまじと見られていたので、笑みを納めて訊ねた。

「ああ、いえ。その……」

「お前は、そうやって笑うんだな」

「え？」

　視線をやや外し、表情を隠すように眼鏡のブリッジに指を添えたエルハイネとは真逆に、ヴィレフはローゼを正面から見つめて、嬉しそうに破は顔がんする。

「俺は、お前のその笑え顔がおが見たかった」

「その、とは、どの……？」

　特別意識して表情を作ったわけではないので、ローゼは戸惑う。

（今のは自然に出てきた笑いですから、ヴィレフの知るわたくしと変わりないと思うのですが……）

　違うとヴィレフに思われたことが、ローゼ本人こそ意外だった。

「咲さき初めの花のように可か憐れんな、お前自身の笑顔だ。完全なる開花まで見守り、慈いつくしみ、側で咲いていてほしい。そんな愛おしさが込み上げてくるほどだ」

「ええと、あの。ヴィレフさんとローゼリンデさんはそういう仲で……？」

　ローゼとヴィレフの間を行き来するエルハイネの視線に、ローゼはくすりと小さく笑って首を横に振ふる。それは二人の関係を知らない人から、少なくない割合で持たれる疑問だった。だから慣れた説明を口にする。

「レフはどうしても、わたくしを小さい女の子のままにしておきたいのです。すぐに『可か愛わいい』とか『護りたい』とか言うのですよ？　わたくしだって、いつまでも手を引かれて歩かなくてはならない子どもではありませんのに」

　紛まぎれもない真実を述のべて、理解を得られなかったことはない。

「許せ。俺はお前を本当の妹のように思っているんだ」

　朗ほがらかに笑うヴィレフの回答もいつも通りのもの。

　言った通り、いつまでも子こども扱あつかいされるのが気き恥はずかしいような、しかし優しさに包み込まれているのが心ここ地ちいいような、複雑な心しん境きようだ。

　ヴィレフの手を強固に撥はね除のけるほど、ローゼはこの距離感を嫌きらっていない。結果、幼い頃から変化がないまま続いている。

　和なごやかに互いを見合う二人に、エルハイネは頰ほおを引きつらせた。

「いやいやいや……。待ってください。今のは妹に言う感じじゃなくて……」

「？」

　側にいるのが当たり前すぎて、関係性を客観的に見られなくなっているローゼとヴィレフは、揃そろってエルハイネに不思議そうな目を向ける。瞬間、エルハイネは言葉を吞み込んだ。彼は自分の反応に少しばかり戸惑ったあと、口を開く。

「……ま、まあ。そういう兄きよう妹だいもいるかもしれませんね。ええ。『兄妹』でしたね、はい」

　そして発したのは、二人の主張を認める言葉。

「では、そろそろ行きましょうか」

「そうしましょう」

　エルハイネに促されてローゼも話を切り上げ、王宮へ向けて歩き出した。
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　──宝珠オーブに関して、内ない密みつに話し合いたいことがある。

　ローゼは確かに、そういった旨むねの連絡を入れたはずだった。だというのに。

「聖女様、そして神騎士殿。ようこそ、トラウクレールへ」

　城内に入ってフロウハイムの名を告げるなり、案内されたのは謁えつ見けんの間ま。歓かん迎げいを口にする王の言葉を聞きつつ、ローゼは啞あ然ぜんとしたまま立ち直れずにいた。

　謁見の間には宰さい相しようや大臣、兵たちが居並び、ローゼたちと王までの距離も遠い。とても宝珠の異常を切り出せる状況ではなかった。

「到着予定時刻を知らせてくだされば、きちんとお出で迎むかえもできたのですが」

（本気で言っているのでしょうか……）

　宝珠の異常を感じ取りはしたが、まだ大おお事ごとにはしたくない。必要があれば声明を出すが、今は詳しよう細さいが何も分かっていない状態だ。情報を公おおやけにするのは早すぎる。

　真なる聖女が動くということは、厄災の予兆を感じたと公言するに等しい。徒いたずらに民の不安を煽あおらないよう、まだ隠おん密みつに事を運ぶべきだ。

　だから、出迎えなどいらない。むしろあっては困る。

「急ぐべき用向きができましたので、失礼しました」

　予定を割り込ませた件に関しては無理を言ったし、即そく座ざに対応してくれた王に感謝している。だからこそ諸々を抑おさえ、ローゼはまず礼を述べた。

　だがトラウクレール王が聖女の要よう望ぼうに従わなかったのは明白で、これは大きな問題だ。

　フロウハイムが──聖女と神騎士が宝珠に関して無制限の権限を持つのは、起こる厄災が世界規模だからである。世界に生きるすべての命が一丸とならなければ、その脅きよう威いに立ち向かえないからだ。

　そしてそのためには指導者は一人でなくてはならないし、指導者の命令は徹てつ底ていして順守される必要がある。

　世界にとっての最善を歴史は何度も伝えており、人はそれを知識として学ぶ。けれど身近に感じられない脅きよう威いは、しばしば判断を誤らせてしまう。そうして後手に回った結果、甚じん大だいな被ひ害がいをうけた時代もある。

（これは、由ゆ々ゆしき事態ですね）

　もし多くの国がトラウクレールと同じ感覚でいるのなら、いざというときの対応も遅れる可能性が高い。

（何にせよ、こうなってしまった以上は仕方ありません）

　対策は後で考えるとして、先に訪れた目的を達成することにした。

「お目通りいただき、まずは感謝します」

「ですが、妙ですね。僕たちは内ない密みつに話し合える場をお願いしたはずなのですが」

　しかしローゼの結論とは真逆に、エルハイネは王への追及を始める。

　王を見み据すえるエルハイネの顔に眼鏡はない。トラウクレールの真実を視るために、彼は王城に入る直前で想眼を抑よく制せいする呪じゆ具ぐを外していた。

「……エルハイネ」

　聖女の来訪をわざわざ大事にしたトラウクレール王の行動はローゼも容よう認にんできないが、非ひ難なんを露あらわにするエルハイネの言い様も、この場では抑おさえるべきだ。トラウクレールと喧けん嘩かをしに来たわけではない。

「いや、ローゼ。俺も一言物申したい。トラウクレール王よ、貴き殿でんは聖女と神騎士を何と心得ているのか」

　普段は親しみやすく朗らかな印象しかないヴィレフだが、表情一つで雰囲気が大きく変わる。場に緊張をもたらす冷れい厳げんさを纏まとう、己の年ねん齢れいの半分ほどの青年にトラウクレール王は鼻白む。

「聖女とは、世界の守護者。神騎士とは聖女の盾にして剣。一国の政まつりごとを司つかさどるトラウクレールの王よ。貴殿は世界の一員としての自覚があるのか？」

　神騎士として、この世界に生まれ出いでた生命として。己が信じる道どう理りを説とくヴィレフの口調は鋭い。そこには相手の答えを聞く前から、否と断じる怒いかりが滾たぎっていた。

「何を……当然でございましょう」

「であればなぜ、聖女を見下ろしているのか！」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込こめて放たれた叱しつ責せきに、その場の空気が震ふるえ上がる。

　立場は対等──となっているが、それは初代聖女が同じ世界に生きる者に優ゆう劣れつをつけるなど愚ぐ行こうだと、フロウハイムが覇は者しやになるのを断固として拒こばんだためだ。

　すべての生命に尊敬と親愛を抱いだいていたからこそ、友であろうとして。

　にもかかわらず、世界の理ことわりに最も近しい聖女の要よう請せいを蔑ないがしろにし、あまつさえ玉座に座ったまま臣下を労ねぎらうかのような態度で接してきたトラウクレール王に、ヴィレフは心底憤いきどおりを感じているのだ。

「国、種族、身分に隔へだてなく、世界に生きる者は聖地フロウハイムへの協力が義務付けられている。それは世界を護るための理だ」

　命の循環を正しく保ち、『敵』に付け入る隙を与えないために。

「聖女の判断を蔑ろにすることは、誰であろうが、何があろうが許されない！　国の秩ちつ序じよを守る王よ、恥はじを知れ!!」

　今は何事もないからそれでいいとは、ヴィレフは言わない。いざというときが来ると分かっているからこそ、決め事には確実に従ってもらわねば困る。

　トラウクレール王の対応そのものが、ヴィレフが各国へ抱く憂ゆう慮りよを表にした姿と言えた。

「ここに居並ぶ王の臣下よ、貴君らも同どう罪ざいだ。主あるじが間違った命を出したときにただ諾だくと従うのなら、土人形ゴーレムでも擬似精霊エレメントでも魔導人形マギ・ドールでも変わらん！　貴君らが人である意義を果たせ！」

　部屋を一周したヴィレフの視線に射い抜ぬかれ、何人かはローゼたちへの迎げい接せつについて違和感を覚えていた者がいたのだろう。恥はじ入った顔をして俯うつむいた。

「まあまあ、ヴィレフさん。幼少期からフロウハイムにいる貴方には理解し難がたいでしょうが、人の世とはそんな簡単なものではないんですよ」

　正しいことを貫つらぬくべしと教育され、実行できる立場を与えられ、自らも神騎士として強大な力を持つヴィレフには、何も持たない者が信念を貫く困難が分からない。

　ゆえに同じ立場でありながら自分を止めたエルハイネに、ヴィレフはむっとした顔をする。

　しかしエルハイネの目はヴィレフへは向いていない。侮ぶ蔑べつを隠さない冷ややかな瞳で、王を見下す。

「上うわ役やくの機き嫌げんを損そこね、己の首を絞しめるわけにはいきません。誰しも自分と、自分の家族の生活が懸かかっていますから。そうは思いませんか、トラウクレール王」

「……何が言いたい」

「臣下に忠告してもらえない王とは、悲しいものですね？　貴方がどのような方であるか、態度で示されているのですから」

　冷れい酷こくな笑みを唇くちびるに張り付け言い放ったエルハイネに、王は不快さを隠しきれない様子で顔をしかめる。

「ヴィレフ、エルハイネ。下がりなさい」

　張はり詰つめた空気の中、変化をもたらしたのはローゼの制止だった。

「トラウクレール王よ。わたくしたちは同志です。しかし宝珠に関わる事じ象しようについては、聖地フロウハイムに従っていただくようお願いします」

「承知いたしました」

　トラウクレール王の言動は表面上恭うやうやしいが、実が伴ともなう気はまるでしない。ローゼは手応えのない疲労感を押し隠し、目的に移るべく話を修正する。

「わたくしたちの要件は先にお伝えした通りです。案内役の方をご紹しよう介かいください」

「その件に関しては、私が案内いたします。王家の者が行く必要がありますので」

（わざわざ、王自らが……？）

　宝珠を納めた風の神しん殿でんの結界を潜くぐるために、トラウクレール王家の血が必要だというのはローゼも聞き知っていた。しかし何も王が同行しなくても、適格者は他にもいる。

　歓迎していない王の様子から、どうしても警けい戒かいが先立ってしまう。

　そもそも、案内役だけで充分なのだ。こちらには資格を持つエルハイネがいるのだから。

（まるで自身で見張っていなければ落ち着けないかのよう。余よ程ほど隠したいものがあるのでしょうか）

　宝珠に異変を感じた今、王の態度はローゼの不安をより強く搔かき立たてた。

「必要条件が王家の血族であるだけなら、わざわざ王にお越こしいただくまでもない。それとも、我らに監かん視しの目をつける理由がおありなのか」

　ヴィレフが放った牽けん制せいに、王は苦々しい表情を浮かべる。しかしその矛ほこ先さきはローゼでもヴィレフでもなく──。

「風の神騎士殿は、我わがトラウクレールの者ではありません。国に属さぬ者が、国に影えい響きようを与えるなど許されない」

　己の甥おいであるエルハイネただ一人に対してだった。

「──……」

　敵意さえ含んで告げられたエルハイネへの拒絶に、ヴィレフは衝しよう撃げきを受けた顔をする。表情にこそ出さなかったが、ローゼも同じだった。

　世界を守護する神騎士は、名めい誉よある役目だ。まして風の宝珠を管理するトラウクレールであれば、その祝福を受けた神騎士が王家から選ばれるのは喜ばしいことのはず。

　だというのに、いっそ無関係だと主張するのは、どういう心情なのか。

　驚きに戸惑うローゼの後ろで、エルハイネはため息をつく。さも下らない、と言うように。

「まったく……。卑ひ小しよう極まる。お望み通り縁えんを切って出て行って差し上げたのに、まだ僕の特別性と優秀さがそんなに怖いんですか？」

　ローゼたちとは正反対に、エルハイネは冷静だった。その落ち着きようからは、悪意に対する慣れが感じ取れる。

「ご心配なく。仰おつしやる通り、僕はフロウハイムの神騎士です。トラウクレール王家とは、一切関わりありません」

　揺るぎなく存在するはずの血縁を、エルハイネもまた、立場によってなきものとして扱った。

「ローゼリンデさん、ヴィレフさん。申し訳ありませんが、僕にトラウクレール王族としての資格は存在しません。結界を僕が解いてしまうと王がきっと困りますから、彼の言う通りにしてあげてください」

「っ……！」

　エルハイネの嘲ちよう笑しようを受け、玉座の肘かけに置かれたトラウクレール王の手に、力が入る。

「心を盗ぬすみ視る化け物が……！」

　低く呻うめかれた言葉に宿るのは、怖おそれと嫌けん悪お。

　満ちた負の感情に一瞬啞然として、それからすぐにローゼは口を開きかける。しかし実行に移す前に、エルハイネが制止を囁ささやく。

「構いません」

「けれど」

　反射的に振り返ったローゼが目にしたエルハイネの表情は、誰かを見下げた嘲あざけりではなく、ただ寂さびしさを滲にじませただけの、悲しい笑み。

「事実ですからね」

　持ち得てしまった能力を一番疎うとんじているのは、きっとエルハイネ本人だ。

　胸を締しめ付つけた感情が、悔くやしさか悲しさか──どちらが大きいのか、ローゼ自身にも分からなかった。しかしエルハイネへと伝えたい想おもいだけは、はっきりとした強さで存在している。

「──エルハイネ。わたくしは、貴方のその力に勇気付けられました」

　だからローゼは王に憤りをぶつけるのではなく、エルハイネを肯定した。彼がローゼにそうしてくれたように。

「……ありがとう、ございます。大丈夫ですから」

　暗く沈しずみかけていた瞳に、ローゼの知っている柔らかな光が戻る。

　それが嬉しくて、ローゼは微笑む。つられたようにエルハイネも笑った。目まの当あたりにした悪意にざらついた不快感が、少しずつ波を治めていく。

「では、行きましょうか。皆さん」

「すぐに準備をしましょう。しばし控えの間でお待ちください」

「了解した」

　場に流れる空気は寒さむ々ざむしかったが、とにかく話はまとまった。謁見の間を後にしながら、ローゼは隣を歩くエルハイネの様子を窺うかがわずにはいられない。

（トラウクレールへ赴おもむくと決まったとき、複雑な表情をしていましたから、何かしら気がかりがあるのだろうとは思っていましたが……）

　気がかりどころではない。先程の雰囲気は険悪そのものだった。

（エルハイネの力が原因なのでしょうか？　けれど相対する者に偽いつわりを許さない想眼は、かつて輝使族を世界的に権けん威いのある調ちよう停てい者しやたらしめた、誇るべき力のはず）

　いつの間にか想眼は伝説の力になってしまったけれど、元は発現した者が例外なく畏い敬けいの対象として尊とうとばれていたぐらい、特別で大切な能力。

　しかし現代では、その力は『化け物』と化してしまった。

　誰しも心の内など読まれたくはない。それは神にのみ許された領域だ。だからこそ、かつての輝使族は崇すう拝はいされていたわけだが──

「……エルハイネ」

「何か？」

「わたくしに目のことを話すのを、恐ろしくは思わなかったのですか？」

　まるで本当にささやかな秘密の打ち明け話のように、エルハイネはローゼに己が持つ想眼の力を教えてくれた。それによってローゼは励まされたが、エルハイネはどのような気持ちで告げたのだろう。

　エルハイネが正式にフロウハイムに所属したのは、成人を迎えた十六歳から。

　それまでの日々をあのように拒絶され続けていれば、能力をひた隠しにする方が自然ではないのか。

　心理が分からずに訊ねたローゼに、エルハイネは王に向けたのと同質の冷ややかな微笑を浮かべた。

「恐ろしくはありませんでしたよ」

「なぜです？　もし──……」

「もし貴女が僕の想眼を厭いとうなら、その程度の方というだけですから」

「──……っ」

　定められた審しん判ぱんを口にしただけのような、温かみのない言い様にぞくりとする。

　柔にゆう和わな笑顔の下で、エルハイネはローゼという人間を計っていたのだ。

「想眼で視えるのは感情の持つ色だけです。顔は笑っているけれど内心憎にくんでいるとか、嫌けん悪おされているとか、恐れられているとか、その程度の精せい度どですね」

「それ、は……」

　例え話ではないのが、挙げられた感情の偏かたよりから察せてしまう。

「そんなもの、僕としても好んで視たくはありませんからご心配なく。便利ではありますけれどね」

　言いながらエルハイネは外していた眼鏡を掛け直した。その瞳には、周囲を蔑む冷れい淡たんな光が宿っている。

　それはあまりに硬こう質しつで、何者をも寄せ付けない壁かべのよう。

　エルハイネは分かっていたのだ。この地で被る悪意も、それによってすり減り、疲ひ弊へいする己の心も。

「エルハイネ、無理は──」

「無理などしていませんよ」

　先を聞くのも疎ましいとばかりに、心配は撥はね付つけられてしまう。

「僕は神騎士ですから。当然の務めを果たしているだけです」

「……分かりました」

　これ以上はきっと、エルハイネを傷付ける。そんな雰囲気を感じ取って、ローゼは言葉を吞み込んだ。

「貴方の覚悟に感謝します。……滞りなく済ませて、フロウハイムへ戻りましょう」

　視えないローゼですら、エルハイネに向けられた敵意を充分に感じ取れた。己を忌いみ嫌きらう気配に満ちたトラウクレールよりは、フロウハイムの方がまだしも過ごしやすいだろう。

　早く、心穏やかにいられる地へ帰してあげたいと、切せつに思った。

　しかしローゼがそのままを伝えても、エルハイネはきっと気遣いを不要として受け入れてくれない。そんな予感がある。

「そうしましょう。……この国は、貴女にもヴィレフさんにも、長く留とどまってほしくはない土地です」

　己の故こ郷きようをそう評したエルハイネの言葉が、ローゼはただ悲しかった。
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　宝珠オーブを納めた風の神殿があるのは、王都の北にそびえる山の頂だ。

　多くの種族にとって訪れることさえ困難な立地は、防衛時に大きな力を発はつ揮きしてきた。

　輝使族であれば己の翼一つで飛んでいけるが、人族であるローゼやヴィレフに翼はない。そのため、輝使族が使し役えきしている翼よく竜りゆうに頼って神殿へ向かう。

　ローゼたちに合わせて王とエルハイネも己の翼を使わず、翼竜への騎乗を選んだ。

　そうして一行が頂上付近にまで到とう達たつすると、トラウクレール王は手を頭上にかざし、輝力を放出した。途と端たん、目の前の何も見えなかった場所で光の網あみが解けていき、粒りゆう子しとなって搔かき消きえる。結界に穴が開いたのだ。

「急ぎましょう。すぐに自動修復しますので」

　町に張られたものもそうだが、トラウクレールの結界は直接宝珠から力を得て構成されている。宝珠が無事である限り簡単には壊されないし、付ふ与よされた性能も総じて高い。

「分かりました」

　一行が潜り抜けると、王が言った通り、背後で開いた穴が塞ふさがる気配がした。

　結界内部へと入ったローゼが一番に感じたのは、濃こすぎるほどの風の輝力。

（輝力を生む宝珠が近くにあるのですから、多少は濃くなって当然ではあるのですが……）

　だがどうにもそれだけではない気配がする。しかし説明できるほどには正体が摑つかめない。

「どうぞ、こちらです」

　周囲を見回すローゼを急せかすように、トラウクレール王に促される。ひとまずは宝珠を見ようと、黙だまって彼の案内について行った。

　ここであれこれ考えるより、感じ取れるものがあるはずだ。

　風の神殿は入り口通路から続く大広間一つだけの小さな建築物で、内装の主役は強固な結界を作り出すために描かれている、精密な呪紋法印だ。

　そして大広間の中央に置かれた台座の上に、風の宝珠が鎮ちん座ざしている。

　宝珠の姿は透明度の高い緑色の球体。強い輝力を湛たたえる清せい浄じような存在感は、ローゼの身の内にある命の宝珠と近しいもの。

「ローゼリンデさん。いかがですか？」

「……表面上は、変わりなく見えます」

　ローゼの内では何かが絶対に『違う』と警告を発しているのに、ここまで来ても明確な異常を判別できない。

（わたくしの感覚を阻そ害がいする力が働いている。その時点で由々しき事態です）

　しかしここにあるのは濃すぎる風の輝力のみ。邪魔をするような他の要素が感じ取れずに、じわじわと動揺が心に広がっていく。

「ご覧の通り、表も裏も、異常などありませんよ」

　聖命の書によって、異常を感じたからこその来訪である。そうと知りつつも聖女が導き出した判断を全否定して、トラウクレール王は苦々しげに言いきった。ぎろりとヴィレフに睨にらまれるが、王は同等の強さで睨み返す。

　険悪なやり取りが交わされる中で、ローゼは不安を隠し、己の全身から与えられる訴えを疑わずに断言する。

「ですが、間違いなく違和感があります」

「……何ですと？」

　宝珠から目を離さないままで言ったローゼに、王は更さらに不快そうな声を出す。

　気のせいだろうか。ローゼにはそれが怖れを含んでいるように聞こえた。

　王の態度も気にかかるが、今は宝珠が優先される。引っ掛かりを覚えた以上、ローゼが出す結論は一つだけ。王へと向き直り、フロウハイムとして正当な要求を行う。

「トラウクレール王。風の宝珠を渡していただきます。大神殿にて精査いたしますので」

「できかねます」

「……なぜです？」

　もしかしたら拒まれるかもしれないとは考えていた。だが実際に断られて、ローゼはやはり驚きを禁きんじ得ない。

　宝珠に異常が現れた際の処置は、聖女に一任されると決まっている。異議を唱える余地などない……はずなのだ。本来は。

　時と共に『敵』の脅威を忘れ、昨今ではフロウハイムを形けい骸がい化かする者が増えてしまったのは事実。トラウクレール王は完全にそちら側の人物だ。

　聖女の権利を捻ねじ伏せ、宝珠を渡そうとしないのがその証あかし。

「お若い聖女様は、世界の秩序をご理解されておられぬようだ」

　さもローゼが見けん当とう違ちがいの要求をしてきたとでも言いたげに、トラウクレール王は呆あきれた表情を作って肩を竦すくめた。

「そのようなことはありません。わたくしは──」

「宝珠の真の管理者は、万ばん物ぶつの母である命の宝珠に選ばれし聖女。ええ、分かっておりますとも。しかしそれが意味するところをお分かりか？」

「……何が言いたいのです」

　ローゼにしてみれば災厄を招かないために取るべき最善の行動。どこに問題があるのか想像すらつかない。

　ローゼが分かっていないことに勢い付き、トラウクレール王は己の主張を雄ゆう弁べんに語り出した。そちらこそが常識であるかのように。

「各地に宝珠が配されたのは、元は輝力の循環をよりよくし、反属性──我らと敵対する魔ま力りよくをどのような辺境にあっても凝こごらせないためでしたな。そうして有力な組織が宝珠の管理を任されて平和な世が続き……どれほど経たったか」

「最後の聖戦は八十七年前になります」

「そうでしたな」

　正確な数字を反射的に答えたが、王としてはとても長い間、と言いたかっただけだろう。

「宝珠を動かすということは、フロウハイムが異常を認めたと公表するも同じ。民はどれほど不安になるでしょうな。命の宝珠を身に宿した、真の聖女よ」

「……」

　ローゼが真の聖女だからこそ、異変を示す行動を取れば、その影響は計り知れない。なぜなら世界中が知っている。

　訪れる強大な危機から世界を護るために、聖女が現れるのだと。

「戯ざれ言ごとを！　宝珠が変異を起こせば不安などという曖あい昧まいなものでは済まない！　貴殿は分かって言っているのか！」

　ヴィレフにとって、トラウクレール王の言い分は理由になどならなかった。詰つめ寄よろうとしたヴィレフを、しかしエルハイネが手で制する。

「待ってください、ヴィレフさん」

「エル！」

「王の言うことにも一理あります。徒いたずらに人心を刺し激げきするべきではない。ただでさえ聖女の降こう誕たんで過敏になっている人は多いのです。その心理をついた犯罪が多発しているのは事実……」

　聖女の一挙手一投足が、民に確信を与える。たとえそれが、本当はまだ訪れていない災厄でも。

　きっと、もしかしたら──恐怖に負けた疑ぎ心しんが、負の連れん鎖さを起こす怖れは充分あった。

　ここに至り、ローゼは内密にと言ったにもかかわらず大々的に迎え入れたトラウクレール王の真意を悟る。聖女の行動に枷かせをつけることが目的だったのだ。

「貴方が僕らの来訪を大おお袈げ裟さにしなければ、事を隠密に運ぶのも可能だったでしょうに」

　そうと知ったエルハイネは、忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

「我わが国くにへの視察を特別にせぬよう、近いうちにすべての宝珠を見て回ることを推すい奨しよういたします。着任されたばかりの貴女ならば、そう不自然にも思われますまい」

　宝珠の様子を見に現地へ出向くなど、聖女には不要である。異変が起これば、命の宝珠によって明確に伝わってくるのだから。

　正に、今回のように。

　しかしトラウクレール王の言げんが、能力の有無を指しているのではないとは理解した。

　ローゼは胸むねの奥おくからふつふつと湧わき出でる憤りを自覚する。

「……貴方はなぜ、護るべき民を己の都合で利用しているのですか」

「失敬な。民を第一に考えたからこその結論です。貴女にもぜひ、そうあってもらいたいものですな、聖女よ」

　太ふて々ぶてしい物言いに腹が立つ。ローゼは意識して一度深めの呼吸をした。それでかろうじて感情を破は裂れつさせるのを抑え込み、決断を口にする。

「戻ります」

「いいのか？」

　問いながら、ヴィレフの手はすでに武器を納めた腕うで輪わに触れていた。

　たとえ何を敵にしようとも、聖女の意志を貫つらぬくのが神騎士の務つとめ。当然の表情で聖女の命めいを待つヴィレフに、ローゼは首を横に振る。

「人心を惑まどわすことは、本意ではありませんから」

　宝珠に違和感を覚えた以上、放置はできない。だが強ごう引いんに宝珠を持ち帰れば、王の言った通りになる。

　異変は感じるが、異常は起こっていない。正体を計りかねている現状が、強行に踏ふみきるのを留まらせた。

（トラウクレールの協力が得られなくとも、原因を突つき止とめ、収める方法はあるはずです）

　聖女の判断は絶対だ。ヴィレフは手を下ろし、構えを解く。

「……下げ衆すが」

　ローゼを挟んでヴィレフと反対側に立つエルハイネから、憎にく々にくしげな言葉が低く発せられた。込み上げる嫌悪に耐たえきれず、零こぼれ落おちたかのように。

　人を傷付けるしかないその言い様は、聖女として諌いさめるべきだったのだろう。だがローゼはエルハイネを咎とがめることができなかった。

　己の見み栄えを守るために真の脅威を蔑ろにし、民を顧かえりみないトラウクレール王の行いが、あまりに卑ひ劣れつだとローゼ自身も思ったから。
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　フロウハイムへと戻もどってきたヴィレフは、休きゆう憩けいもそこそこに行動を起こした。トラウクレールへ行った三人に加え、大だい神しん殿でんで守備役を務めていた闇やみの神しん騎き士しも呼び、今後の方針を話し合う会議を開いたのである。

　もう一人火の神騎士がいるが、そちらは別件で遠えん征せい中ちゆうなので、フロウハイムに揃そろった神騎士はこれで全員だ。

　時刻はもう夜を回っていたが、それを気にする者はいない。

「まったく、話にならん！」

　場に一同が揃うなり、ヴィレフは憤ふん然ぜんたる様子で声を上げた。議長としてはいかがなものかだが、ローゼも似たような気持ちだったので、窘たしなめる機を逸いつしてしまう。

「トラウクレール王は、事の重大さがなぜ認にん識しきできないのか！」

「欠片かけらもしていないわけではないと思いますけれどね。目先の都合の悪いことから逃にげるのに必死なんでしょう」

「では、どうするのですか？」

　挙手をして発言を求めたのは、一人の少女。緩ゆるやかなウェーブを描えがく柔やわらかそうな銀ぎん髪ぱつに、真しん紅くの瞳ひとみをした小こ柄がらな美少女で、肩かたに生きた黒くろ蛇へびを乗せている。闇の神騎士である彼かの女じよの名はアレクシアで、蛇へびの方はアレクセルだ。

　アレクシアの見た目はせいぜい十四、五といったところだが、修しゆ羅ら族ぞくである彼女は見た目と年ねん齢れいが一いつ致ちしない。修羅族は一つの器うつわに三人分の体があると噂うわさの一族で、人族の三倍ほどの寿じゆ命みようを生きるという。こう見えてアレクシアはこの場に揃った神騎士の中で最年長なのだ。

　しかし言動と精神性は見た目のまま。修羅族の成長速度としては普ふ通つうの範はん囲いらしい。

「もちろん放置はできません。今後は余計な介かい入にゆうをされないよう、こちらで勝手に調べてしまいましょう」

　管理者へと義を通したフロウハイムの誠意を、トラウクレールは無む碍げにした。エルハイネの提案に、最も早はや遠えん慮りよはない。

「つまり密入国なのですね！　楽しみなのです。シアはそういうの大好きなのですー」

　諸もろ手てを挙げて歓かん喜きを口にするシアへ、ヴィレフから無情な一言が突つき付けられる。

「お前はローゼと留守番だ」

「「え!?」」

　驚きよう愕がくの声を上げたのはシアだけではない。ローゼと見事に重なった。

「ど、どうしてなのです!?　シアは合法的に暴れられるっていうからフロウハイムに──痛っ、お兄様、嚙かむのはナシなのです、痛いのです！」

　台詞せりふの途と中ちゆうで肩の蛇──アレクセルがかぷりと首を甘あま嚙がみしたのに、シアはぷうっと頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする。

「正直なのはシアの長所なので──痛っ。じ、冗じよう談だんなのです！　ええと、つまりですね」

　再びお叱しかりの甘嚙みをされ、シアは少し考えてから。

「シアも愛と勇気と希望と世界の秩ちつ序じよのため、戦うのです！　痛っ！　何がダメなのですかお兄様！　……ふんふん」

　今度は建たて前まえに包んで言い直したが、それもダメ出しをされたようだ。

　兄と呼び慕したう黒蛇の言い分をうなずきながら一通り聞き終えると、シアは三度目の挑ちよう戦せんを行う。

「ええっと、秩序のため、役目を全うしたいのです!!」

　最終的に物ぶつ騒そうな部分すべてを覆おおい隠かくした主張を、見事に完成させる。

「はい、白々しい建前をありがとうございました」

「ではでは!?」

「却きやつ下かです」

「がう！　なのです!!」
















　素す気げなくエルハイネに却下されたシアは不満を訴うつたえるが、誰だれも取り合わなかった。眉まゆを下げ、助けを求めてアレクセルを見るが、彼かれはくわぁ、と眠ねむそうな欠伸あくびをしてシアの首に巻き付き、頭をシアの背に隠してしまう。

　シアの申し立てが一段落ついたので、今度はローゼが挙手をする。

「わたくしはなぜ留守番なのでしょう？　異常を視みるのに役に立てると思いますが」

（暴れるつもりもありませんし……）

　シアには悪いが、彼女と同じ理由では納なつ得とくできない。

「ローゼリンデさんに来ていただいた方が効率的なのは分かっています。しかし現段階では、貴女あなたに現場に来ていただくほど切せつ羽ぱ詰つまっているとは思えませんでした」

　事態はそう逼ひつ迫ぱくしているわけではないだろう──というエルハイネの言い分には、ローゼもうなずける。

　不自然さは気になったが、トラウクレールで感じ取った力の属性は輝き力りよくのみ。これが敵対属性である魔ま力りよくの侵しん食しよくだというなら話は別だが、輝力を保っているのであれば、何が起こっていようとも急激な悪化はしないはずだ。

　だからこそ強ごう引いんに宝珠オーブを持ち帰らずに引き下がった。

「腹立たしいですが、ローゼリンデさんの行動を軽けい率そつにはやし立てる誰かがいる可能性は否定できません。トラウクレール王に先手を打たれてしまいましたからね」

　風と水と光の輝力を使い、音声と映像が伴ともなった情報伝達が素す早ばやく行われるようになったのは、ここ二十年ほどの話。鏡映ミラヴイジヨンと呼ばれるその輝工製品マテリアライズは、完全に普ふ及きゆうしたというにはまだ足りないが、富ふ裕ゆう層そうの多くが個人で所有できるぐらいには浸しん透とうしている。

　つまりローゼのトラウクレール来訪は、ある程度世界中で周知されていることなのだ。

　聖女が頻ひん繁ぱんにトラウクレールに入っていては、何かあるのではと勘かん繰ぐる人も少なくはあるまい。

「その点、僕ぼくなら今すぐ戻って姿を見られても、久しぶりの故こ郷きように里心がついたで押おし通とおせます。当面は僕とヴィレフさんで探さぐってみましょう。──なのでどうか、信じていただけませんか」

「……狡ずるい言い方をしますね」

　信じてくれと言われてしまったら、否いなとは言い難にくい。

「けれど、大だい丈じよう夫ぶなのですか？　貴方あなたはあまり……」

「子どもではないんですから、好こう悪おを仕事に持ち込んだりしませんよ」

　ローゼが抱いだいた心配を、エルハイネは苦く笑しようと共に流した。さも当然だと言いたげに。

（本当に？）

　しかしローゼは、エルハイネのその反応でより心配になった。無理をして自分に言い聞かせているように見えて仕方がない。

　ローゼの言葉すら耐たえきれずに遮さえぎっているのに、頑かたくなに何でもないと言い張るのだ。

（けれど大勢を考えれば、エルハイネの言い分の方が合理的です）

　それにエルハイネはローゼより年上で、余よ程ほどしっかりしている。ローゼが気を回しすぎなだけで、エルハイネにとっては感情処理が済んだ、本当に大丈夫なことなのかもしれない。

「……分かりました。では、二人とも。よろしくお願いします」

　結局ローゼは、エルハイネを信じて委ねる選せん択たくをした。

「ああ、任せておけ」

「すぐに元げん凶きようを突つき止とめてみせましょう」

　ローゼが言葉を重ねなかったのを正しく信しん頼らいのためだと理解して、エルハイネはヴィレフと共に力強く請うけ負おう。

「いつでも救きゆう援えんを頼たのんでくれていいのです！　シアの準備は常にバッチリなのですよ」

「はい。そのときが来たらお願いしますね」

　まだ諦あきらめていないらしいシアの訴えに、エルハイネからはまず見み込こみのなさそうな、爽さわやかな笑え顔がおで当あたり障さわりない答えが返された。

「わー。笑顔がうさん臭くさくて絶望なのですー」

「おお。うさん臭さしかない笑顔というのは才能だな。言葉より雄ゆう弁べんとは……やるな」

　ヴィレフの感心は本物だったが、言われた当人が喜べるかはまた別である。

「貴方たちは……！　僕が何を言っても傷付かない鋼はがねの心臓の持ち主だとでも思ってるんですか!?　今のは一応本心だったんですよ!?」

「『今のは』と『一応』が入っている時点で、言われても仕方ないだろう」

　いつもは本心が別にあると、さらに今回もその気が大してないのだと告白したようなものだ。

「普ふ段だんの行いが大切なのですよー？」

「くっ……。正論なだけに言い返せない……」

　認めはしたものの、丸きり噓うそではなかったのも本当らしい。頭から否定された悔くやしい気持ちが思いのほかあるようで、エルハイネはぎり、と歯を嚙かみ締しめる。

「ともあれこれで話し合いはお開きなのですね？　すぐトラウクレールに向かうのです？」

「そのつもりです」

　シアの問いに答えたのはエルハイネだが、隣となりでヴィレフもうなずいた。彼らはローゼの見立てこそを重視しているのだ。

「ではシアとお姉様の外され仲間は、お部屋で寂さびしく愚ぐ痴ち大会するのです」

　ローゼへと身を乗り出し、シアは不満そうに、しかし若じやつ干かん楽しそうな色も見せて誘さそってくる。

「待て。いつからローゼはお前の姉になった？」

「ふふん。愚ぐ問もんなのです。フロウハイム最高権力者たる聖女のお姉様に媚こびるのは、当然の処世術なのです！」

「いや、だったらそれは言っちゃ駄だ目めなやつでしょう」

「バレバレだからいいのです。こういうのを隠かくしてしまうと、無む駄だに怪あやしく見えて損なのです」

　ヴィレフとエルハイネの突っ込みにも動じず、シアは胸を張って明け透すけに言いきった。いっそ清すが々すがしささえ感じる。

「なのでお姉様、安心するのです。シアはいつでもお姉様の味方なのですよー？」

「ありがとう。とても心強く思います」

　己おのれを殺してまで人に尽つくしてほしいとは、ローゼは思わない。人は誰しも自分のために生きていい。もちろん、他者に迷めい惑わくをかけない範囲で、という注ちゆう釈しやくがつくが。

　だからシアが彼女自身のためにローゼの味方でいてくれるのは、むしろ歓かん迎げいすべきことなのだ。彼女の打算に応えられるかは状況によるが。

「ではでは、まずはシアの部屋に行くのです、お姉様」

「それは少し待ってください。二人がすぐにトラウクレールへ発たつというのなら、見送りをしてからにしましょう」

「……む。分かったのです」

　もっともだと思ったのか、シアは浮うかしかけた腰こしを椅い子すに戻す。

「お気持ちは嬉うれしいですが、まずは目立たない恰好に着替える必要がありますから、今すぐというわけにはいきません。僕らのことはお待ちいただかなくて大丈夫ですよ」

「気持ちだけ受け取ろう。お前たちはゆっくり休んでいてくれ」

「そう……ですか？」

　少し迷ったが、ローゼは二人の言葉に甘あまえることにした。ローゼを待たせていると思って準備を急せかす形になってしまったら、そちらの方が申し訳ない。

「分かりました。二人とも、気を付けて」

「ああ、行ってくる」

「では、また後日お会いしましょう」

　見送りの場は、飛ひ空くう艇てい発着所ではなく会議室の場となった。

「ふっふっふ……」

　パタン、と扉とびらが閉められて数秒後。満面の笑顔を作ってエルハイネとヴィレフを共に見送っていたシアが、低い含ふくみ笑わらいを発した。

「アレクシア？　どうし──？」

「さあお姉様！　シアたちも準備なのです！」

「……え、っと？」

（準備とは、何の？）

　見送りはいらないと言われてしまったし、発ってもいない段階から出で迎むかえの用意は早すぎる。首を傾かしげるローゼの手を摑つかみ、シアは天てん井じように向かって突つき上あげた。

「もちろんシアたちも行くのです！　ね？」

「行かないと決まったばかりですが」

「ダメなのです！　つまらないのです！　──痛っ、お兄様、嚙むのはナシなのです！　いえ、嚙まれてもシアの決心は変わらないのですよ！」

　背中側から頭を戻したアレクセルは、長い息を吐はいた。蛇の生態に詳くわしくないローゼにも分かる。咎とがめているに違ちがいない。

「大体、レフもエルも言っていることがおかしいのです。どうして聖女であるお姉様を神しん殿でんに押し込めるのです？　お姉様はお飾かざりになるためにいるわけではないのです。お姉様には誰よりも優すぐれた力があるのですよ」

「！」

　言われて、ローゼははっとする。

（そう、わたくしは『聖女』。創造主によって生み出された、この世界すべての命を護まもる運命さだめを持つ者。そのわたくしが、なぜ護るべき者に護られ、己の安全のみを享きよう受じゆしているの……？）

　シアの言葉は、ローゼの中でもやもやとわだかまっていた部分を的確に形にしてくれた。

　時代は進み、世の常識は初代聖女の頃ころとは大きく変化している。人が増え、文明が発達し、政まつりごとは複雑化した。フロウハイムが俗ぞく世せいとは一線を画した存在だとはいえ、受ける影えい響きようは皆かい無むではない。

　エルハイネにされた説得は間ま違ちがいなく正しい側面を持っていたから、ローゼはヴィレフたちの意見を拒こばみきれなかった。聖女だからこそ、世の秩序を守る国々の政を蔑ないがしろにはできない。

　けれどそれは──本当の危機を前にしたときには、本ほん末まつ転てん倒とうなのではないか。

（ですが聖女が宝珠の様子を熱心に窺うかがっていると知られるのはよくない。ではやはり、大人しく待機しておくのが最善でしょうか？　けれど……）

　思考の迷めい路ろに嵌はまりかけたローゼの耳に、自信ありげなシアの笑い声が届いた。

「ふっふっふ……。それには簡単な解決策があるのです。お姉様もレフたちと同じことをすればいいのです」

　どうやらシアはまだアレクセルと会話をしている。残念ながらローゼに蛇語は分からないが、シアの答えから鑑かんがみるに、アレクセルはローゼのためらいを代弁するような内容をシアに言ったのだと当たりをつけた。

「変装して行けばいいのです！」

「なるほど……！」

　シアの提案に、つい賛同の声が出てしまう。それを耳にしたシアは、嬉しそうに振ふり向むいた。

（そうです。聖女として訪おとずれるのが騒さわぎになるから駄目なのであって、忍しのんで、見つからなければ問題ないのでは!?）

　前向きに検討し始めたローゼへと、アレクセルが顔を向けてくる。シアに対して発したような叱しつ責せきの鳴き声こそ上げなかったが、その目は雄ゆう弁べんに反対を訴えていた。

（とても、理知的な瞳……）

　非難を込めて見られているときに思うには不適当だろうが、アレクセルの赤せき眼がんにローゼが瞬しゆん間かん的てきに抱いたのは、感かん嘆たんだった。

「お姉様も乗り気なのですね!?」

　ローゼがトラウクレール行きを決心すれば、シアは己の願望を叶かなえられる。瞳がその期待に満みち溢あふれて輝かがやいていた。

　どうやらシアは、聖女や神騎士に求められる素行について、ほとんど興味がないらしい。彼女は自分の欲望にこそ忠実だ。

　聖女は一定の常識以上には、目的や心性を他者に強制しない。皆みなで同じ方向を見て進めるよう、誠意を掲かかげて目指すだけだ。

　人が命を、魂たましいを懸かけて困難に挑いどめるのは、心に根差した真実の想おもいのため以外にないのだから。

「わたくし、やはり行くべきだと思うのです」

　身を護れというヴィレフとエルハイネの言い分も分かる。だが事態が切羽詰まっていないのならば、無む闇やみに自分の安全だけを図る方がむしろおかしい気がしてならない。

　逆に切羽詰まっているのならば、急いで処置に当たるべきだ。

　世界の守護者たる聖女であれば、どちらにせよ見み極きわめるために動くのが順当なのではと思ってしまう。

「決まりなのです！　お兄様、これは聖女の意思なのですよ！」

　アレクセルはしばし無言でローゼとシアに咎める視線を送っていたが、二人が意見を変えないと分かると、ややあって諦めたように頭を縦に振ふった。

　不ふ承しよう不ぶ承しようながら、了りよう承しようした、ということでいいのだろう。

「では善は急げ、なのです！」

　話し合って正式に決めた内容を、勝手に覆くつがえしての行動は決して善ではないが、ローゼに異論はない。

　ローゼの手首を摑むと、シアは潑はつ溂らつと駆かけ出した。

「ア、アレクシア!?」

　いきなりだったので多少よろけたものの、ローゼはすぐに体勢を立て直し、自らの足と意思で走る。

「待ってください、神殿内をみだりに走ってはいけません。皆が驚おどろいてしまいます」

　ローゼは普段、廊ろう下かを走ったりしない。周囲に何事かと思われてしまう。

「あ、そうだったのです」

　勢いに任せていただけのようで、ローゼに注意されたシアはピタリと走るのをやめた。それからせかせかと歩き出す。

　それでも早歩きなのは、気が急せいている証あかしに違いない。

　自分の部屋に戻るという言葉と向かっている方向からして、行き先は見当がつく。

（けれど、どうしましょうか）

　目的は定まった。しかし実行にあたっては難題が待ち受けている。

「まずはお姉様を変身させるのですよ！」

「変身……」

（そこまで大きく変われるものでしょうか？）

　お忍しのびで行くなら私服だ。そこは聞くまでもなく決定でいい。だが聖女の恰かつ好こうより目立たないとはいえ、本当にそれだけで大丈夫と言いきれるだろうか。

　聖女継承の儀式を終えるまでのローゼは自国内での活動しかしてこなかったが、世界に向けての露ろ出しゆつが皆無だったわけではない。顔だけで気付かれる事態も考こう慮りよするべきだ。

（……やはり、無茶かもしれません）

　弱気が頭をもたげたローゼと違い、シアのやる気は満ちたまま。自室に戻ると、招き入れたローゼをくるりと振り向く。

「お姉様が普段着るような私服では、お忍びの意味がないのです。ので、ここは思いきり聖女らしくない恰好をするのです」

　やはりシアも同じ危き惧ぐをしていたらしい。

　初めて訪れた他ひ人との部屋で勝手もできず、入り口付近で所在なげにしているローゼを置いて、シアはクローゼットへと向かう。そこから無む造ぞう作さに服を取り出し、ソファの辺りに放り投げた。扱あつかいがなかなか粗そ雑ざつだ。

「これは……？」

　選ばれた服は、シアの言った『思いきり聖女から外れた恰好を』という表現にぴったりのものだった。

　素材そのものが艶つやを持つ生き地じで作られ、基本色は黒。普段のローゼならまず選ばない。

　要所に飾かざり付つけられた紫むらさきのレースと赤の差し色が、ドレスの印象を華はなやかにする。上品ではあるが、どことなく香かおり立つような妖よう艶えんさを演出したデザインだ。

（なぜ、このような服がアレクシアのクローゼットにあるのでしょう？）

　一見しただけでシアとはサイズが違うと分かる。というか、多分ローゼに丁度いい。

「こんなこともあろうかと、準備していたのです！」

「準備とは、一体いつからです？　わたくしたちがトラウクレールへ行くと決めたのは昨日きのうの話ですよ？」

「お姉様とお留守番に回される可能性が高いのは、シアには予想できていたのです」

　顎あごに手を添そえ、謎なぞを解き明かした名めい探たん偵ていばりにシアは語る。ただしその内容は問題アリな性格に自覚があるという、微び妙みようなものだが。

「さすがのシアもお姉様を一人にはしない──しないのです！　しないための用意なのですよ、お兄様！」

　牙きばを剝むいて怒おこるアレクセルに、シアは強調して繰くり返かえす。

（そういえば、アレクシアにはわたくしに黙だまって一人で行く、という手もあったのですね）

　ローゼを連れて行くより身軽に動けて、シアからすればそちらの方がよかったはずだ。

（なのにわたくしの同行を求めたのは……どうにもアレクセルに咎められるから、という心情が窺うかがえます）

　ローゼの護衛を放ほう棄きしてトラウクレールに向かえば、アレクセルに怒られてしまう。大人しくフロウハイムに残るつもりのなかったシアとしては、ローゼを説得し、聖女の意思で行動するよう持っていくしかなかったというわけだ。

　事実アレクセルは、納得こそしなかったがローゼの意思を優先し、もうトラウクレール行きを反対していない。

　神騎士としての自覚がどうのというより、身内の叱責の方がシアには効くようだ。

「なので早さつ速そく、着替えるのです！」

「そうします」

　ローゼが服に手をかけると、アレクセルは慌あわててシアの背中に隠れた。

　着るのが難しい類たぐいの服ではなかったので、着替えはすぐに終わる。両手を広げて見せ、ローゼはシアに出で来き栄ばえを訊たずねた。

「どうでしょうか」

「うーん。ダメなのです」

「ええ!?」

　自分では結構雰ふん囲い気きが変わってよかったのではと思っていただけに、シアのダメ出しにうろたえる。

「それでは変装ではなく、仮か装そうなのです！　服に着られすぎなのです！」

「そ、そう言われても……」

　どうすればいいか分からない。

　困って眉を下げたローゼに、シアはふっ、と自信たっぷりに笑ってみせた。

「任せるのです！　シアの準備に抜ぬかりはないのですよ。こんなときのための対応策も、しっかり用意してあるのです！」

　言ってシアは、鏡台の引き出しを漁あさり始める。この状じよう況きようで活いかされる鏡台の物といえば、アレしかない。

（メイクですね！　一流の技術者が施ほどこせば別人になることさえ可能と聞きます。アレクシアはその技術を習得して……あら？）

　ローゼの予想に反して、シアが取り出したのは化け粧しよう道具ではなかった。中央に穴の開いた円状の金属に糸を通した、単純な造りの器具だ。取り出した場所を考こう慮りよしてこじつけるのならば、装そう飾しよく品ひんと言えなくもない。それにしてはあまりにも素っ気ないが。

　シアはずいっと手を伸のばし、ローゼに金属を突き付ける。

「さあお姉様！　この円えん盤ばんをじーっと見つめるのです！」

「え、ええ……？」

　言われるままローゼが金属を見つめると、シアは糸を操あやつって、ゆっくりと左右に振った。

（……。わたくし、これ、知っています）

　確か催さい眠みん術じゆつをかけるときの伝統的な手法だ。

「あの、アレクシア」

「シッ、なのです。お姉様は集中なのです」

「……分かりました」

　何はともあれ、シアは自分のために真しん剣けんにやってくれているのだ。ならば自分も応えるべきだろう──と、ローゼは雑念を消して無心に金属を見つめた。

　精神集中は得意だ。呪じゆ紋もんを扱うのに必ひつ須すの技術だからである。

　ローゼが意識を集中させたのを受け、シアは妙みような節回しで唱え始めた。

「お姉様は～悪女に～なるの～です～」

「いえ、悪女になる必要はないでしょう」

　つい突つっ込こんでしまう。

　しかしこれはしていい主張のはず。聖女と真逆の印象にするとしても遠慮したい。別の方向性をまだ模も索さくできるはずだ。

「むぅ……っ。じゃあどうするのです？」

「そうですね。やはり、衣服に似合う印象がいいとは思いますが……」

　主張の強い黒や赤、紫を大だい胆たんに身に着けられるのは、きっと自信のある人だろう。ならば自身の考えをためらわず体現していくような、強い人がいい。

　厳格であっても穏おだやかな聖女像には似合わないが、率そつ直ちよくにものを言う闊かつ達たつさというものに、ローゼの憧あこがれがあったのも否いなめない。

（そう、ですね。多分──……）

「シア」

　声を意図的に低めに落として、目の前の少女の名を呼ぶ。

「もういいわ」

（こういう感じ、でしょうか）

　喋しやべりながらローゼはシアの手を押さえ、振ふり子こを止めた。誇こ負ふに満ちた笑えみを唇に湛たたえながら。

（何も、役者のように完かん璧ぺきである必要はないのです。聖女に似ているけれど違うだろう、と思ってもらうだけで充じゆう分ぶんなのですから）

　こういう人ならばこうするのではないか、と頭に思おもい浮うかべられる人物像を演じるのは、ローゼにとってとても馴な染じみ深いものだ。

　何を考えているかさえよく分からない自分自身や、失敗のできない聖女よりずっと気楽で、迷いなく強い女性の雰囲気を装よそおえる。

「これならどうかしら」

　訊ねつつも、ローゼの声には否とは言わせない支配力があった。

　妖艶ささえ滲にじませるローゼの表情に、シアは輝く笑顔で大きくうなずく。

「バッチリなのです！」

　ダメ出しをされた相手からもお墨すみ付つきをもらえたし、ローゼ自身も手応えを得ている。これならどうにか演じられそうだ。

「では、最後の仕上げをするのです」

　いそいそと鏡台に向かったシアが出してきたのは、今度こそ化粧品だった。

　鼻歌交じりにローゼの顔を作っていくシアは実に楽しそうで、手慣れている。ローゼも王女として、聖女として、専用の技術者が身み形なりを整えてくれる生活をしているが、シアの手て際ぎわは彼女たちと比べても遜そん色しよくない。

「続いて最強のおまじない、なのです！　お姉様、鏡に向き直って、少しの間目を閉じていてくださいなのです」

「分かったわ」

　うなずき、ローゼはシアの指示に従った。言われるままに目を瞑つぶると、間を置かずに誰かの指がローゼの髪かみを梳すく。

　誰か、というかシアに決まっているのだが、とっさにそうとは思えない違い和わ感かんを覚えた。

　服越ごしに手首を摑まれたときに感じたものよりも、シアの手が大きく、節くれだっている気がしたのだ。

　だが闇の神騎士として武器を扱う身なのだから、多少硬かたくなっているのは当然のこと。触しよつ覚かくのみで捉とらえるから過か敏びんに感じるだけで、実際にはそうでもないのだろう。

「完成！　なのです。さあお姉様、ご覧あれ！」

　許しを得てローゼは目を開き、絶句する。鏡に映った女性は、いつものローゼとはまったくの別人だった。

　年の頃は二は十た歳ち前後ぐらいに見える。気の強そうな美女を作り上げたメイクの腕うでももちろん称しよう賛さんしたいが、ローゼの言葉を奪うばった一番の理由は、髪が漆しつ黒こくに変化していたからだ。

「これは……」

「幻げん術じゆつをかけたのです。これならパッと見でお姉様と気付く人はいないのです」

「素す晴ばらしい技術ですね」

　感嘆の息と共にローゼは自らの髪を一ひと房ふさ摑み、まじまじと見つめた。それはごく薄うすく輝力で覆おおわれており、余程注意深く観察しなければそうと分からないほどだ。

「ときにお姉様、口調が戻っているのですよ」

　指し摘てきされてローゼは言葉に詰つまる。この姿を鏡で見た瞬間に思ったのだが──。

「シアはかっこいいお姉様も好きなのですよー」

「……そのことですが。わたくし、貴女のメイク技術に頼たよるだけで充分なのではと思うのです」

　今さらながら茶番感が増して恥はずかしい。ちょっと楽しかったから余計に恥ずかしい。

「ちっがーう！　のです！　相応のフリは必要なのです。お姉様は素が美人なので、あまり手を入れられないのです。やりすぎは舞ぶ台たいメイクになるですし」

「そ、それはさぞかし目立ちますね」

「なので、恰好とお化粧に似合うお姉様でお願いなのです」

　そして問答無用で甘みと苦みの混在する香こう水すいを吹ふきかけられる。普段のローゼならまず纏まとわない香りだ。

「気分も大事なのですよ」

「……分かりました」

　もうこれだけで充分ではという思いは拭ぬぐえなかったが、だからといって自分にできる努力を放棄するのは違う。咳せき払ばらいをして気持ちを切きり替かえた。

「では、続けるわ」

「はいなのです。さてさてー。次はシアがお姉様とお揃そろいになるのですよー」

　神騎士の身分を示す服を脱ぬぎ捨すてたシアは、自らもローゼと雰囲気の近しい服装に着替える。

　シアが用意した衣装が、ローゼの印象を変えるのに有効であったのは間違いない。しかし同時に、単純にシアの趣しゆ味みである気配も窺える。

「どうでしょう、お姉様」

「いいのではないかしら。わたくしの隣を歩いていても、関係性を問われることはないでしょう」

　二人の恰好が醸かもし出だす雰囲気は、どう見ても同じ属性だ。

「完璧なのです！　それでは、シアは外出の言こと伝づてとトラウクレール行きの準備をしてくるのです！」

　神殿の皆に黙って行っては大おお騒さわぎになってしまうので、ローゼ付きの神官には外出を告げておく。逆に言ってさえおけば、聖女の行動を妨さまたげる者はフロウハイムに存在しない。

　例外が同志である神騎士たちだが、ここにいるのは乗り気のシアのみ。

　張りきるシアを見ながら、ローゼはこの後のことを考えた。

（わたくしは宝珠オーブと間近に接して尚なお、異変を解明できませんでした。隠されたものを暴あばくには、時間がかかるかもしれません）

　聖女の力は万ばん能のうではない。命の宝珠が伝えるのは、世界規模の巨きよ大だいな流れ。元凶を拾うには、その網あみは大きすぎるのだ。

　実際に風の宝珠を見て感じた異変が輝力の在り方のみ、というのも事態の不ふ透とう明めいさを増している。

（これは、時間を区切って行動した方がよいでしょうね）

　ヴィレフたちの報告の方が早い場合も考えておくべきだ。予測できる被ひ害がいはなるべく軽くしなくてはならない。

「シア、帰りの便の予約も一いつ緒しよにお願いします。レフたちが先に戻もどって来きたときのために、わたくしたちは昼過ぎには切り上げて、フロウハイムへ戻りましょう」

　時間を縛しばると動きにくくなってしまうが、予定外の行動を取るのはローゼたちなので、なるべくヴィレフたちの迷惑にならないようにしなくては。

　しかし思う存分動き回りたいシアは、ローゼの言げんに予想通り不満げな顔をする。

「えー、なので、すっ!?」

　言葉の途中でローゼはシアの顎に指先で触ふれ、角度を上げさせた。シアの瞳に自分の顔が映り込むのを見つつ、意識して威い圧あつ的てきな微笑ほほえみを作る。

「わたくしの言うことが聞けないの？」

「聞くのです全力で聞くのです！」

　得も言われぬ迫はく力りよくに押され、シアは高速で首を縦に振った。

「よいお返事ね。さあ、行きましょう」

　顎をなぞってするりと離はなれたローゼの指を、シアの目が追う。それから満面の笑みでローゼの腕に抱き付いた。

「はいなのです、お姉様！」

「仕方のない子ね」

　じゃれつくシアの頭を、ローゼが撫なでる。

　それが聖女として正しいかどうかはともかく、とりあえず、二人の姉し妹まい感かんは強まった。
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　神騎士用の飛空艇を使うわけにはいかないので、ローゼとシアは民間機に乗ってトラウクレールへと向かう。飛ひ空くう艇てい内ないで夜を明かし、到とう着ちやくは早朝。いい頃合いである。

　トラウクレールは国民のほぼ全員が輝き使し族ぞくで、存在する都も王都一つのみ。町としての規模は大きく華やかだし、所有する土地は豊かだが、国の面積自体はそれほど広くない。

　それでもトラウクレールは軍事、経済の両面において、紛まぎれもなく強国である。

　多くの都市から直行便が出ており、フロウハイムも例に漏もれない。おかげで帰る便も苦労なく予約できた。

　風の輝力の源泉を持つトラウクレールは、純度の高い輝き煌こう石せきの産地である。大量に輝力を蓄たくわえた輝煌石は、輝力を蝕むしばむ魔力の眷けん族ぞく、魔ま物ものと戦うための武器や防具に加工される──のみならず、昨今では日用品にも大だい活かつ躍やくだ。

　輝工技師マテリアルエンジニアによって開発された、光の輝煌石によって灯ともる明かり。それらは町の夜から闇を消した。また、炊すい事じ場ばで必ひつ需じゆ品ひんとなって久しい、火の輝煌石による温度調節の可能な焜こん炉ろ。汚お水すいを浄じよう化かする水の輝煌石に、素早く洗せん濯たく物ものを乾かわかす風の輝煌石まで、歴史と共に技術が進むにつれ、エネルギー源としての輝力も、世になくてはならないものとなっていた。

　そんな背景があるので、純度の高い輝煌石を生成できる土地は、それだけで賑にぎわう。

（経済の観点から見ても、トラウクレールが風の宝珠オーブを一時的にせよ手放したがらないのは分かるのですが……）

　かと言って引き下がれない考えに変わりはない。宝珠に何かがあれば、不便を感じる程度では済まなくなるのだ。

「ふわー。シアは、トラウクレールに来るのは初めてなのです」

　町の大通りを歩きながら、シアは物もの珍めずらしげにきょろきょろしている。ローゼも存分にあちこちを見回したいところだが、自分でつけた設定にそぐわない気がして実行できない。

（誰が見ているわけでなくても、振ふる舞まいを徹てつ底ていしてしまう癖くせがついているようです）

　長年聖女を演じて身についた技能は、聖女の役目を果たすために、どこまでも役に立ってくれるようだ。

　自分の小心ぶりは棚たなに置き、ローゼはシアの言葉に乗って訊ねる。

「感想は？」

「壊こわしがいのある町並みなのです！」

「どこかで聞いたのと同じね」

　ヴィレフがエルハイネに教えたシアの感想は、誇こ張ちようなく真実だった。

「けれどお姉様。シアには何がおかしいのか、さっぱりなのです」

　若干浮かれている気配のあったシアだが、本来の目的を忘れてはいなかった。もちろんローゼも忘れていない。

「わたくしもよ。こうしていても特に変わった感じはしないわ」

「お姉様もですか？」

「不思議なことにね」

（町には、違和感を覚えません）

　風の神殿では確かに引っ掛かりを感じたのだが、町に流れる輝力は正常に思える。

　けれど正常なはずがない。命の流れに乗らず、滞とどこおっていることは間違いないのだから。

　輝力の状態を探るのに精神を集中させていたローゼが、周囲への注意を疎おろそかにしていたのは否定できない。だから『それ』が足元のすぐ側に来て自ら主張するまで、その存在に気付かなかった。

「わう！」

　響ひびいたのは犬の鳴き声。まだ高く、子犬のようだ。

　慌てて足を止めたローゼは、自然と地面へ視線を下ろす。──いた。黒毛の、やはり子犬だ。

　しかしどうやら子犬はローゼにではなく、隣のシアに対して吠ほえている。余程気に食わないのか、毛を逆立てて吠える子犬の勢いは増すばかりだ。

　ローゼと一緒に足を止めたシアだが、子犬を目に留とめたあとの行動は、まさかの暴ぼう挙きよだった。

「わー。シアはー、何も見なかったのですー」

「ち、ちょっと!?」

　シアは子犬にも構わず──というか、むしろ子犬を蹴けり飛ばす意図を丸出しにして足を踏ふみ出す。寸でのところでローゼの手が子犬を掬すくい上げた。

　重みと温かさが腕の中に無事納まったのにほっとすると、ローゼはすぐさま柳りゆう眉びを吊つり上げシアを振ふり返かえる。

「シア！　今のは冗談では済まされないわ！」

　シアが子犬にしようとしたことは、断じて容よう認にんできない。腕の中の子犬もローゼを応おう援えんするかのように吠えた。当然と言える。

「だってお姉様！　そいつは神しん獣じゆう族ぞくで──」

「だってじゃありません！　それに、神獣族だからどうだと言うのです！」

　叱しつ責せきに聖女が滲にじんでいたが、ローゼはそれに気付かない。それより目の前で起こったことに懸けん命めいだった。

　獣けものの文字がついている通り、神獣族は獣の肉体の強きよう靭じんさと、人族と変わらない知能を持つ種族だ。輝力の扱いにも長たけており、その力は世界の中でも上位種に位置する。

　個人によって差はあるものの、種族的に魔力適応能力の高い傾けい向こうにある修羅族のシアは、ときに人族から見ると理り不ふ尽じんな行動を起こす。

「……むー」

「きちんと謝罪をしなさい。神騎士としての任に就ついている以上、輝力世界の法に従わなくてはなりません」

　手を伸ばして子犬をシアの前にずいと差し出すと、なぜか犬がふんぞり返った。さあ受け入れてやろう、という気配がする。

　……犬は犬で大人げない。見た目通り、子どもなのかもしれないが。

「…………。悪かったのです」

　面おも白しろくなさそうな顔をしたものの、シアは自分の行いが背理的であったのを認めて謝あやまった。

「貴女なりの理由があろうとも、無む闇やみな暴力に訴えるべきではありません。しかし己の過あやまちを認めた貴女は強くしなやかな心を証明しました。大変素晴らしかったですよ」

「お姉様。素が出ているのです」

「……あら」

　ローゼはそっと口元を手で押さえる。身に根付いた聖女としての感覚は、やはり何より強いらしい。

「向こうは気付いてないみたいなのでいいですが……。やはり香水を外さずにおいて正解だったのです」

（香水……？）

　子犬を気にしながら呟つぶやいたシアに、ローゼは変装の最後に加えられた香水を思い出す。

「お姉様、その犬はここに置いていくのです。多分、きっと、大事な用があるはずなのです」

「がう！　ばうあう！」

　それはお前の方だろう！　と言いたげに、子犬は前まえ脚あしを突き出して上下に振る。

「あー、もー。うるさいのですよー」

　対するシアは心底うっとうしげに耳を押さえ、唇を尖らせた。
















「……貴女たち、知り合いなの？」

　今いま更さらながらその可能性に気付く。だとするなら先さき程ほどのシアの暴挙も──理解はしかねるが、彼らの間では通じる挨あい拶さつ代わりの冗談だったのだろうか。

（……いえ。あの軌き道どうは直ちよく撃げきでした）

　たとえ当人が悪ふざけのつもりだとしても、危険すぎる。やめさせるべきだ。

「フロウハイム大神殿で飼われているのです。そいつはとても鼻が利きくので、レフたちが連れてきたんだと思うのです」

「がぁうッ!!」

「否定しているようよ？」

　とはいえ大神殿に所属しているのを否定している気配ではない。飼われているという表現への不服に見える。

（では、わたくしを見知っているかもしれませんね。……あ。だから……）

　シアが子犬を追おい払はらおうとしたのは、そのためだったのか。

　ローゼとしては、ヴィレフたちと行き会うのなら、説明をして理解を求めればいいと思っている。

　しかしその場合、シアはフロウハイムへ送そう還かんだ。彼女は見つかりたくないと考えているだろう。周囲に気付かれないのが最優先なので、ローゼもあえて名乗りはしない。

「何にしても、お互たがいに構っているヒマなどないのです。さあお姉様！　遠慮せずに！　ぽーいと！　ぽぽーいと！　捨てるのです！」

　ぽいと捨てる、は言い様が酷ひどい。手振りを交えつつのシアへ、ローゼは無言の微笑みを向けた。途端、シアは表情を引きつらせて腕を下ろす。

　そうしてローゼが腕の中から子犬を解放しようと屈かがんだ瞬間、一いち陣じんの風が肌はだを撫でた。全身が、悪お寒かんによって戦せん慄りつする。

「！」

　ローゼは子犬を抱かかえ直し、シアは手首の腕うで輪わから二振りの短刀を解かい呪じゆして身構えた。通りを歩いていた輝使族たちも、高い輝力を持つという定評に違たがわず危険を察知し、たちまち場に緊きん張ちようが走る。

（来る！）

　直後に頭上から襲おそいかかったのは、黒い魔力を帯びた風ふう刃じん。

「輝レ光イの・守硬盾シールド！」

　ローゼは光で編まれた盾たてを頭上に展開し、風刃を受け止める。盾によって阻はばまれた風刃はあえなく散ったが、代わりに天から降ってきた巨きよ体たいの衝しよう撃げきによって、光の盾は打うち砕くだかれた。

　大地を揺ゆるがし着地したのは、四足の巨きよ獣じゆう。黒ずんだ緑の剛ごう毛もうに、紅くれないの瞳。高さなら人間二人分、全長ならば四人分はくだらない大きさだ。

　獣の一呼吸ごとに、空気が淀よどむ。澄すんだ輝力は駆く逐ちくされ、魔力が辺りを侵しん食しよくしていく。

　──輝力を侵おかす、その存在は。

「魔獣……!?」

　輝力と対極に位置する力、魔力に属する生き物。世界を蝕むしばむ天敵だ。

　それらは総そう称しようして魔物と呼ばれ、獣型のものを魔獣と区別することもある。

（なぜ町に魔獣が……!?）

　輝力を生み出す源泉の一つ、風の宝珠を守護するトラウクレールは、幾いく度どとなく魔物や、魔力に依い存ぞんするようになってしまった変異種と戦ってきている。そのため魔物の姿を見るのは、宝珠を護る地であれば特段珍めずらしくもない。襲い来る敵を撥はね除のけられるからこそ、宝珠を護る地として認められているのだから。

　しかしそれは、結界によって護られた町の外ならばの話だ。

「どういうことだ!?　どうして魔獣が町に！」

「結界は無事だぞ、どうなってる!?」

「いや、それより警備軍に、いや、周辺の老人や子どもを先に逃がさないと……!?」

　魔獣の姿にうろたえた輝使族たちは、背の翼つばさを解放して臨りん戦せん態たい勢せいを取る。しかしそれからどうするべきか、判断に迷って動けずにいた。

「警備軍には連れん絡らくした！　結界の異常なんざ後でいい！　今は魔獣を留とどめ、被害を抑おさえるぞ！」

　周囲の輝使族たちが動どう揺ようの声を上げる中、四枚羽根を持つ中年男性が駆かけ付けるなり指揮を執とり始める。二枚羽根の成人たちは動揺を治め、中年男性に忠実に付き従った。輝使族には羽根の枚数が多い相手に従う本能が存在するのだ。

「町に魔力を広げさせるな！」

　その叫さけびには、切羽詰まった焦あせりが表れている。そこに見えるのは世界の敵だから、などという広義的な理由での敵対意識ではなく、すぐ側で自分たちを害する脅威に対する怖れだった。

　輝使族は高い輝力を持つ代わりのように、魔力への抵てい抗こう力が極端に低い。

　彼らが自分たちを害するモノへと攻撃呪紋ブラストスペルを構築し始める中、少女の哄こう笑しようが響く。

「ふふ……っ。来た……。来た来た来た来た──！　なのですよー!!」

　シアだ。

　周囲からぎょっとした目を向けられるも、彼女は一いつ切さい頓とん着ちやくしない。歓喜の雄お叫たけびを上げて駆け出した。

「殺やるです！」

　作戦も何もない。シアは単たん騎きで魔獣に突っ込んでいく。

「わう！」

　続いて、どこか対たい抗こうするように声を上げた子犬も飛び出しそうになったので、ローゼは慌てて腕に力を込めて防いだ。

「貴方は駄目」

「わ、わぅん？」

　どうして？　という目で見上げられたが、当然である。

　神獣族は高い身体能力を持つ強力な種だし、フロウハイム大神殿で育てられているなら将来は有望なのだろう。しかし今はどう見ても子犬である。

「わたくしとシアに任せて、大人しくなさい」

　言いながらローゼの手が伸びたのは、子犬の顎。子犬も生理現象には抗あらがえないのか、ゴロゴロ、と気持ちよさそうに喉のどを鳴らした。

　そして数秒後、我に返った様子で硬こう直ちよくする。次いで自分の行動にいたく落おち込こみ、ローゼの腕の中で丸まった。

　大人しくなってくれたので、これはこれでよし。

（シアが前線を駆けるのなら、わたくしは支し援えんに徹てつしましょう）

　魔獣に接戦を挑むシアの存在を受け、輝使族たちは魔獣本体に手を出すのを控ひかえた。

　種族的に高い輝力を持つとはいえ、彼らは戦せん闘とう従事職に就いているわけではなく、一市民である。明らかに玄人くろうとの少女に対処を任せようというのは自然な心理。

　代わりに魔獣の退路を塞ふさぐべく結界を張り、被害の拡大を抑える役目をこなしてくれた。

　おかげでローゼは魔獣とシアに集中できる。

「六ろく芒ぼう聖せい杖じよう、解呪」

　この場で命の宝珠を取り出すのは、身の上を教えるようなもの。そのためローゼは別の呪じゆ杖じようを腕輪から取り出す。

　右手に携たずさえた杖の先を地面に向けて呪紋を描き、力を具現化させた。

「輝マ命ナの・空間支配エリアエンチエント・聖せい闇あんの泉いずみ」

　まずは魔力に侵されつつあるこの場の浄化を。

　瞬間、まるで湖面に一いつ滴てきの滴しずくが落とされたかのように、空気に波は紋もんが広がり場の力が変わる。魔に侵されつつあった一角を、安息を与あたえる静せい謐ひつなる闇の地へと塗ぬり替かえていく。

　ローゼの輝力が広がるにつれ、輝使族たちがふっと息を吐いた。

　輝力依存種である輝使族にとって、魔力は猛もう毒どくとなる。魔獣により魔力で侵食された一帯が輝力を取り戻したため、体の方が安あん堵どしたのだ。

　逆に、ローゼの輝力は魔力を糧かてとする魔獣を蝕むしばむ。

　己にまとわりつく聖の闇を嫌いやがり、魔獣は見えない敵を打うち払はらおうと前脚を振ふり回まわす。

「まったく、お姉様は心配性なのです！」

　その間に魔獣へと到とう達たつしたシアは──

「なのです！」

　気合いと共に一いつ閃せんした一ひと薙なぎを皮切りに、絶え間なく腕を振るい続ける。

「なのですなのですなのですなのです！」

　満足に身動きさえ取れないまま刻まれていく魔獣が、怯おびえて後退するのを追いかけて。

「なーのーでーすー!!」




　ザッ！




　交差させた腕を大きく振ふり抜ぬいた直後。切り刻まれた魔獣の傷きず痕あとが紫し銀ぎんに輝き、閃せん光こうと共により深い裂れつ傷しようを与えた。

　全身から血ち飛沫しぶきを上げた魔獣は、息も絶え絶えに地面を這はう。ままならない四し肢しをうごめかせ、向かおうとするその直線上にあるものは──

（風の神殿……!?）

　まさか、偶ぐう然ぜんだろう。そう思った。

　しかし、偶然ではなかったら。

「止とどめ、なのです！」

「シア、待って！」

（逃げる先を確かめなくては！）

　魔獣を泳がせるつもりで、シアを止める。

「はい？」

　優れた反射神経と身体能力で、シアはローゼの言葉に従い、武器を持つ手を止めていた。きょとんとしたシアが無防備にローゼを振り向く。その肩で、アレクセルが警けい戒かいの鳴き声を上げた。

　はたして警告の声とどちらが早かったか。周囲を丸ごと覆うように頭上に影かげが差した。しかしそれは大空を駆かけ抜ぬけ一いつ瞬しゆんで過ぎ去る。代わりに巨大な魔力が風刃に形を変えて襲来した。

　周囲に結界を展開させていた輝使族たちが悲痛な声を上げる。魔獣が放った風刃は、彼らの防ぼう御ぎよ可能な範囲を大きく超こえていたのだ。

　町への被害が避けられない。それを覚かく悟ごし、嘆なげく声だった。

（させません！）

　庇かばうべき範囲はローゼの力をもってしても広い。──それでも。

（わたくしなら護れる！　護ってみせる！）

　強く願い、ローゼは全力で呪紋を紡つむぎ上げる。

「輝レ光イの・護煌エクゼ・天壁シールリージユ！」

　ローゼを中心に、呪紋法印が高速で広がっていく。それは宙ちゆうから地面に向け、半円を描く巨大な防ぼう護ご壁へきを作り上げた。町を容よう赦しやなく切り裂く無差別な風刃を、全方位防ぎきる。

「あッ！　ま、待つのです！」

　焦ったようなシアの声に振り向けば、魔獣が最後の力を振ふり絞しぼって逃げていくところだった。元から逃がして追うつもりだったので、結界に穴を開けて魔獣を外に出す。

　だが魔獣が境きよう界かいを潜くぐった瞬間。狙ねらい澄まして風刃が叩たたき付けられ、魔獣は断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて霧む散さんした。役目を果たした風刃は、地面を深々と抉えぐって力を失う。

（──え……っ）

　広こう範はん囲いに放たれた魔力による風刃を、ローゼは無差別なものだと思っていた。だがどうやら違ったようだ。

（逃とう走そう先さきを知られるのを嫌がった……!?）

　風刃を放った魔獣の行動から察せられる答えに、ローゼは戦慄わななく。そのローゼの耳にシアの短い悲鳴が届いて、これ以上何事かと内心うろたえながら振り向いた。

「シア、どうし──？」

「まずいのですお姉様！　トラウクレール正規兵が来るのです！」

「そ、それは本当にまずいわ！」

　考察は後だ。ローゼは一刻も早く現場から逃げるべく駆け出した。その腕の中から子犬が飛び出す。

「あ！」

　魔獣が一いつ体たいだけとは限らない。安全だと思える場所まで子犬を一緒に連れて行くつもりだったローゼは、突とつ然ぜんの行動に足を鈍にぶらせる。

　しかし子犬を追いかけることはできなかった。シアがローゼの手を摑み、引きずるに近しい勢いで町を駆け抜けていったからだ。

「シア……！」

「大丈夫なのです。そいつにはむしろ今、大切な役目ができたのです」

「え……」

「風刃を放った奴やつを追いに行くのです」

　なまじの獣よりはるかに能力の高い神獣族ならば、姿形が見えなくとも、臭においで追いかけられる。

「突き止めたらすぐにレフたちに教えるはずなのです。だからお姉様は急いでフロウハイムに帰った方がいいのです」

「──……」

　シアに急かされて、ローゼは少し迷った。

　魔獣が最後に取った行動が予想通り風の神殿へ向かおうとしたものならば、これまでの前提がすべて崩くずれ去さり、事は急を要する。フロウハイムへ戻り、再びトラウクレールを訪れるなど時間の無駄でしかない。

（けれど、それはまだ確定していない）

　そもそもトラウクレールに留まったとして、上う手まくヴィレフたちと会えればいいが、向こうはローゼがここにいることを知らないのだ。余計に時間を浪ろう費ひする怖れがある。トラウクレールが信用できない今、合流前に聖女の存在を知られるのも避けたい。

「──分かりました。戻りましょう」

　確実な最短は、先にフロウハイムに戻ってヴィレフたちの帰き還かんを待つと同時に、すぐに動ける準備を整えておくこと。

（……落ち着いて）

　煩うるさく鳴り出す心臓に手を当て、ローゼは自分に言い聞かせる。

　聖女は絶対に、間違った選択をしてはならない。そのためには人ではいられない。人であってはならないのだ。

　聖女は、聖人だから。皆がそう期待している。だからローゼもそう在らなくては。

　一度深呼吸をして、ローゼはシアと共に足早に飛空艇発着所へと向かった。
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　丁度よく便に乗れたローゼとシアは、ヴィレフたちより一足先にフロウハイムに帰り着いた。

　次は聖女としての正式な役目になる。二人が変装を解き、準備を済ませてからほとんど間を置かずに、ヴィレフとエルハイネ帰還の報が届く。

　シアを伴い大神殿の入り口まで迎むかえに出ると、急いた様子で戻ってきたヴィレフとエルハイネは、明らかに怒っていた。

「お帰りなさい、レフ、エルハイネ」

「今戻った」

　ヴィレフの頭には見覚えのある黒い子犬が乗っていて、ローゼは胸を撫で下ろす。

（無事だったのですね）

「まずはシア。言われることは分かっているな？」

　怒いかりの表情のまま、ヴィレフの目がシアへと向けられた。覚悟はしていたが、思っていたより度合いが強い。

「フロウハイムに異常はなかったし、シアがいたからトラウクレールにも被害は出なかったのです。万ばん事じ問題ないのです」

「それは結果論にすぎん！」

　シアが唇を尖とがらせて言い訳するのを、ヴィレフは強い語調で撥はね付けた。

「お前の他にも高こう慢まんそうな呪紋使いの女性がいたらしいな。誰を巻き込んだ？」

「迷惑がかかりそうなので内ない緒しよなのです！」

　その女性は正に今ここにいるのだが、印象を変えよう作戦は功を奏したようで、目もく撃げきした子犬はローゼに無反応なままだ。ヴィレフたちが別人判定をしても無理はない。

　ヴィレフは眉を寄せたが、ここにいない相手への追つい及きゆうは飲み込んだようだ。時間を惜おしんだのだろう。

「いいか、シア。二度と与えられた役目を放ほう棄きするな」

「してないのです」

「自覚すらなしか！　よりによって聖女の護衛を任された者が側を離れ、己の欲望のままに行動するなど、神騎士として断じて許されん！」

「レフ、それは……！」

　違う。シアはローゼの側を離れたりはしなかった──。

　そう言いかけ、しかし途中でアレクセルと目が合い、気け圧おされて言葉を切ってしまう。

　トラウクレールでシアはローゼから離れなかったし、そもそも断固としてローゼが否を説けば、不満ながらもトラウクレール行きを諦めそうな気配を感じた。だから、行動の責任はローゼにある。

　それにローゼは己の判断が間違っていたとも思っていない。事実、ローゼがその場にいたからこそ、町に魔獣の被害が出なかった。

「？　どうした」

　とっさに声を上げ、しかし続きを不自然に切ったローゼへと、ヴィレフは話を促す目を向けてくる。

「今日のことですが、わたくしはトラウクレールへ──」

「行くべきだったとお姉様はお考えなのです！」

　ローゼを遮り、シアは先を言わせまいと被かぶせて叫んだ。

「そうなのか？」

「ええと、はい」

　行動理由ではあるので、ローゼは肯こう定ていする。

「わたくし、やはり考えても納得できませんでした。聖女の役目はトラウクレールにこそあったはずです」

「それは違う」

　だがローゼの主張は、ヴィレフにきっぱりと否定された。ローゼと同じぐらい、自分の正しさを信じる強さで。

「いいか、よく聞け、ローゼ。お前は飾かざられるための聖女ではない。だからこそ、決して失われてはならないんだ」

「貴女の力を行使する必要があるときは、万ばん全ぜんの態勢を敷しいて臨のぞむべきです。今回、そこまでの労力を割さいて貴女に動いていただく必要はないと判断しました。それだけです」

　どことなく、いつもよりきつい口調でエルハイネもヴィレフを支持する。

「アレクシアさんがいたことで、トラウクレールに被害が出なかったのは確かに事実でしょう。しかしその結果を考慮しても、彼女の行動は褒ほめられたものではありません。たとえトラウクレールに被害が出たとしても、聖女にあったかもしれない『もし』の可能性こそを潰つぶしておくべきなのです。聖女を失う以上の損失など、この世界に存在しません」

　結果として、トラウクレールはローゼとシアが行っていなければ町に被害が出ていたし、フロウハイムには現状何も起こっていない。

　そうして未来が確定していても、取るべき選択は『不必要でもローゼの安全を優先』だとエルハイネから断言される。

「真なる聖女として生まれてきた意味を、軽く考えないでいただきたい」

「……」

　──軽く。

（考えて、いたのかもしれません）

　自分の力が適している。その主張をローゼは今も変えようとは思わない。

　けれどヴィレフもエルハイネも、承知のうえでその選せん択たく肢しを捨てた。立場を一番考えなかったのは、ローゼだったのだ。

（でもわたくしは、行ったことを後こう悔かいしていません）

　魔獣から人を護る手助けができたのも、間違いないと思うから。

　つまり問題点はただ一つ。

（わたくしが、レフとエルハイネを裏切ってしまったから）

　皆で決めたのだから、勝手な行動は慎つつしむべきだった。

　けれどローゼの無事だけが重要だと言われても納得できない。他者を犠ぎ牲せいにしながら安全な場所から力を振るうなんて卑ひ怯きようだ。それはローゼの望む聖女の姿ではない。

（……でも、今回は）

「……わたくしの考えが浅はかでした」

　シアとアレクセルに余計な咎とがを負わせたのは自分だと、反省する。後で二人にはよく謝らなくては。

「分かっていただければ結構」

　正直なところ、ローゼはヴィレフとエルハイネの言い分を受け入れたわけではないのだが、それは次に主張が必要なときに回すことにした。

　今は、この場を早く切り上げた方がいいのではと思い始めている。

　どうにもエルハイネの様子がおかしい気がしていたのだが、よく見れば顔色も悪い。肌が白い人なので気付くのが遅おくれたが、異様に血の気が引いている。

「では、本題に入りましょう。時間が惜しいので、詳しい話は飛空艇の中でします。二人とも、出立の準備をお願いします」

「大丈夫です。今すぐ行けます」

　口に出しては言えないが、僅かなりと時間を縮められた部分に関しては、成果といっても許されるのではないだろうか──と思った直後。

「ほらほら！　これもシアのおかげ──痛っ」

　自分の行動を正当化しようとしたシアへ、アレクセルから教育の甘嚙みが入る。混ぜ返すと時間が惜おしいので、ローゼは急いで口を挟はさんだ。

「レフ、行きましょう」

「そうだな」

　一瞬別の言葉を言いたそうな顔をしたが、ヴィレフはそちらを吞み込んでローゼにうなずく。

「トラウクレール到着までは飛空艇でも時間がかかる。現状説明は一休みしてから行おう。ローゼ、それでいいか？」

「はあ？　休憩なんて後でいいでしょう。それは必要事項を済ませてから、空いた時間を割り当てるべきものですよ」

　ローゼがヴィレフに了承を答える間がないぐらいに素早く、エルハイネに割わり込こまれた。その口調には明らかな苛いら立だちがある。

「順番が前後するだけだ。大したことじゃないだろう」

「わたくしもレフに賛成です」

　一貫して譲らないヴィレフを、ローゼも援えん護ごした。

　ヴィレフが先に休憩を提案したのはエルハイネのためだ。きっと、様子次し第だいでは戦線から外すことも考えている。

　しかし今のエルハイネは、そうと言えば強きよう硬こうに拒きよ絶ぜつする気がした。ヴィレフが抱いた印象もローゼと同じだろう。

「アレクシアも疲つかれているようです。レフの言う通り、少し休憩してからにしましょう」

「アレクシアさんが疲れているのは自じ業ごう自じ得とくでしょう。……しかし、仕方ありませんね。やる気がないまま集まっても非効率的ですから」

　納得していないのはありありと伝わってきたが、ローゼとヴィレフの説得に、エルハイネはため息と共に折れる。

　その態度が、ローゼに教えてくれた。

（自分がどれだけ酷い顔色をしているか、気付けていないのですね……？）

　エルハイネは間違いなく、心身に負担を感じているはず。しかし自覚はしていない。それが確定して、ローゼは一層の危機感を覚えた。

「エルハイネ。貴方は疲れていないのですか？」

「僕が、ですか？　この程度で？　まさか」

　聞かずにいられなかった質問は、瞬時に否定される。

「役目をこなせる力があるから、神騎士たり得るんですよ。この程度、問題ありません。──僕は特別で、優ゆう秀しゆうですから」

　放たれたのは傲ごう慢まん極きわまりない台詞。口調も自信に満ちたもの。

　だというのに、ローゼがエルハイネの言葉に感じたのは──追おい詰つめられた者の発する必死さだった。
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　折り返し発つ準備をさせ、待機していた飛空艇に乗り込んで十数分後。内部に割り当てられた私室で、エルハイネは深々と息をつく。

　──やってしまった。

　胸きよう中ちゆうを言い表すには、その一言に尽きる。

　焦りに任せて無ぶ様ざまな態度を取ってしまった。しかもそれに気付かれて気き遣づかわれるなど、冗談ではない。

（もっと、完璧でないと）

　正しい判断を。清らかな心性を。意志を貫つらぬく強大な力を。誰よりも神騎士らしくあるために、鎧よろわなくては。

（でなければ、僕は……ッ）

　未来への不安に心が波立つ。いや、穏やかなときなどありはしない。エルハイネはいつも、失うことに怯えている。

　それが表層にまで浮ふ上じようしたのは、トラウクレール行きの影響だと明らかだったが、認めるわけにはいかない。

（今更、何に傷付くというんです。どれだけ嫌けん悪おされようと知ったことじゃない。そのためにも、僕は神騎士でなくてはならない）

　トラウクレールで居場所を失なくした直後、風の神騎士に選ばれたのはエルハイネにとって幸いだった。血筋が邪じや魔まをして本格的に居きよを移せたのは二年前からだが、フロウハイムを逃にげ場ばとして活用し、入いり浸びたることができたから。

　何より、実質的にトラウクレールより格上であるフロウハイムへの所属は、エルハイネに昏くらい満足感を与えてくれた。

　だからこそ──神騎士で在り続けるために、研けん鑽さんを怠おこたってはならない。すべてにおいて。

　余計な雑音に煩わずらわされる軟なん弱じやくな精神など、早く捨ててしまいたいのに。

（悪意も羨せん望ぼうも、未いまだに慣れない）

　気だるい息をつき、エルハイネは目線を窓の外に逃がす。

　空は、好きだ。

　どこまでも広く清らかで、煩わしい一切が遠くなる。

　澄んだ青の色しき彩さいをぼんやりと眺ながめていると、控えめに音おん叉さが響く。来るだろうと思っていたので驚きはない。

（さて。いらっしゃったのは聖女かヴィレフさんか、どちらでしょう）

　どちらであってもエルハイネが取るべき行動は決まっている。

「どなたですか？」

「ローゼリンデです。少しいいでしょうか？」

「問題ありません。どうぞ」

　答えてから眼鏡めがねを外していたのを思い出した。少し迷ったが、結局そのままで扉を開く。

　ローゼが拒きよ否ひ感かんを示したら、そのとき掛かければいい。エルハイネの方はローゼの色を好ましく感じているので、あえて見ないようにする理由はなかった。

　ここまで付つき添そってきた侍じ女じよたちに隣りん室しつで待つよう指示をして、ローゼは部屋の中へと入ってくる。

　恭うやうやしく主あるじを見送った侍女たちの姿に、エルハイネは何とも言えない気持ちになった。

（ローゼリンデさんは、疲れを感じはしないのでしょうか）

　彼女は孤こ独どくだ。

　聖女の周りにはいつでも人が沢たく山さんいるし、皆、ローゼを心から敬愛し慕っている。

　それでも、孤独だ。なぜなら周囲はローゼに孤こ高こうであることを望み、ローゼ自身もそれに疑問さえ抱かず従っているのだから。

　彼らが慕っているのは、ローゼリンデという少女ではない。自分たちの理想を体現した、聖女という偶ぐう像ぞうだ。

（他人から勝手な憧れを投とう影えいされるなど、息苦しくて堪たまらないでしょうに）

　不思議でならない。

　エルハイネの想そう眼がんは真実を映す。だからローゼが、他人から押し付けられる理想を負担に思っていないのを知っていた。まさかとは思うが、いつ見ても彼女の心は曇くもりないのだ。

　ただひたすら、応えられない素の自分に引け目を感じているだけ。

（……正まさに、聖女）

　ローゼを視た瞬間に突き付けられた。己がいかに幼く、卑ひ小しようであるかを。

（それでも、僕は）

　悪意に耐えられるほど、強く在れない。

　卑ひ屈くつな考えを心の底に押し込むと、エルハイネは彼女の用向きを先取りして謝罪する。

「どうしました、と言うのは……間が抜けていますね。先程は失礼しました。もう大丈夫ですから」

　ヴィレフがなぜ休憩を優先したのかは、冷静になった今なら理解できた。

　トラウクレールからの帰り道はずっとヴィレフと一緒だったし、心を整理する余よ裕ゆうがなく、自身の状態を把は握あくできていなかった。見苦しい態度を取ったと反省している。

　急いた気持ちは消えないが、意識すれば人前で普通を装うぐらい何でもない。

　ローゼはエルハイネが平常心を取り戻しているのを悟さとると、ほっとした様子を見せる。心配をさせてしまったようだ。

「トラウクレールに行くのは、やはり負担なのですね」

「人の多い所が、元々得意ではないんですよ」

「けれど──」

「より居い心ごこ地ちが悪いのは認めますが、大した問題ではありません」

　気遣いを遮さえぎる不作法を犯おかしている自覚はある。それでも駄目だ。

　大丈夫かと問われれば、大丈夫だと答えてしまう精神性が、耐え難がたい苦痛で自身の心を苛さいなむ。避けるためには問いを聞かないようにするしかない。

　強固に拒んだエルハイネの頑なさのせいで、数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ちる。

「……貴方には、煩わしく感じることと思います」

　そう言ったローゼの表情は、申し訳なさそうなものだった。

　エルハイネにとって、不調をきたした原因だと認めることがすでに腹立たしいのだと、ローゼは理解している。

「まさか。そのように考えてなどいませんよ」

　正直に言えば、もちろん触れてほしくなかった。自分の心と向き合いたくない。

　だからこそローゼの強さに感嘆するし、無様な姿を彼女の前では晒さらしたくなかった。

（──？）

　浮かんだ感覚に、エルハイネは引ひっ掛かかりを覚える。

　晒せない、ではなく、晒したくない、と思ったのだ。

　同じ結果になるが違う意味を持つ、その変化。

「本当……ですか？」

「もちろんです。僕の態度が無様だったのは分かっていますから。行動を共にする貴女たちが心配するのは当然です。支障が出ては大変ですからね」

「それは違います」

　きっぱりと否定されて、エルハイネは首を傾げる。そのエルハイネに向けられたローゼの瞳は、少し怒っているようだった。ただしその成分は悲しみからできている。

「わたくしたちが担になう役目は、とても大切です。けれどどうして大切なのかを、もう一度考えてください」

「生きるために必要だからでしょう」

　創造主が創り上げた世界に外界から入り込んできた『魔』。魔は輝力を侵し、世界を蝕み、己の住すみ処かへと変質させようとしてくる。

　長い時を経て、この世界で育まれてきた生命の中にも、強い魔力耐たい性せいを持つ種族や、いっそ輝力よりも高い適性を身につけた種族が現れるようになった。けれど生命の多くは魔力によって害される側。魔力に侵された世界では、ほぼすべての命が生きられない。

　完全輝力依存種である輝使族はもちろん、耐性を持つローゼたち人族でさえ、魔力に侵された空気や食べ物は毒になる。

「その通りです。大切な誰かと、健すこやかに生きていくためです。ですがそれは役目を負った聖女や神騎士だって同じです。貴方に健やかにいてほしいのは、神騎士だからではありません。貴方自身の権利だからです。それだけで充分ではないですか」

　役目を果たすために必要な、心身を保つための義務ではなく、ただ快く在るために穏やかに過ごしていいのだと、そう言われた。

「……真なる命の聖女である貴女は、それでいいでしょう」

　ローゼは在るがままでいればいい。生まれた瞬間から定められていた聖女の資格が易やす々やすと失われるとは思えないし、今の彼女は、実に聖女として適かなう。

「けれど後天的に選ばれた僕は違う。相応ふさわしい資格が、能力が、常に必要なんです」

　宝珠オーブは、その時代に最も相応しい者を神騎士に選ぶ。より相応しい者が現れれば、神騎士の証は即そく座ざに移るのだ。

　本心ではトラウクレールになど行きたくなかった。しかし嫌だから、辛つらいから──そんな理由で役目を放棄する者を、宝珠が選び続けるわけがないではないか。トラウクレールを意識しているなど、自じ尊そん心しんを護るためにも断じて認められない。

　心が痛い？　苦しい？　そんなことはない。それがどうした。

「僕は特別で、優秀です。宝珠はそれだけの才を僕に与え、神騎士に選んだ。だから役目を完璧に果たさなくてはならない。そうでなければ、僕は──」

　特別で、優秀だったから居場所を失った。

　けれど今は、特別で、優秀でなくては居場所を失う。

　向ける先を失った苛立ちは、自身に返る。嚙み締めた奥おく歯ばが擦こすれて、音を鳴らした。

「完璧である必要など、誰にもありません」

「それを、貴女が言うのですか？」

　ローゼの──聖女の発した言葉に、エルハイネは失しつ笑しようする。

　それは多くの人が聖女に望むだろう回答で、正しく忠実なものだった。

　しかしエルハイネは知っている。ローゼ自身が、完璧な聖女ではない自分に後ろめたさを感じていて、立場に釣つり合あわないと気が咎めていることを。

（……惑まどう必要などないのに。貴女は間違いなく聖女なのだから）

　ローゼの心性に偽いつわりはない。彼女は今のままで理想の聖女だ。

　──そんな彼女の真実を知りもせず、誰もが虚きよ像ぞうを見て満足している。

　エルハイネ自身、対外的に『聖女』から連想する人物像を装っておいた方が無難だと思ったのも本当だ。けれどそんなもの、真実の前では些さ細さいなことでしかない。ローゼは聖女に求められるものを全部持っている。

　なのにそれ以上をローゼに求めたのは、エルハイネ自身の虚きよ栄えいのため。

　聖地フロウハイムを、集った聖女と神騎士を、誰からも特別に見えるよう──そんな、俗ぞくすぎる神聖さがほしかったからだ。

　トラウクレールから捨てられた過去など取るに足りない。下からフロウハイムを仰あおぎ見みろと、下らない虚栄心がエルハイネの中には燻くすぶっている。

（なんて、幼い。そして醜しゆう悪あくだ）

　そんな考え方をする精神があまりに貧まずしく、恥ずかしい。客観的な思考も確かにあるのに、止められないのだ。意い趣しゆ返がえしをしたがる自分を諌いさめきれない。

「……」

　エルハイネの指摘にローゼが返したのは、申し訳なさそうな沈黙だった。立場に相応しくない自分をローゼもまたよしとしていないから、噓をついた気持ちでいるのだろう。

「貴女はいつ、自分の言葉で喋れなくなったのです？」

「……二年前です。それまでのわたくしは、自分の──聖女の言葉を、迷うことなく紡つむいでいました」

　ローゼが聖女として高い評価を得ていたのは、エルハイネももちろん知っていた。

（二年前というと、十四歳ですね）

「ある日、レフに言われたのです。無理をしなくていいと」

「ヴィレフさん、ですか」

「わたくしは衝撃を受けました。あるがままの、聖女ではないわたくしでいていいと言われたとき、分からなかったのです」

　皆が求めて作り上げられた聖女。そうではない『自分』の存在を、ローゼはそのときに初めて意識したのだろう。

「おかしな話でしょう？　わたくしは聖女という役目そのものでした。聖女として以外の姿など、何も持っていなかった……。レフには、申し訳ないことをしています」

　ヴィレフがした心配は妥だ当とうだ。大人が求める聖女をそつなくこなす少女に、飾らずにいていい場所を与えたいという、純じゆん粋すいな好意である。

「わたくしの言葉は、何と空くう疎そだったことでしょう。聖女とはこう在るべきという模も範はん解答を繰り返していただけで、わたくし自身がどう思っているかさえ分かっていなかったのですから」

　気付いた瞬間、愕がく然ぜんとしたに違いない。

　聖女に望まれた姿は、自分そのものではないと知ってしまった。聖女としての姿しか持たなかったローゼにとって、それは人格を見失うのと同義である。

　だがローゼはすでに民衆から聖女の中の聖女と称たたえられ、期待と信頼を築き上げてしまっていた。それまでに作ってきた聖女の偶像を裏切る真ま似ねが、どうしてできようか。

　身の内に宿った疑問は時間と共に大きくなっていき、解消されないまま、ついには言葉を奪う。

　それでもローゼの周りに変化はない。

　なぜならローゼリンデという少女は、誰と言葉を交かわしたこともなく孤独であり、聖女はいつも通りに在り続けているから。

「わたくしは、虚像で皆を騙だましている」

　伏ふせられたローゼの睫まつ毛げが、声と共に震ふるえる。

「では、僕にかけた言葉も虚像の延長ですか？」

「！　ち、違います！」

　意地が悪いと承知の言い様で問いかければ、ローゼは力を込めて否定した。次いで、自分が発した声の強さに驚いた顔をする。

「……聖女としても、同じ言葉を紡げると分かっていました。でも、わたくし……わたくしは、いえ、わたくしが、貴方に、伝えたかった……？」

　少し心こころ許もとなげに、ローゼは自分の心に問いかけるように呟いた。戸と惑まどう彼女へと、エルハイネは微笑む。それは自然に零こぼれ出た笑みだった。

「ええ、分かっています。視えていますから」

「……あ」

　想眼を持つ輝使族に偽りは通じない。

　好意も悪意も、隔へだてなく。

「言ったでしょう？　僕は貴女が聖女であることに、何の不安も感じないと」

「……でもわた、わたくし、は」

　反射のように否定を紡ぎかけたのは、きっとローゼに自信がないから。

　けれど彼女は途中で口を噤つぐんだ。そしておずおず、という様子でエルハイネを見上げてくる。不安ながらも、信じようとして。

　エルハイネは本来、言葉をあまり信じない。多くの偽りを吐はき出だす源みなもとだし、自分だってそれは同じ。

（別に反省はしませんが。……僕は少しばかり、捻ひねくれすぎていたかもしれません）

　言葉を──心を信じようと歩み寄ってくれる勇気は、こんなにも嬉しいものだったのか。

「貴女は少々、難しく考えすぎかもしれませんね。たとえ繕つくろっているにしたって、それも自分の一部でしかないのですよ。己の中に存在しないものは、表現できないでしょう」

　台本がない場面においても、ローゼは聖女の仮面を失ったことはない。一度でも剝はがれ落ちていたら、彼女の評価は違っていたはず。

　ローゼが聖女を繕えるのは、考えられる、思おもい描えがける心性を持っているからこそ。

「在るがままの貴女でいい。僕もヴィレフさんと同意見です。だから貴女が不安だと言うのなら、今はそれでもいい」

　自分を見み出いだすのに焦る必要などない。なぜならば、神騎士が──自分たちがいる。

「そのときが来るまで、僕が貴女を支えましょう。貴女の言葉は真実美しいのだと、何度でも教えて差し上げます」

　そして心の底から、ローゼリンデという人へと、感謝を告げた。

「貴女のような方が、聖女でよかった」

　悪意に濁にごったこの眼ですら、彼女のことは美しいとしか思えない。
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　ローゼとシアが見たのは、追おい詰つめられた魔ま獣じゆうが風の神殿の方角を向いたところまで。しかし子犬の追跡によって、仲間を始末した魔獣の向かった先が、風の神殿であったことが判明している。

　魔獣そのものはヴィレフとエルハイネが即そく座ざに討とう伐ばつしたが、宝珠オーブはすでに魔力の干渉を受けている可能性が高くなった。

（……由ゆ々ゆしき事態です）

　トラウクレールへと向かう飛ひ空くう艇ていの甲かん板ぱんに立ったローゼは、厳しい表情で前方を見み据すえる。結界によって調節された大空の風が爽さわやかに頰ほおを撫なで、髪かみをなびかせていた。

　晴はれ渡わたる青空も、澄すんだ空気も美しいが、残念ながら今のローゼは楽しめる心しん境きようにない。

（魔獣が宝珠オーブを魔に染めようと狙ねらっただけならば、些さ事じにすぎません）

　狙われることなど日にち常じよう茶さ飯はん事じ。それでもこれまでのトラウクレールは、宝珠を護まもり続けてきた。

（しかし傷付いた魔獣が、輝き力りよく溢あふれる地に自ら向かうなど考えられない）

　魔ま力りよくが輝力にとって毒であるように、輝力は魔力にとって毒でしかない。

　そこから導き出される答えは、一つ。

（つまり風の宝珠は、すでに魔力を生み出している……！）

　ヴィレフたちが一度戻もどってきたのもそのためだ。もし宝珠が完全に魔力化してしまった場合、浄じよう化かには聖女の力が必要になる。

　トラウクレール王が宝珠の受うけ渡わたしを拒こばんだ真の理由も、魔力化を隠かくすために違ちがいない。宝珠がフロウハイムに渡わたれば、すべてが明るみに出るからだ。

　事態の深刻さを見誤った己おのれが、ひたすらに腹立たしい。

　きつく拳こぶしを握にぎるローゼの隣となりに、歩み寄ってきたヴィレフが並ぶ。

「そう気負うな。本番前からその調子では疲つかれるぞ」

「分かってはいるのです。でも、とても余よ裕ゆうを作れません。わたくしは──気付けなかった。あれだけ風の宝珠に近付いたというのに」

　ローゼが何よりも悔くやんでいるのがそれだった。

　宝珠は創造主の造形計画において、生命の循じゆん環かんを滞とどこおりなく回すために付置された装置だ。

　外界より侵しん略りやくしてくる魔は、輝力を侵おかす。魔力に満たされた宝珠は、魔力を生む魔の宝珠へと変質してしまうのだ。そうなれば近く、世界は破は滅めつを迎むかえる。

「いえ、ローゼリンデさんが惑まどわされたのも無理はありません。僕ぼくたちが風の宝珠に近付いたとき、神殿には濃こすぎる輝力が満ちていました。おそらく風の宝珠は不安定な状態なのでしょう」

　やはり落ち着かないのか、エルハイネも姿を見せて話に加わった。

「聖女が来ている前で、万が一にも宝珠が魔に染まるところを見られてはならなかった。多少不自然であっても、輝力で誤ご魔ま化かした方がマシですからね。──しかし間ま違ちがいなく、宝珠は一度以上、魔に染まったはず」

　町の輝き使し族ぞくたちが言っていた。「結界は無事」と。

　破は壊かいされたわけでもなく、町の者が気付かぬうちに魔獣の侵しん入にゆうを許したのは、結界が失われた瞬しゆん間かんがあったからだ。

　しかし、不思議でならない。隠して一いち時じ凌しのぎをしたとして、どうにかなる問題ではないというのに。

「宝珠の魔力化は、一国の問題に収まらない。なのに、なぜ……」

「だからこそ、でしょうね。宝珠剝はく奪だつなどという汚お名めいを、伯お父じ上うえが受け入れられるはずがありません」

「……」

　きっと、エルハイネの言う通りなのだろう。気持ちがまったく理解できないとは言わない。

（けれど、愚ぐ行こうです）

　ローゼが重い息をついたそのとき、丁度視界の先にトラウクレールの姿が見えてきた。──直後、異変を感じる。

　肌はだを撫でる風がどろりと粘ねん性せいを持ち、悪お寒かんに粟あわ立だつ。覚えのある感覚だった。

「っ……!!」

「う。こ、これは……！」

　ローゼは驚おどろいて辺りを見回し、エルハイネはせり上がってきた吐はき気けを堪こらえるように手で口を覆おおう。

「ぐぅ……っ」

　魔力耐たい性せいを持つ人族のローゼとヴィレフ、修しゆ羅ら族ぞくのシアにとっては、まだ変化に驚く程度で納まる魔力濃のう度どだ。しかし完全輝力依い存ぞん種しゆであるエルハイネはそれでは済まない。肌には冷ひや汗あせが浮うかび、手は小刻みに震ふるえていた。

「輝マ命ナの・空間支配エリアエンチエント・輝き風ふうの天てん煌こう」

　聖命の書を手に、ローゼは自らを中心に結界を張る。ここから先は結界を維い持じしたまま進むことになるだろうと考え、数人が適当な距きよ離りを保って立てる程度の大きさに形成した。

　澄んだ清せい浄じような空気で満たされた力場に、エルハイネは安あん堵どの表情で大きく息をする。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「問題ありません。ありがとうございます。魔力の影えい響きようを強く受けたのは初めてだったので……驚きました。魔ま物ものは、あの中で僕らと戦っているんですね」

　体感したせいもあるのか、エルハイネは実に苛いら立だたしげに吐はき捨すてる。

「大した忠ちゆう誠せい心しんです。迷めい惑わく極きわまりない」

　伝承では魔力を司つかさどる『もの』は世界を生み出した創造主と対蹠たいしよとなる存在であるため、創造主の力である輝力を打ち滅ほろぼそうとしてくるのだと言われている。

（この世界に生まれた者として、わたくしたちには命を全うする権利があります）

　だからこそ魔に世界を明あけ渡わたそうとは思わない。魔力の存在を許すのなら、自分たちが絶ぜつ滅めつするしかなくなってしまう。本来そこに在るべき自分たちが死に、侵略者に世界を譲ゆずるなど、命ある者として認められない。

　創造主もまた、そのような真ま似ねを看かん過かしなかった。そのために聖女や神騎士という希望を世界に与あたえたのだから。

「魔力の属性はどうやら風……。やはり、トラウクレールの風の宝珠は魔力に堕おちているようですね。急ぎましょう。この状じよう況きように晒さらされている民たみが心配です」

「ええ」

　エルハイネにうなずいた直後、飛空艇が大きく揺ゆれる。

「どうした!!」

「浮ふ遊ゆう石せきの動力、風の輝き煌こう石せきが内包輝力を使いきりました！」

　ヴィレフの叫さけびに返したのは船員で、その答えはまさかのものだった。

　フロウハイムの飛空艇にエネルギー残量の怪あやしい輝煌石が使われるはずもない。魔力に侵しん食しよくされ、瞬またたく間まに力を失ったのだ。

「船員が風の輝力を補ほ塡てんしていますが、上う手まくいかなくて……！」

「ここはもう、魔力の力場です。いつものつもりで輝力を扱あつかおうとすれば、制せい御ぎよが難しいでしょうね。僕がやりましょう。──天あま司つかさ、解かい呪じゆ」

　エルハイネは己の呪じゆ杖じようを腕うで輪わから解呪し、手に収める。そしてすぐに飛空艇全体を覆うほどの呪じゆ紋もん法ほう印いんを空に描えがき上げた。

　これだけ巨きよ大だいな呪紋法印に、万まん遍べんなく行いき渡わたる莫ばく大だいな輝力容量、構築の速さ、精度すべてが常識外。しかし当の本人は当然の表情で呪紋を行使する。

「輝エ風アの・翔翼レビテート」

　エルハイネは浮遊石に輝力を注いで稼か働どうさせる、という間ま怠だるい手段を取らなかった。飛空艇全体を覆う風の膜まくを作り出し、直接浮遊させる。

「宝珠が完全に魔力へ変質していたとしても驚かん状況だな。エル、船は下ろせそうか？」

「発着所が機能しているとは思えませんから、町の外に着陸しましょう」

「そうしてくれ」

　話している間にも飛空艇は前進と降下を続け、ややあって町の手前に着陸する。

　いつもは陸路からも人で賑にぎわうトラウクレールだが、現在町を満たすのは、人ならざるものの喧けん騒そうのみだ。

　怪かい鳥ちようのけたたましい鳴き声に、地を這はう獣けものの歓かん喜きの咆ほう哮こう。結界を失ったトラウクレールの町は、魔獣たちが我わが物もの顔がおで闊かつ歩ぽする魔ま境きようと化している。

　美しく整えられていた町並みのあちこちに、交戦の際に刻まれたと思われる傷きず痕あとが見えた。

「住民は家の中に避ひ難なんしているようだな」

　ローゼたちがきっかけとなったのか、それとも機が熟じゆくしたのか──いずれにせよ、トラウクレールを後にした数時間で、町は一変してしまった。

　トラウクレールは魔獣への抵てい抗こう後、何らかの理由で駆く逐ちくを諦あきらめ、守りに入ったようだ。民家の多くは自身で結界を張り、魔獣の襲しゆう撃げきを退しりぞけている。結界が張られていない、もしくは倒とう壊かいしてしまっている家の住民は……別所に逃にげているのだと信じたい。

　状況が膠こう着ちやくしているのは、魔獣側も攻せめあぐねているからだろう。さすがに高い輝力を持つ種族だと言える。

　しかしこのまま魔力の中で輝力を使い続けていれば、回復できずにいずれ力尽つきてしまう。急いで元げん凶きようを断たつ必要がある。

「駆逐するです？　するです？　するですー？」

　わくわくした顔でシアが言うのに、ヴィレフは首を横に振ふる。

「それは後だ。まずは風の宝珠に辿たどり着つく。無む駄だな交戦は避さけろ。──前衛は俺おれとエルで担当する。シア、今度こそローゼの側を離はなれるな」

「もう。分かっているのですよーだ」

　元々ローゼの護衛を放ほう棄きしたことなどないシアは、舌を出しつつ応じた。ヴィレフはジロリと念ねん押おしするようにシアを睨にらんでから、前を向く。

「七しち星せい煌こう刃じん、解呪」

　ヴィレフは己の愛あい剣けんである銀の長ちよう剣けんを手に収める。シアも同様だ。

「一気に突とつ破ぱするぞ！」

「了りよう解かいです」

「行くぞ！」

　号令と共にヴィレフは先せん陣じんを切って駆かけ出した。後に続くのはエルハイネ、そしてローゼ、最後尾をシアが担になう。

　道を塞ふさぐ魔獣たちが、輝力の塊かたまりとも言える一行を認にん識しきして毛を逆立てた。ヴィレフははるか間合いの外から長剣を頭上に振りかぶり──

「瞬しゆん閃せん・烈れつ波ぱ！」

　斜ななめ袈け裟さ懸がけに振り下ろす。輝力によって増ぞう幅ふくされた剣けん閃せんは可視化した衝しよう撃げき波はとなって、地上の道を塞いでいた魔獣たちを、通り一本分、一いち撃げきで消失させる。

「僕の前で空を支配するなど、よくぞふざけた真似をしてくれますね」

　一方、呪杖を天へと向けたエルハイネは、空に巨大な呪紋を描えがき出だす。

「天が裁きを望んでいますよ。──輝炎フレアの・星浄滅火アステラードイレイズ」

　何千という閃せん光こうが呪紋から生じ、空を舞まう魔ま鳥ちようたちを照射した。輝く金の光に貫つらぬかれた魔鳥たちは、瞬く間に燃もえ尽つきる。

「つまらないのですよ！　シアにも何か残すのです！」

「面おも白しろくなくて大変結構じゃないですか。ほら、行きますよ」

「歯ごたえ！　歯ごたえがほしいのですー!!」

「心配しなくとも、相応の相手にすぐに見まみえる」

　シアに答えたヴィレフの目は、山頂へと向いていた。

「宝珠を魔に染めた大物がいるはずだからな」
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　事前にトラウクレールを訪おとずれていたのは、ローゼたちにとって幸運だった。風の神殿へ至る道を迷わず突つき進すすめる。

　頂に辿り着くための翼である翼よく竜りゆうは、エルハイネが命めいを与えて従わせた。誰だれが何を言おうと、エルハイネの血はトラウクレール輝使族の中で最も尊き一族に連なる。輝使族によって躾しつけられた翼竜は、素す直なおにエルハイネの指示を受け入れた。

　先日王の案内で来たときには、頂上付近に張られた結界が侵入者を防いでいたが、今は跡あと形かたもない。拒むもののない中を直進し、下り立った風の神殿の様相は、悪い方向の予想通りだった。

「凄すさまじいですね。輝力がまったく感じられません。……ローゼリンデさんの結界がなかったらと思うと、ぞっとします」

「わたくしも、こんなにも濃い魔力のただ中に足を踏ふみ入いれたのは初めてです」

　張った結界の境界から、強い圧力を感じる。

（早く風の宝珠オーブを魔力から取り返さなくては！）

　急ぎ神殿へと駆かけるローゼたちの前方──まさに突とつ入にゆうしようとしていた入り口から人ひと影かげが現れ、ヴィレフが後続のローゼたちを手で制し、自らも足を止めた。警けい戒かいに緊きん張ちようが走る中で姿を見せたのは、一目で分かるほど疲ひ労ろう困こん憊ぱいした一人の輝使族。壁かべに手をつき、引きずるような足取りで外へと向かってくる。

（見覚えがあります。彼かれは確か、神殿の護衛を務めていた方ですね）

「あ……！」

　輝使族の方もローゼたちの姿を認め、安堵と後ろめたさがない交ぜになった表情を浮かべた。特にエルハイネに気付いた瞬間は顕けん著ちよで、息を吞のんで硬こう直ちよくする。輝使族が見せた動どう揺ようを、エルハイネは嘲ちよう笑しようをもって鼻で笑った。

「エル、やめろ。──一体何が起こっている？」

　エルハイネの態度を窘たしなめ、ヴィレフは輝使族へと問いかける。

「み、見れば分かるでしょう!?　宝珠が魔力化したのです！」

　エルハイネから視線を外すきっかけを得た輝使族は、意識的にヴィレフの方に向き直り、捨て鉢ばちになって叫び返す。

「理由は知らない！　何にしたってもう無理だ！　俺は知らない。こんな所にいられるか！」

「そうか、分かった。後は俺たちに任せて休んでいるといい」

　こともなげに言い放ったヴィレフに、輝使族は啞あ然ぜんとした表情になった。

　こうして魔力の脅きよう威いを現実に思い知るのは、多くの人々にとって初めての経験。輝使族は魔力に対し劣弱な抵抗力しか持たないから、余計に恐きよう怖ふを感じるだろう。なす術すべなくここまでの悪化を招き、弱気にもなっているはず。

　──だからこそ、行く。

　希望に足あし踏ぶみなど許されない。怯ひるむ姿は世界の勇気を挫くじく。

　ローゼたちはためらいなく神殿の中へと歩を進めた。背中に怖おそれと尊敬、期待の眼まな差ざしを受け止めながら。

「──！」

　そうして踏ふみ込んだ大広間の様子は、一変していた。

　広間中央の台座に据すえられた風の宝珠は禍まが々まがしい黒こく緑りよくの輝きを放ち、その周囲には幾いく人にんもの輝使族たちが倒たおれている。

　まだ立っている者もいるにはいるが、限界は近そうだ。

「駄だ目めだ……戻らない。完全に魔に染まってしまった……」

「馬ば鹿か者もの、諦めるな！　我ら誇ほこりあるトラウクレールが、魔力に屈くつするなどあってはならん！　何より輝く風のためにだ！」

「ご心配には及およびませんよ」

　焦しよう燥そうで満ちる場に不似合いに、冷静に冷れい徹てつに──嘲笑の込められたエルハイネの声が響く。

　輝使族たちを凍こおり付かせるその声に、トラウクレール王は錆さび付ついた機械のような動きで、ゆっくりと首を巡めぐらせ、エルハイネの姿を捉とらえた。

「貴、様……」

「フロウハイムが処置をしますから、どうぞご安心ください。ああ、しかし──」

　偶ぐう然ぜんか、それとも必然か。その一瞬が境のとき。

　屈くつ辱じよくに歪ゆがんだ王の顔。侮ぶ蔑べつを殊こと更さら強調したエルハイネと、自分たちの失態が明るみに出ることを恐れた輝使族たちとの、負の感情が飽ほう和わする。

「エルハイネ──……ッ」

　彼が放とうとしているのは、人を傷付けるだけの言葉。自身の品位を打ち捨てるに等しい愚ぐ行こうを、感情に任せて取らせたくなくて、ローゼは彼の名を呼ぶ。

　エルハイネは僅わずかに肩かたを震わせたが、止まれなかった。

「実に、無様なものですね」

　他者を貶おとしめる因果が、世界に還かえったのか、どうか。




　オオオォォ──……ンッ!!




「っ」

　すぐ近くで獣の雄お叫たけびが響ひびき、黒く染まった風の宝珠は一層輝きを増した。

　獣の咆ほう哮こうは建物を揺らすほどの轟ごう音おんとなり、実際のところ、近いか遠いかさえ判断できない。

（来る!?）

　強大な魔力を持つものが迫せまっている──

　脅威をすぐ傍らに感じた瞬間、ローゼは宝珠に向かって駆け出していた。

　宝珠を取り戻さなくては。頭にあったのはそれだけだ。

（届く！）

　だが宝珠に向かって手を伸のばしたローゼの目の前で、実に無造作に、神殿の天てん井じようが忽こつ然ぜんと消える。

（……え？）

　とっさに、何が起きたか理解できない。

　ローゼが知覚できたのは、黒ずんだ金緑の毛皮に覆われた獣の足と、その巨大な爪つめと、突とつ風ぷうのような衝しよう撃げき。そして、視界に広がる青い空。

（え──!?）

　続いて襲おそい来る浮遊感。視界の先で、背に翼を生やした巨大な四足の獣の姿が見えた。

（大きい！）

　町で遭そう遇ぐうしたものと比べても歴然の差がある。風の神殿を覆うほどの巨きよ軀くだ。しかし全体的な造形は似ているので、同族の上位種というところか。

　魔獣は大きく振り上げた前まえ脚あしを下ろし、地に着ける。

　どうやら神殿の天井を吹ふき飛とばしたのはこの魔獣で、ローゼは余波に巻き込まれ、一いつ緒しよに宙に放り出されたらしい。

　魔獣は神殿内から吹き飛ばした風の宝珠を、巨大な口でばくりと飲み込む。

　一いつ拍ぱく後、大気が震えた。魔獣を中心に怒ど濤とうの勢いでより広く、深く、魔力が世界を侵食していく。

　魔獣は力を享きよう受じゆした歓喜に身み震ぶるいすると、天へと顔を向けて遠とお吠ぼえを発した。己の存在を、ここに魔の領域が生まれたことを、同どう胞ほうたちへと知らしめるように。

　次いで魔獣の金きん眼がんが、空中で身動きの取れないローゼを捕とらえる。強きよう烈れつな敵意を瞳ひとみに滾たぎらせ、咆哮を上げた。

　仇きゆう敵てきを見据えた魔獣は力を込めて大地を蹴けり、羽ばたく。その足はまるで空を蹴って駆けるかのように軽かろやかに、ローゼだけを目指して疾しつ駆くしてきた。

「くっ」

　打ち上げられた勢いを失い体が落下する中、迫る魔獣に対してローゼは聖命の書を手に身構えた。

　聖女として祝福された輝力を宿そうとも、ローゼは人族だ。空を駆ける翼もなければ、山頂から落下して無事でいられる強きよう靭じんな肉体も持ち合わせていない。

　浮遊呪紋は使えるが、魔獣と空中戦ができる速度は出せないし、何より呪紋を二種類以上同時に使うと集中力が分散し、威い力りよくが落ちてしまう。

（多少の衝撃は覚かく悟ごするしかありません……！）

　とにかく足を地に着けなければどうにもできない。ローゼが魔獣と落下から身を護るための呪紋を構築しようとした、そのとき。

「ローゼリンデさん！」

　なす術なく下降し続けていたローゼの手を、誰かが摑つかむ。体を引き上げられ、腰こしを抱だかれて安定を得た。

「エルハイネ……！」
















　忙せわしなく羽ばたかれる純白の羽根が散り、陽光に輝く。その姿は状況を忘れさせるほど美しい。

　古き時代、人は彼らに神の御み使つかいとしての姿を見た。現在では世界に生きる一種族となった輝使族だが──古いにしえの人々が彼らの中に神聖さを見た気持ちがよく分かる。

（綺き麗れい……）

　頭部に一対、背中に二対。計六枚の翼を持つ、天空の支配者。

　だがのんびり感動できる状況ではなかった。エルハイネ越ごしに接近する魔獣を見て、ローゼは急ぎ呪紋を構築する。

「カッ!!」

　魔獣はローゼたちの頭上へ躍おどり出でると、口を開いて魔力の衝撃波を吐はき出だした。

「輝レ光イの・守硬盾シールド！」

「輝エ風アの・乱斬レイザーアツシユ！」

　ローゼは衝撃波を防ぐための盾たてを張り、エルハイネは風刃をぶつけ気流を乱し、同時に輝力による魔力相そう殺さいを狙う。しかしローゼを抱かかえるために呪杖を手放したエルハイネの呪紋は精度が落ち、思うような相殺が叶かなわない。

　光の盾と、魔力がぶつかる。魔属性へと変じた風の宝珠から力を得た魔獣の攻こう撃げきは、強力だった。ローゼの盾は衝撃波の多くを防いだが、最後まではもたずに押し切られる。

　盾を突つき破やぶった魔力が、暴力的な風の形を維い持じしたまま襲いかかった。

「くッ」

　身の内側にローゼを庇かばい、背で暴風をまともに受けたエルハイネは、翼の制御を失って落下する。硬いものが折れるゴキリという音が、ローゼの耳にまではっきりと聞こえた。

　エルハイネは苦痛に顔を歪めながらも、墜つい落らくの直前には翼を羽ばたかせ減速を試みる。

　効果はあった──のだと思う。しかし落下の衝撃は大きくて、ローゼとエルハイネはそのまま意識を手放した。
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「──……ぅ、えっ。ひぐっ、ぇ……っ」

　──泣き声が、する。

　泣き声は嫌きらいだ。子どものものなら尚なお最悪だ。それは、弱い自分を思い起こさせるから。

（また、これか）

　色を失った白と黒の世界。部屋の隅すみで蹲うずくまって泣く子どもの姿と、彼の付属物だけが鮮せん明めいに浮うかび上がる。

　子どもの周囲に散らばる赤く染まった純白の羽根が、心の底から厭いとわしい。

（あぁ、まったく。煩うるさい）

　泣き喚わめいたところで、何も変わりはしないのに。

　四枚羽根を顕けん現げんさせた状態で生まれてきたエルハイネを、トラウクレール王の弟夫ふう婦ふである両親はとても喜んだのだという。事実エルハイネが持つ幼少期の記き憶おくは、周囲のすべてから誇りだと褒ほめ称たたえられ、愛されたものしか存在しない。

　約束された優ゆう秀しゆうさの発はつ露ろを期待する両親に、エルハイネが応えるべく努力したのは自然の流れだったろう。研けん鑽さんを積めば積むだけ結果が現れるので、学ぶことに純じゆん粋すいな楽しさを感じていたのも後あと押おししていた。

　皆みなが喜び褒ほめてくれるのが嬉うれしかったから、さらに力を伸ばそうと努力を重ねていく。エルハイネの才覚は持って生まれた輝力だけに留まらず、あらゆる方面で並以上の適性を見せた。

　希望だけが連なる、輝く日々。鍛きたえた力で、学んだ知で、将来王となる従兄いとこの役に立つのだと言ったら、国王である伯お父じも従兄も頼たのもしいと笑ってくれた。

（……なぜ、気付かなかったのか）

　そこで止めておけばよかったのだ。少しだけ優秀な人材の枠わくから、はみ出さないようにしておけば。

　けれど大人でも制御が難しいと言われる呪紋も、エルハイネにとっては何が難しいのか分からないぐらい簡単に扱えるものでしかなく、特別はいつしか異常に変わっていく。

　いつからか、使える呪紋が増える度たびに両親の顔に怯おびえが滲にじむようになった。子どもだったエルハイネにはその理由が分からなくて、昔みたいに褒めてほしくて、より一層、あらゆる分野で力を磨みがいた。

　周囲の大人がエルハイネの特異性に耐たえきれなくなったのと、六枚羽根が顕現してしまったのは、まさに同時。

　神が持つ力の一つを分わけ与あたえられたとされる、奇き跡せきの瞳。その想眼を許された者にのみ発現する、神聖なる六枚羽根。

　もう何百年と前に存在を失った、栄えい華がの象しよう徴ちよう。

　それに対し周囲の人々がエルハイネへと抱いた感情は。




　──化け物だ。




　彼らがどれだけの恐怖と嫌けん悪おを己に抱いているか──残ざん酷こくな事実を想眼は隠してくれない。いっそ揺るぎのない真実として突つき付けてくる。

　周囲の反応は当然と言えた。もう神話の時代とは違う。己の心を盗ぬすみ視みられることを不快に感じこそすれ、超ちよう常じようの力への敬意など存在しない。

（僕がもっと賢かしこければ、上手く立ち回れただろうに）

　愛情を疑わず、優やさしさを信じて。

　だから──絶望した。

　最後に生えた一対の伝説に元げん凶きようを押し付け、切り落とそうとしたこともある。だが、痛みに耐えきれずできなかった。

　暗くら闇やみの中で赤く染まった羽根が散らばる様を、エルハイネは冷めた目で見下す。それから、泣き止む気配のない子どもの元へと、苛立ちながら歩み寄った。

「いい加減、消えてくれませんか」

　愚おろかで弱かった過去を否定はしない。けれど。

「弱い貴方じぶんで嘆なげいている余裕なんか、僕にはないでしょう？　捨てられるのは二度とごめんだ。だからさっさと──立ち上がりなさい！」

　蹲る子どもの胸むなぐらを摑み、引きずり起こそうとして──ぎくりとして手を離す。

　そこにいたはずの過去の自分が、いきなり女性へと変わっていた。

　顔さえ判然としないのに、泣いている少女が誰であるのかだけは何となく分かる。

「……どうして、貴女あなたが」

　これはただの悪夢だと、エルハイネには分かっていた。それこそ幾いく度どとなく見た夢だ。

　さっさと切り捨てて、そんな過去など「だからどうした」と心の底から言える強さがほしい。それなのに感情はいつまでも意思を裏切り続ける。

（これは、僕の弱さだ）

　だが心に染しみついた闇やみに、なぜ彼かの女じよがいるのか──……。

「……いえ。分かっています。僕はきっと、嬉しかったんですね」

　大丈夫なことなど何もなかった。

　トラウクレールで被こうむる悪意も羨せん望ぼうも、どう処理をすればいいのかエルハイネにも整理はまだつけられていなくて、しかし認めるのも嫌いやで、目を逸そらすしかできなくて。

　けれどどれだけ直視を避けようと、心で感じたものを自分にだけは誤魔化せない。

　──苦しかった、のだ。

「貴女の心配が、とても優しかったから」

　自分を心配してくれた言葉が純粋で、とても美しく、心ここ地ちよかったから。

「ローゼ、リンデ、さ……」

「──エルハイネ！」

「っ!!」

　耳を打つ声に、急に世界の色しき彩さいが変わった。エルハイネははっと目を見開き、同時に襲って来た衝撃に悲鳴を上げる。

「ぐ、ぁっ、ああぁぁああッ!!」

（羽根、が──ッ）

　己を苛さいなむ激痛の源をすぐに悟さとり、直前の状況も思い出す。

　早く癒いやさなくてはと思うのに、痛みが邪じや魔まで呪紋をまともに構築できない。そうしているうちに、不意に痛みが和やわらいだ。同時に、呼吸が楽になる。結界によって魔力が遮さえぎられたためだ。

「は……、ぅ、く」

　ようやく周囲を認識する余裕を取り戻し、目の前で膝ひざをついている人物を見上げる。

「……ローゼリンデ、さん」

「ごめんなさい。庇ってもらったのに、わたくしも気を失ってしまっていて。貴方が動かなかったから焦あせって、声を。……先に治ち療りようを施ほどこすべきでしたのに」

「い、いえ」

　ローゼが心の底から申し訳ないと思っているのが、その言葉から視えた。それで気付いたが、眼鏡がない。

（まあ、あれだけ吹ふっ飛とばされれば当然ですか）

　ざっと見み渡わたして今いるのは山の中腹辺りだと見当をつけ、次いで現状を把は握あくしようと山一帯に感覚を広げる。探さぐるまでもなく、膨ぼう大だいな魔力の塊かたまりが山頂に留まっているのが分かった。

　風の宝珠オーブを吞み込んだ魔獣がまだそこにいて、変わらず魔力を放出し続けている。黙だまっていては刻一刻と輝力が塗ぬり替かえられていき、状況は悪化していく。

　急いで戻らなくてはならないが、体を動かそうとした瞬間、痛みを思い出して全身が萎い縮しゆくした。治癒呪紋キユアスペルによって損傷は回復しているが、治ったばかりの神経の反応はまだ鈍にぶく、命令が上手く行き渡らない。動けるようになるにはもう少しかかる。

「……こちらこそ、すみません。お見苦しいところを……」

　翼の損傷が耐たえ難がたい痛みを与えてくるとはいえ、悲鳴を上げてのたうつ姿など、実に恰好つかない。そんな様を晒したことに、今いま更さらながら強い羞しゆう恥ちを感じて目を伏ふせる。

「羽根が傷付くと呪紋すら使えなくて……未熟ですね」

　翼は空での高い機動力を与えるのみならず、重要な輝力内包器官でもある。輝使族が真に全力で呪紋を放つためには、翼を具現化させ、体内に輝力を循環させなくてはならない。

　しかし翼は鋭敏な感覚を持つ繊せん細さいな部位でもあり、傷一つ付こうものなら、神経を直接焼かれるような激痛を味わう。諸もろ刃はの剣である翼を、エルハイネは余よ程ほどでなければ具現化しない。

　一流と呼ばれる呪紋使いの中で、エルハイネは先頭を走る実力者だ。翼の解放が必要になる事態などずっとなかったから、久しぶりに受けた傷に心身が驚いていた。

（翼が傷付いたのは、子どもの頃ころに頭の羽根を落とそうとして以来でしたからね……）

　やはり、翼はできる限り使いたくないと痛感する。

　肉体的な危険だけではない。側頭部に存在する翼を意識する度、どうしても心が疼うずいてしまうのだ。

「翼は輝使族最大の弱点ですから……。ごめんなさい。そして、ありがとうございます」

「当然のことをしたまでです」

　翼に然さ程ほどの強度はない。手足の方がずっと頑がん丈じようだ。だから魔獣の攻撃を見たとき、背を向ければどうなるかの予想はついていた。

（迷いませんでした、ね）

　とっさに己の身を犠ぎ牲せいにする選せん択たくをした自分に、エルハイネは今更ながら驚く。

　覚悟した以上の苦痛ではあったが、心に残っているのはローゼを護れた満足感だけだ。

　次があっても、おそらく同じ行動を取る。同等の迷わなさで。

「それは……神騎士として、ですか？」

　そう訊たずねてきたローゼは、苦しげな表情をしていた。神騎士となるほどの才と、なるしかなかった状況をエルハイネが疎うとんじていることを、彼女は知っている。

（貴女は、ずっとそうでしたね）

　役目に対して真しん摯しではないと知りながら、重要な役職に就ついているエルハイネを、ローゼは一度も咎とがめなかった。ただ、ずっと心配をしてくれていた。

　自分自身に関してもそうだ。ローゼが人目を気にしているのは己が恥はずかしい思いをするからではなく、周りが抱くだろう不安を慮おもんぱかっているだけ。聖女を信じる人々のために、聖女の姿を貫こうとしている。

（喋しやべれなくなるほど、自身も追い詰められているのに）

　誰もそれに気付かない。聖女が聖女らしいのは当然だと、残ざん酷こくな理想を信じている。

　ローゼ当人もそう望んでいるから、無理からぬ話だ。努力が報むくわれているという見方さえあるだろう。

　しかし今のエルハイネには、それが無む性しように腹立たしい。

「神騎士の役目であることは、否定しません」

　そこにいたのが聖女でなくても、エルハイネは同じ選択をした。神騎士の資格を失わないために、正しく在ろうとして。

「けれど、貴女だから迷わなかったのも確かです」

　ローゼを助けたかった。傷付けたくなかった。

「神騎士でなくとも、僕は迷わなかったでしょう」

　エルハイネは聖せい人じん君くん子しではないし、神騎士に誇りを持っているわけでもない。必要だからやっているだけ。取った行動は誰に対しても同じだったと断言できる。

　だが、ローゼのことは庇わなくてはならないから庇ったのではない。

　護りたかったから庇ったのだ。

「貴女が無事でよかった」

　心からの安堵で、他人にこんな言葉を言う日が来るとは思わなかった。

　エルハイネとしては羽根を折っても甲か斐いのあることだったのだが、それでもローゼの申し訳なさそうな表情は変わってくれない。

（そんな顔をする必要などないのに）

　治る傷など、どれほど大きくても些さ細さいだ。本当に深くまでを抉えぐった心の傷は、小さく見えてもとめどなく血を流し続けて、常に疲ひ弊へいした状態から逃のがれられなくなる。

　その傷口を、彼女の言葉が、心が、塞いでくれた。

　だから、ローゼには知ってほしい。己に凝こごった怒いかりと悲しみの本質を。そして彼女が与えてくれたものの大きさを。

「僕は、風の宝珠が嫌いです」

　ずっとそう思っていたのに、神騎士の資格を失うことが怖こわくて、見ないふりをして懸けん命めいに務めてきた。

（意味などなかったでしょうけどね）

　そんな誤魔化しが宝珠に通じるはずもない。分かっていたが、表面上も内心もそうして誤魔化し、己に言い聞かせて過ごしてきた。認める強さを持てなかったから。

　辛つらいことを、嫌なことを、そうと言えないのは、苦しい。

　けれど今日、これまで目を背けてきた本心を、初めて口にする。

　不ふ遇ぐうを嘆くのではなく、前へと進むためにだ。

「なぜ宝珠は僕に才を与えたのか。こんな力、持ち得なければよかったのにと、思わない日はありませんでした」

「そう、でしょうね……」

「何が至高の六枚羽根だ。想眼だ。神騎士だ。──僕は王位なんか欲ほつしたことはありませんし、民の支持だって搔かき集あつめたわけじゃない。輝力許容量の多た寡かで、伯父や従兄を嘲笑あざわらった覚えもありません」

　けれど、誰も信じなかった。民は地上最強種と呼ばれたかつての自分たちの栄華をエルハイネに投影し、一方で正統な血を持ちながら才覚に劣おとった伯父一家は甥おいを恐れた。

　輝使族には羽根の数で彼ひ我がの上下を悟る本能がある。唯一六枚羽根を得たエルハイネこそが王に相応ふさわしいと囁ささやき交かわされるようになったのは、当然の展開だ。

　しかし本能のみに従順になるほど獣に近くはなく、正当性の見解は割れた。王の不興を買うのを恐れた両親はエルハイネと距離を置き、他人の称しよう賛さんの中で孤こ立りつしていく。

　そして自分たちの醜みにくさをエルハイネの想眼が見通していることを、全員が知っていた。

「神騎士たり得る力など、持ちたくなかった。己を護るために、人がどれだけ冷れい酷こくになれるのか……醜しゆう悪あくな本ほん性しようを誰もが隠かくし持もっているのだと、見ずに済んだかもしれないのに」

　トラウクレール王の親類として、家族として、ただ普ふ通つうに生きていく未来もあったかもしれない。

　けれど力を持ちすぎたがために、そんな未来は消え去った。

　トラウクレールでの居場所を失ったエルハイネには、もうフロウハイムにしか己の存在を許してくれる場所がなく──だから、望まない神騎士で在り続けることに必死だった。

「……無様だと思いませんか」

「え？」

「トラウクレールのあの姿です。己の虚きよ飾しよくを貫いた者たちの、なれの果てです」

　トラウクレールには、この状況を回かい避ひする手立てを講じる時間が充じゆう分ぶんあったはずだ。

　宝珠の魔力化を知りながら隠す選択をし、そのための工作にも慣れていたのがその証あかし。昨日今日の話なら、神殿に集まった誰か一人ぐらいは、もっと動揺を見せてもおかしくなかった。

　フロウハイムに助けを求めていれば、世界にとっての最善にはなる。しかしトラウクレールにとっては違うから。

「貴女は心が分からないまま聖女を演じる自分が不誠実だと言いましたが、僕はそうは思いません」

　ローゼの仮面は、他者のためにつけた仮面。

　体面を繕つくろっただけの虚飾とは、根本的に違う。

「トラウクレールは、人々を不安から護ろうと聖女の衣ころもを纏まとった貴女とは真逆。その結果が魔獣に襲われて壊かい滅めつとは、無様としか言いようがないでしょう」

「けれど、そうさせてしまったのはわたくしたちかもしれない」

「──」

　返ってきたローゼの答えに、エルハイネは正直、啞あ然ぜんとした。

「宝珠に異変が現れたときに、彼らから見たフロウハイムには相談できる空気がなかったのでしょう。それは原因の一つと言っていいのではありませんか？　わたくしたちも、己を振ふり返かえるべきなのだと思います」

「まさか、それを理由に許すつもりでいるのですか？　このような人災を招いた連中を」

「トラウクレールに科すべき責は、今は判断しかねます」

「──そう、ですね」

　宝珠が魔力化した元凶を詳つまびらかにしてからの話になる。そしてそれは、事が落ち着いてから追つい及きゆうすべき問題だ。

　トラウクレールがどうなればいいと思っているのか。正直、エルハイネ自身にも分からない。

「エルハイネ。神騎士として選ばれるほどの力が貴方に与えたものは、苦難が多かったのだと思います。それでもどうか、言わせてください。わたくしは、貴方の瞳と翼に感謝しています」

　ローゼが前置きした通り、それはエルハイネにとって単純に喜べる力ではない。自然と表情が歪ゆがんでしまう。

　ローゼはエルハイネの変化を受け止めたうえで、想おもいを懸命に紡つむいで形にする。

「わたくしは貴方に救われました。瞳には心を、翼には命を」

「……違います」

　無む垢くなローゼの瞳が心に痛くて、エルハイネはつい、否定を口走ってしまった。

「え？」

　きょとんとしたローゼにはっとする。自分の件はともかく、ローゼに関しては言げん及きゆうするつもりなどなかったのに。

　一瞬誤魔化そうかと思ったが──やめた。

「僕はただ、貴女に瑕か疵しのない聖女でいてほしかっただけです。フロウハイムが嗤わらわれるようなことにさせたくなかった。それだけです」

　親切ではない。役目ですらない。

　ローゼの人見知り改善に協力を持ちかけたのは、エルハイネ個人の虚きよ栄えいのためだ。

（トラウクレールのあの姿と、僕は変わらない）

　そうと気付いてしまえば、魔ま境きようと化したトラウクレールは、まるで己の未来を示し唆さしているかのように感じられた。

「そうだったのですね」

　エルハイネの告白に対し、ローゼはむしろ納なつ得とくした様子でうなずく。しかしそこには呆あきれも落らく胆たんも見えなかった。

「だから、貴女の感謝を受け取る資格もないんです」

「そのようなことはありません。たとえそこに打算があったのだとしても、貴方の言葉はわたくしを救ってくれました」

　ローゼの態度は毅き然ぜんとして揺らがない。その強さに、清さに、エルハイネは目を見張る。

「そしてやはり、わたくしは貴方の翼を美しいと思います。かつての人々がその姿に神を見た感かん懐かいに、わたくしも心から賛意しましょう」

「……見た目だけです。数の多少で貴き賤せんの決まる、下らなさの象徴ですよ」

「いいえ。貴方の翼は綺麗です」

　きっぱりとローゼは否定してきた。そしてエルハイネの動揺に構わず、先を続ける。

「人の目に触ふれるのを厭い、己の急所と知りながら、他者を救うために伸ばしてくれた貴方の翼は、とても綺麗です」

「っ……」

　ローゼが紡ぐ言葉に噓うそはない。彼女も自信があるのだろう。エルハイネの瞳を恐れなかった。それどころか逆に、真まっ直すぐ見据えて己の想いを曝さらけ出だす。

（届けようと、しているのか）

　想眼は真実を視せる。だからローゼの言葉が魅みせる美しい心性──尊敬と感謝から、エルハイネは逃れる術を持たなかった。

（綺麗なひとだ）

　ローゼはエルハイネに救われたと言ってくれたが──冗じよう談だんではない。

（救われたのは、僕の方だったのでしょう）

　そして今のエルハイネは、それ以上の感情を自覚している。

　側にいたい、声が聞きたい。溢れるほどに湧わき上がるこの想いを、心のままに認めよう。

「僕は、神騎士である僕が嫌いです」

「はい」

「けれど──」

　静かに同意だけを返したローゼの手を、エルハイネは掬すくい取る。そして運命さだめに負けない強さへの尊敬と、一人の女性への好意を示すために、その手の甲こうに口付けた。
















「!?」

「貴女が聖女であるのなら、この力と立場があってよかったと思います」

　全身が熱い。顔にまで血が上っているのが言いながら分かった。人に対してこんな気持ちになるなど初めてだから、どう抑おさえればいいかも分からない。きっと端はたから見たら滑こつ稽けいだろう。

　でも、それでもいい。言葉にするのを止めるぐらいなら無様で上等。そんなことより自覚と共に主張の激しくなったこの想いを伝えて、ローゼの答えを聞きたかった。

　ローゼは目を見張ったが、その表情からは驚いている、以外の感情は読み取れない。

「何か、言っていただけませんか」

　人の心を知りたいと思ったのは、生まれて初めてだ。

「わ、わたく、聖女、あるいい、ない!?　な、でっ、も、なんっ、ど、ど、どういう……!?」

　──大分混乱している。

　そう来るかも、むしろ来いと身構えていたエルハイネをもってしても、解読に数秒要ようした。

（まあつまりは、どういう意味かという確認ですよね）

　ローゼがこの反応になったのなら、こちらの意図はきっちり伝わったということ。

　思わずだったのだろう。声を上げてからローゼは大いにうろたえ、口を押さえる。

　手の中から逃げ出した柔らかな温もりに寂しさを覚えたが、一瞬だ。ローゼの言葉が魅せた色がエルハイネに緊張を与え、それどころではない。

「……今、困っていますか？」

「──っ!!」

　もの凄い勢いで、ローゼは何度も首を縦に振る。

（困っている、のであれば……）

　少なくとも全面的に受け入れてはもらえなかった、ということ。

　その事実が頭に染しみ込こんだ途と端たん、エルハイネは目の前が暗くなる心地がした。

「こ、困る、ですか。……そう、ですか。……ですよね」

　言っている間に、現実逃とう避ひしたい衝しよう動どうに激しく駆られる。とりあえず、どこでもいいからここから逃げたい。

（いや、待て！　落ち着きましょう。逃げても何の解決にもならないのは、これまでの人生で思い知っているではないですか！）

　幼少期に味わった挫ざ折せつの経験は、エルハイネを強くした。現実に立ち向かう強さを鍛きたえ上あげられてきた精神は、羞恥にも絶望にも打ち勝ち、打開策を捻ひねり出だそうと必死に足あ搔がく。

　まずは、口を押さえて困っているままのローゼから。

（どのような窮きゆう地ちに陥おちいろうとも、打だ破はしてみせましょう。問題ありません。僕ならできる！）

　心の中で自分を鼓こ舞ぶして、口を開く。

「──では、これでいかがでしょう」

　自分の心にも優しい、想眼を制御する呪具である眼鏡を腕輪から取り出して掛かけ直す。こんなこともあろうかと準備していた予備だ。

「ぜ、ぜひ、そうしてお願います……！　いえ、たす、助かります!!」

「いいんですよ。ふ、ふふ……。僕だって、ときには直視するのが辛い現実があるんです……」

　ローゼが表すあまりの切実さに、また少し気持ちが落ち込む。ローゼは優しいから、エルハイネの好意を受け入れられない意思を直接視せるのに気が引けているのだろう。

　もちろん、エルハイネも視たくない。

（この気まずさは、今すぐ解消しなくては！）

「その、先さき程ほどの言葉は──そう、深い意味はありませんので、どうぞお気になさらず。世界のために働く意欲が、真摯な聖女である貴女に触しよく発はつされて湧き上がってきたなとか、そーゆー感じです」

　ローゼは基本的に素直だから、額面通りに受け取ってくれると分かっていた。

　数秒間、ローゼは固まって──次に深く納得した様子で、気恥ずかしそうな笑みを浮かべた。

「そ、そうですよね。そういう感じですよね！」

「は、はは。そ、そうですともー」

　ローゼが距離を置かずにいてくれるのなら、これで押し通してみせる。エルハイネは乾かわいた笑い声を立てて同意を示した。何かをもの凄く間違えた気がして、背中を冷や汗が伝う。しかし今のエルハイネに深く考える余裕などない。

　安堵の空気を感じたが、気付かなかった。断固気付かなかった。泣きたくなるので。

「あの……？」

　無理矢理すぎる笑いはちょっと長かったらしく、さすがに不自然さを感じたようだった。ローゼは不思議そうに首を傾かしげる。

（追及されるのは困る！）

　ここはさっさと話を変えてうやむやにするべきだ。

「ローゼリンデさん！」

「は、はい！」

「ええと、ですね。これも深い意味はありません。いいですね？　断じて、深い意味はないんです」

　くどいと思いつつ、せずにいられない念押しをしてから本題に入る。

「深い意味など何もないのを前提に、さらっとお答えください。その──、僕は、貴女に嫌われているわけではないですよね？」

「もちろんです」

　ローゼの返事は、一瞬の迷いもない即そく答とう。延命を得た気持ちで、少し肩が軽くなった。

「わたくしは貴方に感謝しています」

「感謝……。その好意と望むものの間には分厚い壁が……。しかし何もないよりはマシか……」

（今は贅ぜい沢たくは厳禁です。慎しん重ちようにいきましょう）

　嫌われていないと分かった途端、すぐにその先を求める己をエルハイネは戒いましめる。

「あの……？」

「──僕は一層、心に決めました。誠心誠意、貴女の力になりましょう！　ええ、神騎士として。聖女たる貴女の力になるのは当然ですからね！」

　ありがとう、神騎士の立場。今ほどそう思ったことはない。

「あ、ありがとうございます」

「ですので、これからも互たがいに時間を作って共に過ごしましょう」

「ええ。よろしくお願いします」

　エルハイネの下心にはまったく気付いていない様子で、ローゼは丁てい寧ねいに頭を下げる。

（確かにこの段階での告白は性急にすぎましたね。大丈夫、嫌われてはいない。僕はまだ戦える……！）

　ローゼは少し戸と惑まどった表情をしているが、先程の告白直後のようなぎこちなさはない。上手く誤魔化せたと考えていいだろう。

　安全領域にまで戻った成果に、エルハイネはようやく息をつくことができた。それとほぼ同時に、こちらに近付いてくる何かの存在を知覚する。

「!!」

　猛もう然ぜんとしたそれの勢いに警戒が満ち、ローゼとの間でまだ若じやつ干かん漂ただよっていた微び妙みような空気が一気に消し飛んだ。

　相手の到とう着ちやくに身構える二人の前に姿を見せたのは──。

「ローゼッ!!」

「きゃあッ!?」

　突とつ撃げきしてきた大おお柄がらな男に力ちからいっぱい抱だき締しめられ、ローゼは悲鳴を上げた。

「無事か!?　無事だな!?　よかった、無事で……！」

「レ、レフ……」

　襲撃者は仲間だった。

　ローゼはヴィレフの腕うでに抱き締められたまま、困ったような声で名前を呼ぶ。しかしそれ以上の抵抗はしない。する必要を感じていないのだ。

「──ッ！　何をしてるんですッ!!」

　そうと分かった瞬間、エルハイネの頭にかっと血が上った。

　ローゼはきっと、エルハイネが同じことをしたら黙って許しはしない。それが想像できるから、余計に腹が立った。

　叫んで二人の体を引ひき剝はがすと、揃そろって不思議そうな目を向けてくる。

「何を──？　……いや、ローゼの姿を見てほっとしたら、つい」

　ヴィレフの答えは予想通りのものだったが、だからこそ看かん過かできない。

「ついじゃありませんよ！　普通許されないでしょう！　というか僕は許しません！」

「お前に許可を得る必要を感じないが」

（くっ。やっぱりか！）

　ヴィレフは人の個性を尊重する人間だ。神騎士の役目には厳しいが、個人で話す場合においては、意見を違えてもあまり争わない。自分の主張は変えないが、それが他人と異なっても、そうかお前はそうなんだな、で笑って受け入れる度量の持ち主だ。

　だが今のヴィレフは、どことなくむっとした様子でエルハイネを睨んでいる。

　自覚がないだけで、ヴィレフがローゼに抱く感情は親愛だけではないとエルハイネには視えていた。想眼が伝えてきた色なのだから確定である。

　──何となく、ざわつく気持ちは持っていた。

　そして己の想いを自覚した今は、とてもではないが穏おだやかに見てなどいられない。

　ローゼとヴィレフの親しさを目まの当あたりにして焦りを覚えたとはいえ、台詞せりふに個人感情を差さし挟はさんだのは失敗だった。

（いつもならこんな下らない失敗など……！　あぁ、ままならない！）

　だが幸いにして、相手は無自覚なうえ実直な猪いのしし。言い包くるめる自信はある。

「失礼。間違えました。世間的に許されません。これでいかがです？」

「なぜだ？　俺はただ無事を喜んで──」

「喜んで他人に！　しかも女性に！　抱き付いていいはずないでしょう！　お二人が『兄きよう妹だい』なのは分かっていますよ。実に仲のいい『兄妹』ですね。妹を心配する兄心、大変素す晴ばらしいと思います、が！」

　一生気付くな。兄妹愛だと思い込んでろ。

　呪のろいに近しい強さで繰くり返かえしつつ、行動を抑よく制せいさせるべく、追つい撃げきをかける。

「しかし対外的にはローゼリンデさんとヴィレフさんは血の繫つながりのない他人です。僕ぼく自じ身しんは血の繫がりのみを重視するとは言いませんよ。ですがお二人と面識のない方から見れば、聖女と神騎士でしかないんです」

「まあ確かに……そうだな」

　猪ではあるが、きちんと常識も持ち合わせているヴィレフは、エルハイネの主張を認めた。

「そうでしょう！」

「……いや、だが待て。他人なんだから尚のこと問題ないんじゃないか。なあ、ローゼ」

　兄妹愛と見なされずに、男女間での抱ほう擁ようと取られても構わないと、何ということもなさそうにヴィレフは言う。

　絶対問題があるはずなのに『ない』と感じるのは、つまりはヴィレフにとってローゼがすでにそういう対象だからだ。

（親愛があるのも間違いない。異性としての感情はせいぜい五分か六分と見ていましたが、これはもう自覚がないのが謎なぞな状態ですね。幼おさな馴な染じみ、何という恐ろしい落とし穴……）

　嵌はまるような立場でなくてよかったとは思うものの、ヴィレフの立ち位置が羨うらやましくないわけでもなくて、複雑だ。

　一方、急に話を振られたローゼは驚いた様子だった。

　しかし心配はしていない。聖女である彼女が出す答えなど分かりきっている。

「いえ、確かに、男女の振ふる舞まいとしては正しくなかったかもしれません。エルハイネの言う通りですね」

　二人の関係は聖女と神騎士長、そして幼馴染み。この状態で、ローゼが不適切な距離感にうなずくはずがない。

「見知らぬ人が見れば、きっと誤解をさせてしまうでしょう」

「誤解……。されると、困るか？」

「！」

　ヴィレフがそこまで言うのは、エルハイネにも予想外だった。

「え？」

　ローゼも同様だったのだろう。呆ほうけた返事をする。

「俺はお前となら構わ──」

（最後まで言わせたらマズい！）

　感情のままを口にしているだけのヴィレフだが、一度声に出してしまえば、頭の方でも理解してしまう気がした。

（阻そ止ししなくては！）

　エルハイネは本能の警告に従い、二人の視線を遮りつつ割わり込む。

「構いますね実に困りますね！　それは事実上、ローゼリンデさんから選択の自由を奪うということですよ！」

　歴史的に格の高い背景を持つ、セレンディナの第一王女であり聖女であるローゼに、醜しゆう聞ぶんなど許されない。出自こそ身分の低いヴィレフだが、今は立派に神騎士長。聖女の伴はん侶りよとして不足はない。二人がそういう仲だと噂うわさになったら即座に婚こん姻いんが成立してしまう。

　──だったら、自分が先に彼女との噂を広めてしまえばいいのでは。

　魔の囁きがエルハイネの脳のう裏りを掠かすめたが、意思の力で振ふり払はらう。

（僕は聖女であるローゼリンデさんを縛しばり付けたいわけではありません）

　同じ空間にいるだけでは意味がない。純粋な愛情で育まれる絆がほしいのだ。だから、そんな狡こすい策略に用などない。

　ちなみにヴィレフの邪魔をするのは成じよう就じゆのための必要過程なので、小細工上等。

　そしてヴィレフに返したローゼの答えは、エルハイネが予想した通りの無難なものだった。

「レフ、お互い立場がある身です。これからは軽けい率そつな振る舞いは控ひかえましょう。貴方を世せ間けん体ていのために縛り付けるのは、本意ではありません」

　それはローゼにとってヴィレフが幼馴染み以外の何者でもなく、異性としての好意を寄せられているなどまったく意識の外だという証でもある。

（よしッ！）

　エルハイネが心の中で拳を握にぎったのは言うまでもない。

「…………そうか。分かった。気を付けよう」

「ふっ、乗りきった……！」

　しょんぼりと消しよう沈ちんしたヴィレフとは対照的に、エルハイネはやりきった感満まん載さいで爽やかに額の汗あせを拭ぬぐう。

「明暗はっきり出たのです。やはり自覚アリとナシでは差がつくのです」

「アレクシア」

　草を搔かき分わけ、ヴィレフに遅おくれて到着したシアが感心した様子で呟つぶやく。それから小こ悪あく魔まめいたイタズラな笑えみを浮かべた。

「でもどうせなら、レフも自覚した方がきっと楽し──」

「アレクシアさん？」

　エルハイネにとって嬉しくない謀はかりごとを企くわだてるシアに、警告のため声をかける。背後に回ってシアの肩に手を置き、囁いた。

「猪に余計な入いれ知ぢ恵えをしないでくださいね？　でないと、僕も貴女が望まないことをしなくてはならなくなるかもしれません」

「シアが望まないこと……？」

「貴女の秘密を知っていますよ」

「！」

　脅おどし文句としては曖あい昧まいで、自身に思い当たる節がなければ効果を成さない。しかしシアは明らかな反応を見せた。

（まあ、知られたくない秘密の一つや二つ、誰にでもあるものですし）

　ましてシアの性格なら、それはもう大量に抱えているだろう。

「な、何のことだかさっぱりなのです？」

「おや。真実を裁定する世界の調停者一族に、偽りが通じるとお思いですか？」

　作った笑え顔がおで自信ありげに言えば、シアは完全にうろたえる。

「ええと、ええと。シアは中立なので何もしないで見守るのです！」

「大変結構。よろしくお願いしますね」

　俗ぞくな楽しみよりも、自分の秘密を守る方を選んでくれた。ありがたいが、相当後ろ暗そうなその秘密、暴いた方がいいような気がしなくもない。

「エルハイネ？　アレクシアに何を？　様子が……」

「ああぁぁぁ！　何でもないのですお姉様！　さー、こんなことをしている場合ではないのですよー。風の神殿に戻るのですー!!」

　ローゼの追及を遮り、現状において一番もっともな指し摘てきをする。

「そうでしたね。お二人とも合流できましたし」

　これ以上話を続けたくはないエルハイネも、好機に便乗した。

「翼は大丈夫ですか？」

「問題ありません。治癒部分も馴な染じんでくれたようですね」

　証明のためにエルハイネはその場で一度羽ばたいてみせる。それでやっと、ローゼから硬さのない笑顔を引き出せた。自然とエルハイネの口元も綻ほころぶ。

「では、戻るぞ。二度の不覚は取らん！」

　ヴィレフの宣言に全員がうなずく。同等の熱量で目的に向かう力強さで。
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　神しん殿でんへ戻もどるためには翼よく竜りゆうを呼ぶ必要があるが、落下地点では場所がそぐわなかった。

　翼竜が下りてこられるぐらいに開けた空間まで移動することになり、一行はエルハイネの先導のもと、道なき道を歩く。

　今はもう体内に翼つばさを納めてしまった背中を見ながら、ローゼの心境はまだ落ち着かずにいた。

（凄すごく、焦あせりました……）

　告白紛まがいの決意表明。なぜエルハイネはわざわざあんな言い方をしたのだろう。

（一いつ瞬しゆん、考えてしまったではないですか）

　もしかして、異性として好意を抱いだいてくれたのでは？　と。

　けれど自信はなかった。エルハイネは頼たよりなさすぎる本来のローゼを知っているのだ。

　何しろ、会話を成り立たせるところからして時間がかかるぐらいである。それを面めん倒どうに思いこそすれ、好ましく感じる人は多くあるまい。

（歴代聖女のように、強くて芯しんがあって優やさしくて凜りんとして気高くて……。そんな立派な人物には程ほど遠とおいわたくしです……）

　だがエルハイネは、それでもここから歩んでいけばいいと言ってくれた人だから。もしかしたら──そう思ってしまった心があっても仕方ないのではと、ローゼは心の中で自分を擁よう護ごする。

　嬉うれしかったし、驚おどろいた。と同時に焦った。

　──もし、勘かん違ちがいだったら恥はずかしすぎる。

　エルハイネには想そう眼がんがあるのだ。告白されたと誤解して喜んだ気持ちを視みられたら、エルハイネだって居いた堪たまれないだろう。だから、もの凄すごく困った。

（結局、神しん騎き士しとして、聖女への言葉だったわけですから……）

　勘違いを視られる前に答えが分かってよかったと、心から思う。

　落らく胆たんは──それほどしなかった。当然だと思うし、何よりエルハイネが前向きに役目を捉とらえてくれた喜びの方が勝ったからだ。

　エルハイネにとっては選ばざるを得なかっただけの道だが、やり甲が斐いを見み出いだせたのなら救いがあるはず。自分がその助けになったのだと言ってもらえたのも誇ほこらしかった。

　だから、これでよかったのだ。

（でも、どうしてあんな紛まぎらわしい言い方を、とは、思ってもいいと思います……！）

　もしエルハイネの言葉が、ローゼが一瞬考えた通りのものだったとしたら、今いま頃ごろどうしていただろうかと考えてしまう。

　嬉しい。それは間ま違ちがいない。では、その先は？　どう答えただろうか。

（……いえ。やめましょう）

　無意味だし、万が一考えが言葉に零こぼれ出たら大変だ。

　聖女として、神騎士と信しん頼らいの階段を一つ上った。それでいい。

　思わず息をつくと、隣となりを歩くヴィレフが心配そうに声をかけてくれた。

「疲つかれたか？　辛つらいなら俺おれが運ぶが」

　おそらく本気で言っているヴィレフに、ローゼは苦く笑しようして首を横に振ふる。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたくし、体を動かすのは結構得意なのですよ」

　もう小さな子どもではないのだから、いかにヴィレフが頑がん健けんでもローゼを抱かかえての移動など大変だ。それを言うと逆に実行に移す気がするから口にしないが。

「もうすぐそこですから、皆みなさん、頑がん張ばってくださいね──っと」

　想定より近かったのか、振ふり返かえって声をかけたエルハイネの言葉が終わるか終らないかのうちに、視界が開けた。

　生おい茂しげった木々が人工的に伐ばつ採さいされ、円形に空間ができている。見上げた空に遮さえぎる影かげはなく、ここなら翼竜も下りてこられそうだ。

　早さつ速そくエルハイネが翼竜を呼ぼうとするが、その行動を妨さまたげるかのように、鳥のけたたましい鳴き声が響ひびく。

「またあいつらか！」

　見上げた先にいたのは、トラウクレールの町を飛行していたのと同種の魔ま鳥ちよう。偵てい察さつの一いつ羽ぱが上げた声に、数十という数の魔鳥が群れとなって集まってくる。

　忌いま々いましげにヴィレフは舌打ちをするが、厄やつ介かいなのは魔鳥に留まらなかった。魔鳥の声が呼び水となったか、山を駆かけ上のぼってくる魔物の気配も感じる。こちらは獣けもの型がただろう。

「お姉様たちと合流する前にも、結構殺やってきたのですよ!?　一体どれだけいるのです」

　シアがうんざりとした声を出す。戦せん闘とう大好きなシアが飽あきるぐらいだから相当だ。

「どこからか湧わいてでもいるかのようなのです！」

「まったくです。しかしまあ、先に皆と合流できただけマシ──……」

　自らも辟へき易えきした様子でシアへと同意を返したエルハイネだが、途と中ちゆうでふと言葉を切る。

「妙みようですね」

「何がだ!?」

　襲おそいかかってきた魔獣たちを蹴け散ちらしつつ、エルハイネの呟つぶやきを拾ったヴィレフが聞き返す。エルハイネも空の魔鳥を片手間に焼やき払はらいつつ応じた。

「この魔獣たちには影がありません」

「!?」

　言われてローゼは際限なく湧き出してくるかのような魔獣と魔鳥、彼かれらの体の下の地面を確かく認にんする。そこにあったのはエルハイネの言う通り、伸のびた木々の影だけだ。

「本当なのです！　え？　どうしてなのです？」

「まさか、実体がない？　──いえ、違ちがいますね」

　地面を注視したローゼは、立てた仮説を即そく座ざに否定する。よく見れば魔獣たちには影があった。ただしそれは、一本の細い糸のような形をしている。何かの毛、と考えればしっくりくる形状だ。

（獣じゆう毛もう、かもしれません。では、これらの本体はもしや──？）

　自然、ローゼの目は神殿の方角へと向けられる。正確にはそこに居い座すわっている巨きよ獣じゆうに対してだ。

（いえ、でも、あの魔獣のものにしては毛が細い……）

「今考えれば、風の神殿での襲しゆう撃げきにも違い和わ感かんがありますね。あの巨きよ体たいを持つわりには、気配がなさすぎました」

　気付いたときには吹ふき飛とばされていたぐらいである。どうしてそこまでの接近に気付かなかったのか、不思議だとは思っていた。風の神殿の周囲には、隠れ潜める場所など存在しない。ましてあの巨体だ。どれだけうっかりしていても見落とせまい。

（……待って？）

　ローゼは引ひっ掛かかりを覚え、神殿の天てん井じようごと吹き飛ばされたときの映像をできる限り鮮せん明めいに思い出す。

　あのとき、魔獣は脚あしを振ふり抜ぬいていた。しかし残った神殿の壁かべには、あるべき爪つめ痕あとが存在していなかったように思う。神殿の壊こわれ方は、暴風による痕こん跡せきと酷こく似じしていた。

（嫌いやな予感がします）

　想像通りであるなら、早く何とかしないと、手がつけられなくなるかもしれない。

「──二手に分かれましょう」

「どうするんだ」

　詳しよう細さいを訊たずねたヴィレフへ、エルハイネは手の平を上に向けると、空中の何かを掬すくう仕し種ぐさをする。

　神騎士たちの周囲はローゼが張はり替かえた結界で護まもられているが、その外側で展開させている呪じゆ紋もん法印の手応えに、感じるものがあるのだろう。

「魔ま力りよく濃のう度どが維い持じされているということは、風の宝珠オーブは未いまだ近辺から動いていない。魔獣の本体は神殿付近に陣じん取どっているあれで間違いないと思います」

　動けないのか動かずにいるのか、どちらであるかは分からない。しかし魔獣がローゼたちから逃にげようとしていないのは確か。

　もちろんローゼたちとて同じ。魔に背を向けるなどあり得ない。

「ですが、見えている姿のほとんどは、幻げん影えいである可能性が高い」

　きっとそうだろう、とローゼも思う。魔鳥や魔獣を形成する媒ばい介かいに使われている毛が魔獣本来の太さだというのなら、実物はせいぜい大型犬より少し大きい程度だ。

「いちいち本体を探すのは面倒です。上空から全体を吹き飛ばしましょう。とはいえ、あの巨体すべてを効果範はん囲い内に収める呪紋はかなり大おお掛がかりなので、時間を作ってもらえますか？」

「なるほど、分かった。引き受けよう」

「お願いします。──アレクシアさん。翼竜を呼びますので、魔鳥を抑おさえる役を代わってください」

「了りよう解かいなのです！」

　シアの得手は障害呪紋ジヤムスペル。攻撃呪紋ブラストスペルに関してはエルハイネほどの威力を出せない。代わりに錯乱コンフユや遅鈍スロウスの呪紋で魔鳥の群れを恐きよう慌こう状態に陥おとしいれる。

　その間にエルハイネは翼竜を呼んだ。竜りゆう種しゆの中では他者に使し役えきされてしまうぐらい力の弱い翼竜だが、竜は竜。行く手を阻はばむ魔鳥を蹴散らし、忠実に地に下りてくる。

　翼竜たちに指示を与あたえ、エルハイネはローゼを振ふり向むいた。

「では、ローゼリンデさん。僕ぼくは上で呪紋の準備を始めるので……。猪いのししばかりで大変かと思いますが、ヴィレフさんたちをお願いしますね」

「必ず護ります。エルハイネ、貴方あなたもどうか無事で」

「はい、きっと」

　エルハイネは翼を具現化すると然さ程ほどの気負いもなく飛び立ち、ローゼたちに先さき駆がけ、魔獣本体のはるか頭上へと向かった。

　単独で動くエルハイネへの心配はあるが、本体が地に足を着けた魔獣ならば、生み出される魔鳥の動きは、実際のところそう機き敏びんではないと考えられる。

　きっと上う手まく立ち回ってくれると、信じて託たくす。

「ではこちらも、一気に行くぞ！」

「なのです！」

「剛ごう閃せん・円えん環かん！」

　言うなりヴィレフは七しち星せい煌こう刃じんに輝き力りよくを纏まとわせ、その場で一回転する。ローゼの結界の外に円を描えがいて発生した輝力の刃やいばが、周囲の獣たちをまとめて両断した。

　できた空白の時間を使ってローゼたちは翼竜に跨またがる。躾しつけられ、すでに指示を受けていた翼竜はすぐさま飛び立った。

　まとわりつく魔鳥たちは、翼竜の援えん護ごを受けつつローゼとシアで処理していく。ローゼが最も得意とするのは強化呪紋エンハンススペルで、やはり攻撃呪紋はエルハイネに及およばない。だが魔獣の毛一本分から生み出された幻影に後おくれを取るほどではなかった。

　そのとき、雲の狭はざ間まから一瞬だけ、眩まばゆい金きん緑りよくの光が目に映る。

　呪紋に流れる輝力量が増えるにつれ、魔獣にエルハイネの施ほどこす脅きよう威いを悟さとられやすくなっていく。急がなくては。

　空で展開する大型呪紋に気付かせないため、ローゼたちは余分に輝力をまき散らしながら、怒ど濤とうの勢いで接近していく。その甲か斐いあってか、魔獣の瞳ひとみはずっとローゼたちへと向けられたままだ。

　山頂付近まで高度を上げたとき、ローゼは眼下の光景に息を吞のむ。

　──黒い帯。

　一瞬そう思ってしまうほどの魔物の大軍を見てしまった。地平のはるか彼方かなたからトラウクレールへ向け、続々と集まってきている。

　魔獣が風の神殿から動かない理由が分かった。あれらを待っていたのだ。

　ぞわりとローゼは鳥とり肌はだが立つのを感じる。あれだけの数と、魔力の領域と化したこの地で戦うのは苦しい。町への被ひ害がいも相当出してしまうはず。

（させません！）

　風の宝珠を取り戻しこの地を輝力に塗ぬり替かえれば、きっとどうにかなる。その時点で魔物たちが引き返す可能性も大きい。

　ようやく風の神殿に辿たどり着つくと、ローゼたちは地に降り立つ。巨きよ大だいな魔獣は神殿の手前にどっしりと構えたままだ。

　近付き、改めて見上げた魔獣の姿は──

「うっ……。な、なんかまた、でっかくなってるです？」

「ううむ……。最も早はやどこから斬きり付つければいいのか分からんな」

　視界いっぱいを埋うめ尽つくす獣の足に、シアとヴィレフは引きつった声を上げる。

「所しよ詮せんは魔力で作った紛まがい物もの……と言いたいところですが、圧縮した風の質量は侮あなどれない脅威となります」

　一瞬で神殿の屋根を削り取り、ローゼを吹き飛ばした事実がそれを示している。

「このまま際限なく巨大な幻影を纏まとわれては、エルハイネも困るでしょう。わたくしは結界を張り、魔力を押おし留とどめられないかやってみます。レフ、アレクシア、貴方たちは魔獣を抑えていてください」

「了解なのです！」

「やってみよう」

　とはいえ魔獣は風の宝珠を完全に抱き込んだ状態だ。無む尽じん蔵ぞうに溢あふれる魔力の源みなもとを前に、どこまでできるか。

（いいえ、できます。できなければならない）

　具現化した聖命の書を手に、ごくりとローゼは喉のどを鳴らす。

　宝珠を抱き、無限の魔力供給ができるからなんだと言うのか。

（条件はわたくしも同じ──……いいえ。むしろ、優位）

　相手は魔力化した宝珠の恩おん恵けいを受けているだけの魔獣。

　命の宝珠を身に宿す、世界が選んだ真なる命の聖女として。

（わたくしは勝ちます！）

　体内の輝力を活性化させれば、命の宝珠はローゼに応えて輝きを増す。

　命の宝珠は六属性を生んだすべての源。ゆえにその力は全属性を内包する。

「輝マ命ナの・光印レイサイン」

　まずは自分のすぐ手前に、起点となる光属性の印を打うち込こむ。何しろ魔獣が巨大なので、囲う結界を張るにはぐるりと移動しなくてはならない。

　己おのれの天敵だと察知したか、魔獣はローゼに飛びかかってこようとする。だが実行するよりも、シアが呪紋を放つ方が早かった。

「輝闇のアウラ・縛鎖バインド！」

「大人しくしていろ！」

　紫むらさきの鎖くさりに絡からめ取られ、動きを封ふうじられた魔獣の足をヴィレフの長ちよう剣けんが薙なぐ。一いち撃げきで消し飛ばされた足は、しかしすぐさま、形を取り戻した。やはり末まつ端たん部分に実体はない。

　当然魔獣本体に痛みなど存在せず、怯ひるむ代わりに怒いかりの咆ほう哮こうを上げた。

　魔獣は火印フレアサインを印しるしたローゼへ向けてその場で口を開く。空中でローゼとエルハイネを吹き飛ばした衝しよう撃げき波はだ。

「獣ごときが、頭ずが高いのですよ！　輝闇アウラの・重力操グラヴイテイ！」

　大口を開けた魔獣の頭上に、ヴィレフの肩かたを台にしてシアが跳とび上あがる。その額に全体重をかけた踵かかとが落とされた。魔獣の頭は大きくたわみ、シアの呪紋が本体まで届いたのか、首の角度が地面へ向く。同時に放たれた衝撃波の余波は、ローゼに届く前にヴィレフが相そう殺さいした。その間に水印アクアサインを印したローゼは、再び移動。

「怯おびえて、後こう悔かいして、無様に泣き喚わめくがいいのです！　そして額ぬかずき慈じ悲ひを乞こうのです、めり込こむほどに！　──輝闇の重力操！」

　シアは効果が出ると分かった呪紋を重ね掛がけし、魔獣の動きをさらに妨げる。

「きっとド派手に消してあげるのですよ！」

　魔獣は再度風を圧縮し幻影を纏うが、ローゼの呪紋は着々と完成へ近付いていく。

　闇印アウラサイン、風印エアサイン──残りは一つ。

　呼応し輝きを増す輝力の光点に、魔獣は危機感を覚えたようだった。まだ印のない最後の一ヶ所──ローゼが構えるそこに突つっ込こんでくる。

「輝炎フレアの・身活性フイジカルゲイン！」

　肉体強化を施したヴィレフが、魔獣の突とつ撃げきを正面から受け止めた。拮きつ抗こうしたのは一瞬。

「ふん！」

　気合いと共に、魔獣を光点の内側へと弾はじき返す。

「輝マ命ナの・土印ガイアサイン！」

　そうして全属性が揃そろった瞬しゆん間かん、六角形の頂点で印が一いつ斉せいに眩い光を放つ。

「輝マ命ナの・六芒方陣レゾナンスフイールド」

　練り上げた輝力が、鍵言葉によって具現化する。構築された呪紋は点と点を走って結ばれ、六属性を備えた強固な壁が完成した。結界に触ふれた魔獣の幻影が弾はじけ飛び、巨大化を阻む。

　同時に、このときを狙ねらったかのように空が晴れた。

　全員の目の前に、天空に描かれた巨大な呪紋法印が露あらわになる。

（……ああ）

　どの属性も不得手なく扱あつかうエルハイネだが、その中でも最も得意とする、彼を守護する宝珠──風の属性。

（……とても、美しい。使い手である貴方と同じ）

　青空を走る輝力のきらめきを、ローゼは湧わき上あがる純じゆん粋すいな想おもいのまま称しよう賛さんした。

　天空から、雷かみなりを孕はらんだ竜たつ巻まきが降くだる。結界によって逃にげ場ばを失った魔獣は、余すことなく暴ぼう威いのすべてを身に受けた。

　竜巻は刃となって魔獣の身を引ひき裂さき、散り散りになった魔力さえ絡め取る。圧あつ倒とう的てきな力量差を見せつけ、魔力を消失させていく。

（あ……！）

　結界内で荒あれ狂くるう暴風の中で、ローゼは泰たい然ぜんと佇たたずむ宝珠を見付けた。

　干かん渉しようしていた魔獣はエルハイネの呪紋によって消失している。なのに、宝珠は傍かたわらの輝力に反応しない。一筋の揺ゆらぎもなく、黒く染まったままだ。

「原因を消してももう駄だ目めか！」

「歴史書の通り、ということですね」

　魔力に真に打ち勝てるのは、創造主に選ばれし聖女の輝力のみ。

　ヴィレフに答え、ローゼは暴風の治まった結界内へと踏ふみ出した。

「ローゼ！」

「大丈夫です。行かせてください」

　宝珠に選ばれる神騎士の能力は、時代によってまちまちだ。しかし聖女だけは決まっている。

（それはきっと、このためなのでしょう）

「ローゼリンデさん！　宝珠がまだ──」

「ええ、取り戻さなくてはいけません」

　魔獣の最後を見届け、空から戻ってきたエルハイネに向け、ローゼは手を差し出す。

「わたくしに貴方の輝力を貸してください。宝珠を輝力へと染め返します」

「分かりました。どうすれば？」

「貫つらぬく刃を」

　瞼まぶたに浮うかんだ映像そのままを伝える。

「では──」

　呪じゆ杖じよう・天あま司つかさを宝珠へと向けるエルハイネの手に、ローゼは自らの手を重ね、強化呪紋をかける。
















（こちらに、来て）

　一つたりとも、宝珠は魔力に渡わたせない。それだけは譲ゆずれないのだ。

　天司が向けられた先の空間に呪紋法印が描かれ、輝力を束ねて形を成した槍やりが生じる。描き込こまれる呪紋の密度に比例して段階的に大きさを増し、やがて人の体ほどの長さになって安定した。

「輝エ風アの・聖翔槍ルインフエザー！」

　そして、放つ。

　宝珠の手前で一瞬だけ魔力の壁に阻まれたものの、ローゼによって輝きを増した力は容易たやすく膜まくを打ち破り、宝珠に到とう達たつし──突き抜けた。

　宝珠の中で搔かき乱みだされた魔力が、逃げ場を求めてうごめく。しかしそんな些さ細さいな抵てい抗こうを金緑の光は難なく吞み込み、弾けた。

　視界を奪うばう一瞬の発光。しかし網もう膜まくを焼くような攻撃性はなく、不思議と光のただ中でも目を開けていられた。

　清浄なる光が収まったその後には。

「──……」

　ふわり、とローゼの髪かみを優しく風が揺らす。

　滝たきから流れ落ちる水のように、宝珠から溢れる輝力が凝こごった魔力の残ざん滓しを洗い流し、清流を取り戻していく。

「──やれやれ」

　全員がほっとして力を抜ぬく中、いち早く立ち直ったエルハイネは、辺りを見回して肩を竦すくめた。

「まったくもって、惨さん憺たんたる有あり様さまですね」

「あ……」

　問題は片付いた。しかし、残された爪痕は大きい。

「神殿にいた人たちの様子を見に行かなくては。……その、エルハイネ」

　彼とトラウクレールとの間にある確かく執しつを目まの当あたりにしたあとなので、気が引ける。しかしこの中で治癒呪紋キユアスペルが使えるのは、ローゼとエルハイネだけだ。

「そんな顔をしないでください。僕なら問題ありませんよ。ご一いつ緒しよします」

「ありがとう。──レフ、アレクシア。宝珠をお願いします」

「任せろ」

　せっかく取り戻した宝珠に何かがあっては困る。

　ヴィレフとシアに宝珠を託し、ローゼはエルハイネと共に神殿へと向かった。最後まで留まった輝使族たちは魔力のただ中に取り残され、全員気を失っている。

　しかし、命までは失われていない。

　宝珠の件に関わっていた者たちだ。元々輝力が高く、王の信頼も厚いに違いない。その力の強さが、彼らの命を救った。

　手分けをして、ローゼとエルハイネは治癒呪紋をかけて回っていく。

「う……っ」

　最後の一人の治癒を終える頃ころには、最初の方に処置をした数人が目を覚ます。その中には、トラウクレール王も含ふくまれていた。

「……これは」

　状じよう況きようが摑つかめず呆ぼう然ぜんと呟くトラウクレール王へ、ローゼは歩み寄り、告げる。

「宝珠は輝力へと戻りました。もう心配はありません」

「！」

　ローゼとエルハイネの姿、そして半はん壊かいした神殿の有様に自分たちの状況。それらを認にん識しきして直前の出来事を思い出したのだろう。王たちの顔がさっと青ざめる。

　もう隠しようがないことを、彼らは理解した。

　彼らに向けて、ローゼは問う。

「なぜ、報告を怠おこたったのですか。このような事態に陥おちいる前に」

「ローゼリンデさん……。明白でしょう」

　隠いん蔽ぺいのためだという、目的は分かる。しかしローゼが王に訊ねたのはそれだけではない。

　隠蔽を実行した、その理由も含めてだ。

　侮ぶ蔑べつのこもったエルハイネの言葉に、王は深く、疲れた息をついた。

「なぜ……。正まさに、なぜ、でしょうな。悪い夢を見ていたかのようだ」

　自じ嘲ちようの響きを混ぜて、王は呟く。それに苛いら立だたしげに眉まゆをひそめたのはエルハイネだ。

「夢？　何をいい加減なことを」

「ああ、まったくだ。まったくだと思うのに──……。なぜフロウハイムに助けを求めなかったのか、私も自分が不思議でならん……」

「……？」

　王の言葉に含まれた悔かい恨こんは本物だった。少なくともローゼにはそう聞こえたし、きっとエルハイネも同じ。だからエルハイネの瞳は戸と惑まどいを見せていた。

　眼鏡を外せば彼には真実が視えるのに、それをしないのはきっと、恐おそれているから。

　抱いた期待を覆くつがえされるかもしれないという迷いで。

「宝珠が魔力に侵おかされ始めたのは……もう二十年は前になりますか。……信じられなかった。隠さなくては、戻さなくてはと思いました」

　世界一の歴史を持つ王国として、誇りもあっただろう。

「初めのうちは、輝力を満たせば魔力の影は消えた。異常だとは分かっていたが、この状況を維持できれば大きな変化は起こらない、気付かれないと思ってしまったのです」

　事実、ローゼが命の宝珠を宿すまで、誰だれも風の異変を知らずに過ごしてきた。僅わずかずつ、しかし確実に軋きしみを上げる世界の中で。

「しかし──真なる聖女よ。貴女あなたが誕生した以上、宝珠の異変は災さい厄やくの先さき触ぶれ以外の何物でもない。誰にでも分かる。私は真実を打ち明ける覚かく悟ごを持つための、二度目の機会を得たのです。世界に警けい鐘しようを鳴らすために、明らかにしなくてはならなかった。……だと、いうのに……」

　トラウクレール王が実際に取ったのは、真逆の行動だ。

「我々では抗あらがいようもなく、魔力は年々強くなり、ついには魔力そのものとなってしまった」

「そんなに以前から……」

　自分が生まれるより前から起こっていた根深さに、ローゼは呻うめく。

「今ならば、どれほど愚おろかな選択をしていたかが分かります。しかし──しかし当時は採るべき最善を選べなかった。それよりも、不ふ名めい誉よを被こうむることの方が異様に恐ろしかった……！」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。魔力に充あてられたとでも言うつもりですか」

「分からない。しかし、当時の私が本気でそう考えていたのは間違いない。そんなときにお前が想眼を得て──私は、戦せん慄りつしたよ。エルハイネ」

　至高の六枚羽根を顕けん現げんさせた、想眼を持つ輝使族。

「暴かれると思って、お前が恐ろしくて堪たまらなかった」

「それで僕を避さけていたんですね」

　応じるエルハイネの態度に変化はなかった。

　もう確かめようのないことだし、エルハイネが受けた傷も取り戻せはしない。それでもローゼは我が慢まんができず、口を挟はさむ。

「もしかしたらトラウクレールを侵した魔力には、人心を惑まどわす作用があったのかもしれません」

　この場でその想像を口に乗せられるのは、無関係であった自分だけだと思ったから。

「ローゼリンデさん……」

　下へ手たな擁護と慰なぐさめだと、エルハイネが拒こばむのは分かる。

（でも、可能性はあっていいと思うのです）

「フロウハイムに宝珠を奪われて困るのは、むしろ魔獣側だったはずです」

「それはそうですが」

「貴方たち輝使族は、強い。しかし魔力に対してとても脆もろい」

　知らず知らずのうちに、魔力による錯乱が広まっていたのかもしれない。緩やかに、じっくりと、変化に気付けないように二十年の時をかけて。

「そうは思いませんか？」

　人を羨うらやむ気持ち、嫉そねむ気持ち、ゆえに生じる攻撃性。それらは感情のある生き物ならば、必ず持っている心だ。

　しかし心が生むのは負の感情だけではない。

　己にできないことを成した人への尊敬、憧あこがれ、それもまた、表ひよう裏り一いつ体たいに存在するもの。

　そして行動を選ぶのは理性だ。ゆえに『人』は美しい。

　己で己を誇るために、努力するから美しいのだ。憧れた姿にこそ、近付くために。

　だから意志のある者たちの間には、掛け替えのない絆きずなが育まれていく。

　──そうであってほしい。

　希望を込めて、エルハイネにも信じてほしくて、ローゼは目を合わせてそう言った。

「……さあ。分かりませんね。元げん凶きようも絶ってしまったことですし、今いま更さらです」

「そう、正に、今更だな……」

　トラウクレール王は酷ひどく憔しよう悴すいした声で肯こう定ていをして。

「……すまなかった。エルハイネ」

　あまりにも素す直なおな謝罪が発せられる。

「本当に、今更ですよ」

　しかし向けられた側のエルハイネは、心底どうでもよさそうに切り捨てただけ。

「生憎あいにくですが、僕にとってのトラウクレールは、すでに出身地という意味しか持たない過去のものです。謝罪をいただいても、そうですかお気になさらずとしか言えません」

「……そうか。……そうだろうな」

「──しかし、僕はローゼリンデさんを信じていますから」

　突つき放はなした言い様のあと、ほんの微かすかに後悔を覗のぞかせた眉をひそめ、エルハイネは息をつく。

「ローゼリンデさんの見解が正しいのなら、僕が想眼を得たのは貴方たちの隠蔽を暴あばくためだったのでしょう。きちんと行動していたら、もっと早く伯お父じ上うえたちを解放できたはず。……いじけて何もしなかった僕も、同罪ですね」

　だから、と仕方なさそうな様子を装よそおって、本当に伝えたい言葉を口にする。

「ご意思は受け取りましょう、伯父上」

　きっとエルハイネの精せいいっぱいで、謝意を受け入れるために。

　ほんの少しだけ歩み寄られ、縮まった間かん隔かく。その瞬間に立ち会ったローゼは、安あん堵どと共に表情を緩ゆるめた。
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　トラウクレールを後にし、ヴィレフと共に大だい神しん殿でんを運営する神官たちへ事のあらましを説明し終えたローゼは、ようやく己の執しつ務む室しつに戻ってきた。

　部屋を護り、主あるじの帰き還かんを丁てい重ちように迎むかえてくれた侍じ女じよと神官と挨あい拶さつを交かわし、早々に彼らを職務から解放する。ローゼ自身、今日は仕事らしい仕事に手をつける気がなかったためだ。

　ぼんやりとした眼まな差ざしで虚こ空くうを見つつ、明日の予定を脳内で反はん芻すうする。その途中で、人払いしたのに油断が出たか、うっかり大きなため息が零れ出た。

（疲れました……）

　幼い頃から聖女としての活動をこなしてきたローゼだが、宝珠オーブが魔力化するような事件は初めての経験である。

（わたくしは、務めを果たせたと言っていいのでしょうか）

　ふとしたときに湧き上がる不安。これはきっと、民たみが抱く不安と同質のもの。

　世界に襲いかかる魔力は尽つきることなく、人々は厄やく災さいを予言する聖女の生誕を常に怖おそれ、生まれてしまえば現実となった日々に恐きよう々きようとする。

　今度も魔力に打ち勝てるのか。必ず出るだろう犠ぎ牲せいはどれほどになるのか。世界を守護する役目を負った聖女は──本当に世界を護りきる力があるのか？

（……怖こわい）

　自分は歴代の聖女のように優ゆう秀しゆうではないと、ローゼ自身が一番よく分かっている。

　でも、誰にもそんな弱音を気付かれてはいけない。聖女が揺らげば、何倍もの波となって人々に跳ね返ってしまう。

　──けれど、もしかしたら。

（……彼なら、この感情も許してくれるかもしれません）

　優しいようでいて実はそれほど優しくはなく、でもだからこそ、隣で歩んでいける。そんな青年の姿をローゼが瞼まぶたの裏に思い描いたとき、音おん叉さの音が部屋に響く。来客だ。

　物思いに沈しずんでいた意識を現実に戻し、ローゼはすぐに声を上げる。

「どなたでしょう？」

「エルハイネです。少し、時間をいただけませんか」

　告げられた名乗りに、ローゼは自覚のないまま気を緩めた微び笑しようを浮かべていた。

「どうぞ、お入りください」

　立ち上がって扉とびらを開き、エルハイネを迎むかえ入れる。

「失礼します。──っと……？」

　中に入ってから、エルハイネは不思議そうに部屋を見回す。

「他の方はどうされたんですか？」

「今日は早めに切り上げるよう伝えました。わたくしも頭を働かせる自信がなかったので」

「……ええと。そう……。そう、ですよね」

　ローゼの答えに、エルハイネは気まずそうにうなずく。

「出直した方がいいでしょうか？」

「あ……いえ。気き遣づかわせてしまいましたね。ごめんなさい。ただ、聖女らしからぬわたくしを晒さらしてしまうかもと考えただけなのです」

　体は疲れていたし、不安と緊張で精神的にも余裕がなかった。

　ふとしたときに、人前であっても零してしまうかも──と、心配だったのだ。

「だから、貴方なら大丈夫です」

　──むしろ、望んでいたかもしれない。

「っ……」

　微かすかに動どう揺ようした様子で、エルハイネは眼鏡めがねのブリッジを震ふるえる指で押し上げた。

「落ち着け……。他意はない。他意は絶対にない。甘あまい期待はするな。打ちのめされるぞ……」

　ぼそぼそと自分に言い聞かせるように呟いてから、顔を上げる。やや作った感はあるが、笑え顔がおだった。

「そう言っていただけるのなら光栄です。では、このまま話に入らせていただいてもよろしいでしょうか？」

「もちろんです。そちらへどうぞ」

　エルハイネに席を勧すすめ、ローゼは自分も正面に腰こしを下ろす。

「どのようなお話でしょうか？」

「お礼を言わせていただきたかったのです」

「お礼、ですか？」

　心当たりがなくて、ローゼは首を傾かしげる。

「お話しした通り、僕は神騎士である自分の能力が嫌きらいでした」

「はい。──え？」

（『でした』？）

　過去形になった言葉に、ローゼはつい、まじまじとエルハイネを見てしまった。その表情は穏おだやかだ。

　ローゼの視線を苦笑で受け止め、エルハイネは続ける。

「けれど貴女のための剣けんになら、誇りをもって務められると思いました。そう、たとえ……神騎士ではなくなったとしても。一神殿騎士として、僅かでも貴女の力になりたいと、今は、そう思っています」

「ええと……」

　エルハイネが吹ふっ切きれたのは喜ばしいが、内容が内容だけにそれはよかったとも言い難がたい。言葉に詰まったローゼに、エルハイネは自信に満ちた笑えみを浮かべて見せた。

「まあ、僕以上の人材はなかなかいないでしょうから、無用な仮定ですけれどね」

「そ、そうですね……」

　エルハイネが神騎士に足るだけの優すぐれた才覚を持っているのは間違いない。

　地位への執しゆう着ちやくと忠誠が釣つり合あわずにいたことで、神騎士の資格を失うのを恐れていたのも本当。しかし彼が度たび々たび口にする「特別で優秀」も本音であるとローゼは理解した。

「それに翼も……それほど嫌ではなくなったと、思います」

　トラウクレール王の中に、嫉しつ妬とや羨せん望ぼう、恐きよう怖ふがあったのは本当だろう。しかしその悪意は魔力によって呪のろわれ、増ぞう幅ふくさせられたせいで形となってしまっただけかもしれない。

　トラウクレールに魔力による干渉があったのは事実だ。だから、干渉がなければもしかしたら──と、信じきれないまでも希望が生まれた。

　翼の話は、エルハイネが関係を修復する意志を持ったことの遠回しな報告だ。

「貴方がそう思えるようになったのなら、嬉しく思います」

「貴女のおかげです」

「いえ、わたくしだけの力では……」

「貴女の言葉だから、そう思えたんです。懸けん命めいに聖女を纏う、貴女の美しい言葉だからこそ」

　偶ぐう像ぞうの聖女が発した、教本通りなだけの正しい言葉ではなく、ローゼの想いが込められたものだったから。

「──……っ」

　自分の話をされている。そう思った途と端たん、ローゼの喉は凍こおり付く。

　どう答えていいか分からなくなって、余計に焦る。焦りが焦りを呼び、搔き乱される心を労いたわるように、エルハイネは優しい笑みを向けてきた。

「無理に答えなくても結構です。まずは聞いてください。それから、感じたままを口にしてくれたら嬉しいです。整える必要は僕にはありませんから」

　許可を得るように数秒置いてから、エルハイネは眼鏡を外す。

「とは言っても、僕が貴女にお伝えしたいのも一言だけです。──貴女が聖女であってもなくても、僕の感謝は貴女にささげたい。ありがとうございました」

　その言葉に、ローゼは深く衝しよう撃げきを受けた。

「聖、女……。なく、ても？」

「はい。この想いは僕が貴女へと感じたもの。それ以上でも以下でもありません」

（わたくし、は）

　聖女らしい自分であらねばと思った。聖女らしい自分であることを願った。

　でもこの瞬間、エルハイネがくれた言葉は、ローゼがどちらの自分であっても、素直に受け止めていい気持ち。

（聖女で、あってもいい。なくてもいい。どちらであってもわたくし自身にいただいたお礼）

　ローゼリンデという少女は、聖女という役職そのものではない。けれど自分が望んだ聖女でもある。

（わたくし、嬉しいと思っている。とても）

　エルハイネの心が軽くなったこと。それを彼かれ自じ身しんも喜んでいること。そうであってほしいと願った、ローゼの思いを受け入れてくれたこと。

「──ありがとう、ございます」

（この気持ち、この喜びは、わたくしのものだわ）

　どこにあるのかさえ覚おぼ束つかなかった、聖女ではない自分。それはこんなに簡単にひょっこりと顔を出すものだったらしい。

　ずっと自分と聖女の間に線を引いて考えてきた。違うものだと思っていたし、事実違う顔をしているときもある。

（……でも、どちらもわたくし）

　以前エルハイネに言われた言葉が、実感を伴ともなって思い出された。

　聖女の仮面に溶とけてしまった自分自身を、今、強く感じている。

（この気持ちで、皆と向き合いたい）

　偽いつわりではない自分で、侍女や神官や、神騎士たちと。

「気付いていますか？」

「はい？」

「心のままの貴女の笑顔が、どれほど可愛かわいらしいか」

　言われた言葉を理解するのに、数秒かかった。そして間の抜けた間隔を置いて、驚きが飛び出す。

「えっ!?」

　実に聖女らしい、美しい、清せい廉れんだと褒ほめられたことはある。

　けれど、ヴィレフ以外から可愛いなんて言われたのは初めてだ。

　ちなみにヴィレフの褒め言葉は身内贔びい屓きの産物なので、彼が本気でそう思ってくれているのは疑っていないのだが──現実に換かん算さんするときは八割ほど差し引いて受け止めている。

「ましてそれを引き出したのが僕であるのなら尚なおのこと」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべる表情の中、瞳だけを獰どう猛もうに裏切らせて、エルハイネは囁ささやいた。

「真実の貴女も、とても魅み力りよく的てきですよ」

「あ、あ、あの……っ」

　きっと、エルハイネに社交辞令以上の気持ちはないだろう。

　噓うそではないとは思うけれど、ローゼだから特別というわけではなく、ローゼが少しでも自己肯定できるよう、探した美点を褒めてくれているだけ。

（か、勘違いをしてはいけない……っ。エルハイネは、神騎士としてわたくしを支えるのだと、言っていたではないですか）

　これもその一いつ環かんに違いない。

　それでも、噓ではない肯定を貰もらえればやっぱり嬉しくて。

「恥ずかしい、ので……。き、今日は、もう……」

「恥ずかしいんですか？」

　こくこく、と何度も大きく首を縦に振ると、にっこりと微笑ほほえまれた。つられてローゼも曖あい昧まいに笑む。──と。

「では、続けましょう」

「え!?」

「僕の持ち得る語ご彙い力りよくのすべてをかけて、貴女に教えて差し上げましょう。僕が好ましく感じた貴女の美点を。その愛らしさを」

「──エルハイネ！」

　唇くちびるに刻まれた笑みは、先さき程ほどまでと違って優しいだけではなくなっていた。どう見ても、面おも白しろがるものが含まれている。

「あ、あ、貴方。楽しんでいるでしょう!?」

「はい。僕の言葉に反応してくれるローゼリンデさんが、あまりに可愛いもので」

「だ、だから……！」

　なぜだろう。エルハイネに言われる可愛いは、とても胸を騒さわがしくする。

　ローゼが逃にげ腰ごしで咎とがめるように睨にらむと、エルハイネは笑みを消し、真しん剣けんな表情で見つめ返してきた。

「──僕は、『兄』なんかには負けませんよ」

「え？」

　ローゼに血の繫つながった兄はいない。エルハイネの言う兄は、きっとヴィレフのことだろう。

「今後誰かの手が必要なときは、真っ先に僕を呼んでくださいね」

「──……」

　今まで、ローゼにとって一番近しい相手はヴィレフだった。繕つくろっている自覚があって気は引けていたけれど、それでもローゼにとってヴィレフは、何においても初めに名前が出てくる人。

　ずっと変わらないと、漠ばく然ぜんと思っていた。

　けれど今日、このとき。

　自分が最初に名前を呼ぶのは彼になるような予感が、ローゼの胸を淡あわく掠かすめた。
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　トラウクレールの騒そう動どうは、数日後には全世界の知るところとなり、王が忙いそがしい日々を送っているのは想像に難かたくない。

　しかしもう一方の当事者であるフロウハイム大だい神しん殿でんは、俗ぞく世せいと隔かく絶ぜつされた聖地らしく、いつも通りの日常を侵おかさずに過ごせている。

　変化といえば、エルハイネの執しつ務む室しつに風の宝珠オーブが増えたぐらいだ。魔ま力りよくの侵しん入にゆうを許した経けい緯いが判明するまで、最も安全な聖地で宝珠を護まもることとなり、風の神しん騎き士しである彼かれが管理している。

　エルハイネは部屋の調和を気にして数日間上の空だったが、ようやく納なつ得とくいく置き場所を確保したらしい。そうして落ち着きを取とり戻もどした、そんな頃ころ。

「ローゼ、いいか？」

「どうぞ。入ってください」

　執務室を訪おとずれたヴィレフを、ローゼは二つ返事で招き入れる。訪問者はヴィレフだけではなく、エルハイネも一いつ緒しよだ。

「二人が揃そろって訪ねてくるとは、何かあったのですか？」

「いや。トラウクレールの浄じよう化かが滞とどこおりなく終わった報告だ。それと、休きゆう憩けいの提案だな」

　言われてローゼは時計に目を向ける。

　風の宝珠の一件に不安を感じた国々から送られてきた手紙の処理をしているうちに、ずいぶん時間が経たっていたようだ。

「お土産みやげにいい茶葉をいただいたので、ご一緒にどうでしょう？」

　微笑ほほえみと共に言ったエルハイネに、ヴィレフは呆あきれた視線を送る。

「……お前はあれを『いただいた』と表現するのか」

「ええ。いただいたんですよ？　何か？」

「多くの人は『分ぶん捕どった』と言い表すだろう」

「失礼な。ごく普ふ通つうに頼たのんだだけじゃないですか」

「昔話をしながらな……」

　エルハイネに負い目を感じているトラウクレールは、要求された茶葉を快くくれたことだろう。

「いいんですよ。向こうだって、何かしら要求された方が楽なんですから」

「茶葉で水に流すのか？」

「妥だ当とうなところじゃないですか」

「そうか」

　大したことでもなさそうに肯こう定ていしたエルハイネに、ヴィレフは微び笑しようする。ローゼも同じだ。

「では、お言葉に甘あまえましょう」

　きりのいいところで一いつ旦たん手を止め、ローゼはペンを置いた。心なしか肩かたが凝こっている気がする。本当にいい頃合いだった。

　気を楽にしたそのとき、ふと二人にお礼を言いたい気持ちが湧わき上あがる。

　聖女としても、気き遣づかってもらったお礼はあっていい。けれどそれよりも、ローゼリンデという、一人の人間として。

（わたくし、自分自身を、少し前よりずっと身近に感じている）

　これは自分の気持ちだと、今なら分かる。

　──だから。

「レフ、エルハイネ。──ありがとうございます」

　笑えんだローゼの表情は、これまでの人生の中で一番、素す直なおなものとなった。

「──！」

（あ、あら？）
















　しかしそれを目まの当あたりにしたヴィレフとエルハイネの反応は芳かんばしくない。なぜか二人ともローゼを見つめて硬こう直ちよくし、絶句してしまった。

（お、おかしかったのでしょうか。やはり聖女らしくなくて？）

　うろたえるローゼが場を取り持てるようになるよりも早く、立ち直ったエルハイネが口を開く。

「ローゼリンデさん」

「は、はい！」

「お茶を、淹いれようと思います。手伝っていただけますか？」

「もちろんです」

　とにかく居いた堪たまれないこの場から逃にげたくて、助たすけ舟ぶねを出してくれたエルハイネに一も二もなくうなずき、従う。

　そのまま二人で隣りん室しつに備え付けられているキッチンへと入った。簡単なものなら調理も可能な型だ。

　ローゼが戸と棚だなからカップを出し、エルハイネは火の輝き煌こう石せきを使って適温で常備されているポットのお湯を使い、茶葉を蒸むらす。

　作業を一段落させてから、エルハイネは大きくため息をついた。

「……僕ぼくは、多大な過あやまちを犯おかしたようです」

「ど、どのような」

「ローゼリンデさん。貴女あなたは、聖女であるときは聖女を取とり繕つくろっておいた方がいいでしょう」

「や、やはりそうなのですね!?」

　ヴィレフの微び妙みような反応を見たあとだと、そう思わざるを得ない。

　狼ろう狽ばいするローゼに、エルハイネは瞬まばたきの間、気まずそうな顔をした──気がしたが、見み間ま違ちがいかもしれない。次に向けられた笑え顔がおは、一いつ片ぺんの曇くもりなく爽さわやかだったので。

「そうですね。──だから、貴女の素す顔がおはどうか、僕の前でだけに」

「わ、分かりました」

（ごめんなさい、レフ。わたくし、貴方あなたの心配に向き合える日は遠そうです……）

　聖女としてローゼが真に胸を張れる日は、まだ遠そうだ。

　──けれどまずは、第一歩。

　そしていつかは、きっと。
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　週の始まりを告げる安息日。ふらりと町を散策して大だい神しん殿でんに戻もどってきたヴィレフは、花か壇だんの一角でしゃがみ込んでいるローゼを見付け、真まっ直すぐに近付いた。

「様子はどうだ？」

「！」

　後ろから声をかければ、ローゼは驚おどろいた様子で振ふり向むく。彼かの女じよが見ていた花壇の土からは、ひょこりと若芽が顔を出していた。これから大きくなろうと生命力に溢あふれたその姿は、自然と笑えみを誘さそう愛らしさに満ちている。

「命が育つ過程は、何とも輝かがやかしいものだ」

「ずいぶんしみじみとした言い方ですね。感じることがあったのですか？」

「そうだな」

　ローゼを見つめながら肯こう定ていするが、彼女は不思議そうに目を瞬まばたいただけだ。

　ローゼとヴィレフが出会ったのは、もう七年も前になる。そんな幼い頃ころから彼女は聖女として不足なく、同時にそれ以外の表情を見せてくれない。

　聖女の顔が、そのままローゼリンデという少女そのものであるのならそれでいい。しかし、違ちがう。ヴィレフがそれに気付いたのは、ローゼの表情が乏とぼしかったせいだ。

　種類がではない。乗せられているはずの感情がである。

　もっと気を楽にしてほしかった。けれどローゼはどれほど言っても、ヴィレフに頼たよろうとしてくれない。

（要は、俺おれが未み熟じゆくだということだ）

　ローゼが素す直なおに頼れるぐらいにならなくてはと、ずっと思ってきた。

　それはローゼを護まもりたかったからで、他意はない……はずなのだが。

「どうにも俺は、美しく成長していくお前が寂さびしいらしい」

　ローゼは、少し変わった。エルハイネと話しているときだけは、少しだけ肩かたの力を抜ぬいている感じがする。

（喜ばしい、ことだ）

　ローゼ自身が安らかにいられる場所を作ってやりたかった。その兆ちよう候こうが見えて、喜び以外あるわけがないのに──純じゆん粋すいに歓かん迎げいしていない自分に、ヴィレフは戸と惑まどっている。

（自分に対してそうであってほしかったとでも？　まさか。意味が分からん）

　ヴィレフが理性と感情の狭はざ間まで零こぼした言葉に、受け取った側のローゼはきょとんとした。それから和なごんだ様子で微び笑しようする。

「ふふ。それは、ありがとうございます」

（……俺はわりと、本気で寂しいようなんだが）

　しかしそれをローゼにぶつけるのもお門かど違ちがいだということは理解していた。

「精しよう進じんが足りんな」

「では、一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう。わたくしも同じですから」

　その一言には、聖女としてだけではない、ローゼ自身の強い感情がこもっている気がする。こうした素直さが垣間見えるようになったのも、変化だ。

「一緒に、か」

「はい！」

　明るい笑え顔がおを見せて大きくうなずいたローゼに、ヴィレフは半ば反射的に手を伸のばし、彼女の頭を撫なでる。はたと気が付いたのは、やってしまったあと。

「……これは、軽けい率そつな振ふる舞まいか？」

「……ええと」

　白か、黒か。互たがいに判断し難にくくて沈ちん黙もくしてしまう。十数秒そんな風に迷っていたら馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、ヴィレフはわしわしとローゼの頭を乱雑に搔かき回まわす。

「もう、レフ！」

「すまん。だが、一番重要なことを忘れていると思ってな」

「何でしょうか？」

「お前が嫌いやならやめる」

　立場があるのは理解した。しかしよく考えれば、別に何が変わるわけではない。

「嫌では……ありません。でも、見られたら聖女としては相応ふさわしくない気がします」

「では、見られない所でだけにしよう」

「ええ!?」

　思い付きで口にしたヴィレフの提案に、ローゼは驚いた声を上げた。裏と表を作るようで、ローゼには気が引けるのかもしれない。

　しかし、ヴィレフとしては悪くない気分だ。何より、ローゼに嫌がられなかったのが無む性しように嬉うれしい。

「そう──。共に、だな。ローゼ。共に行こう」

　一番大切なのはローゼの気持ちで、彼女は共に成長することを望んでくれた。

　──隣となりに、いられる。

（俺はただ、お前を護ろう）

　ローゼに変化をもたらしたのは自分ではない。しかしそれはよき変化だ。彼女が心から笑えるようになったことは、間ま違ちがいなく嬉しいのだ。

　今度こそ素直な気持ちで祝福して、ヴィレフはローゼへと朗ほがらかな笑顔を向ける。

　純粋な愛情だけを心に宿して。











〈Ｔｈｅ　Ｅｎｄ〉












[image: ]




　はじめまして、またはお久しぶりです。まずはこの本をお手に取ってくださった皆みな様さま、ありがとうございます！

　今回はかっこいい要素だけ詰つめ込こもう！　と思って企画書書いてたはずなんですが、……アレ？　ま、まあ物語って生き物ですからね！　そういうこともあるさ！　にんげんだもの。──相あい田だみつを先生のこの言葉、本当に好きですね。色々許される気持ちになれます。




　ここからは謝辞を。

　紫むらさきあや先生、素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！　明るく楽しそうな雰ふん囲い気きと、神聖な輝かがやきを両方感じるカバーには、もう感かん嘆たん詞ししか出てきません。一ユーザーとして拝見していた方にイラストを描えがいていただくって、毎回不思議な感じがします。

　担当様。世界の構築への冷静なご助言に、大変助けていただきました！　こうしたいから、で展開が捻ねじ曲まがるのを止めてくださり、いつも感謝に耐たえません。

　校正様。本っ当──に統一性のない原げん稿こうの表記ブレチェック、お疲つかれ様さまでした。そしてありがとうございます。提出の前には心がけて……心がけてはいるのです。前向きに頑がん張ばりたく思います。

　一人での作業ではまずこの作品にはならないので、こうして形を取るごとに、複数人で一つのものを作り上げる素晴らしさを感じます。関わってくださった皆様に、心より御おん礼れい申もうし上あげます。




　多くの方にご助力いただき、描きたい世界を描き切れたと思います。

　そうして送り出した物語ですので、ここまでお付き合いくださった方が本を閉じたときに、「楽しかった！」と思っていただけるものに仕上がっていたら幸いです。
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Haruka Nagatsuki




一途に想い想われるお話も好きですが、全方位から（あらゆる意味で）愛でられるお話も好きです！

そして仲間と一緒に困難に立ち向かいながら成長していく、運命に選ばれた聖女の英雄譚──なんていう設定にもわくっとします。

ということで、そんな感じのお話を目指しました！　楽しんでいただければ幸いです。
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聖せい女じよの孤高ぼつち脱だつ却きやく計けい画かく！
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